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極上旦那様シリーズ

俺のそばにいろよ～御曹司と溺甘な政略結婚～










助けてくれた失礼な人




　私、藤ふじ井い心こ春はるはフランス・パリの地で、親友の工く藤どう真ま悠ゆにポストカードを書いていた。

　今どきポストカードなんて時代遅れ。ＳＮＳで簡単にメッセージが送れるのに、なんて思われるかもしれない。

　私立の一貫校で幼稚舎から高校までずっと一緒だった真悠は、今年美大生になった。絵画学科油画を専攻している彼女は、私がパリへ語学留学してから、素敵な絵画のポストカードが届くのを楽しみにしてくれている。

　彼女の期待に応え、二週間に一回は簡単な文章を書いて送っていた。

　今日のポストカードは、女の子ふたりがピアノに向かっているルノワールの絵画。

　私がパリへ語学留学したのは高校を卒業した直後の、今年の四月の初め。すでに五カ月間滞在しているけど、まったく日本へ帰りたいと思わない。

　二年の留学期間中、休日はほぼ美術館巡めぐりをする予定である。

　父が日本各地に画廊を持っていることから、幼い頃から美術品を目にしていた私。いつしかパリの数ある美術館を巡って眼がん識しきを養い、父の仕事を手伝いたいと思うようになっていた。

　ホームステイ先は、父の古くからの友人エヴァン・オーリィ氏の自宅。

　マレ地区にある五階建てのアパルトマンの持ち主であり、最上階のワンフロアに住んでいる。私はオーリィ家の５ＬＤＫの一部屋に住まわせてもらっている。

　この地区は貴族が愛した土地で、このアパルトマンも古くは彼らが建てた石造りの美しい建物である。

　私の部屋も家具はすべてアンティークで、セミダブルのベッドにデスク、クローゼットがある素敵な部屋だ。

　窓を開けると、中世の面影を残した街並みが望める。

　オーリィ氏はフランスの国会で一番議席数の多い社会党の政治家。近い将来議長にもなりえる人だと聞いている。

　美術にも造ぞう詣けいが深く、日本が大好き。独身の頃から親日家で、年に一度は日本を訪れている。初めて来日したとき、父の画廊へ足を運んだことから知り合い、友好を深めていったそうだ。

　夏に五十歳になったオーリィ氏の妻は日本人で梨り沙ささんという。十歳年下のいつも明るい元気な女性。

　私よりかなり年上の女性だから、最初は梨沙さんと呼ぼうとした。だけど、海外ということもあり、彼女にさんづけはいらないと言われて、今は梨沙と呼んでいる。

　ふたりには子供がふたりいる。

　十七歳の高校三年生、兄のジュリアン・健けん人と。妹は十五歳の高校一年生、ポーリン・七なな美み。ふたりとも目鼻立ちがはっきりした綺麗な顔をしている。

　彼らは人懐っこく、私はすぐに仲よくなった。

　結婚十八年目のオーリィ夫妻は今でもラブラブで、私たちの前でも平気で熱烈なキスをする。

　ホームステイを始めたばかりの頃は、見ている私のほうが恥ずかしくて仕方なかったけど、今ではオーリィ夫妻の愛情表現はいいなと思っている。

　私も結婚したら、いつも『愛している』って愛情表現してくれる人がいい。

　そこへドアがノックされた。

　ちょうど真悠の住所を書き終えたところ。

　私がフランス語で「はい」と返事をすると、ひとつ年下のジュリアンがドアから顔を覗かせる。

「ハル」

　ジュリアンとポーリンは日本語も話せるけど、私の勉強のため、日本語での会話は禁止になっている。

　高校時代からフランス語教室に通っていたが、私のフランス語はまだまだ。でも、オーリィ家の皆さんのおかげで、日常会話程度なら躊ちゅう躇ちょなく口から出るようになっていた。

　ジュリアンが一歩踏み出し、部屋の中へ入るのを見て、私はイスに座ったまま首を大きく左右に振る。

「止まって！　入ったらいけない約束でしょ」

　異性の彼は、私の部屋に入らないというのがオーリィ家の規則になっていた。

　ジュリアンと家で話すときは、リビングでと決められている。

　私はそのルールに満足していたけど、ジュリアンは納得できないようで、今のように入りかけるときがある。

「ハルは固いな。もっと柔軟に考えようよ」

　すぐに立ち止まったジュリアンは大おお袈げ裟さにため息を漏らし、入口に引き返す。

　彼らの私の呼び方は〝ハル〟。〝コハル〟では呼びづらいらしい。

「もうリ高セ校へ行く時間じゃないの？」

　今日は日曜日だけど、ジュリアンとポーリンは特別課外授業がある。

「行きたくないな。ハルと一緒に美術館へ行きたいよ。ハルはかわいいから心配なんだ」

　朝食の席でもジュリアンはそのことをずっと言っていた。

「美術館好きじゃないくせに。遅刻しちゃうよ？　行ってらっしゃい」

　ジュリアンは口をへの字にして肩をすくめる。

「男に声をかけられても無視するんだからね？　その長い黒髪に触れたいって思う男なんて数えきれないくらいいるんだから」

　ジュリアンの言う通り、私の黒髪は肩甲骨が隠れるくらいまであって、街を歩いているとまず艶つやのある髪を褒められる。

「もちろん。無視するから。それにいつも学校へはひとりで行っているんだよ？　そんなに心配することないでしょ」

　そこへポーリンが兄を呼ぶ声が聞こえてきた。時刻は八時を過ぎたところだ。

「じゃあ、行ってくるよ」

　仕方ないとばかりにジュリアンは深いため息を漏らし、ドアから去っていった。

　ジュリアンの心配性は時にめんどくさくなる。

　梨沙に言わせれば、彼は私が大好きで、私がホームステイを始めた一カ月後には半年付き合っていた彼女と別れたくらい真剣らしい。

　ジュリアンは身長も高くてイケメンだけど、私には弟のようにしか思えない。休日の美術館巡りもひとりのほうが、気が楽だった。

　小さくため息を漏らし、アンティークのデスクの上に鏡を置いて、メイクを始める。

　八月の半ばから二週間、オーリィ一家とニースでバカンスを過ごした。日焼けに気を付けていたから、色白の肌は保っている。

　くっきり二重の大きな目に大きすぎない唇。これで鼻がスッと高ければ、美人の部類に入るのだと思うけれど、残念ながらそうじゃない。

　軽くメイクをして、黄色のＴシャツとデニムというカジュアルな服の上から真っ赤なチェーンバッグを斜めがけし、紺色のジャケットを羽織った。そしてポケットに真悠へ送るポストカードを入れる。

　ジャケットの下にバッグを入れるのはスリ対策だ。パリはスリが多く油断がならない。

　鏡を見ながらこげ茶のスカラハットをかぶり、出かける支度が終わった。

　部屋を出てキッチンへ向かうと、梨沙が片付けをしていた。

「ハル、もう行くの？　ジュリアンは渋々出かけていったわ」

　梨沙はキッチン台を拭く手を止めて、やれやれといったふうに苦笑いを浮かべる。

「はい。オルセー美術館へ行ってきます」

「ハルはすっかりパリジェンヌね。なにげない装いでもとても素敵よ」

　梨沙に褒められた私は照れた笑顔になる。

「ジュリアンの言う通り、声をかけられても無視しなさいね。どうしようもなかったら近くのお店に入って助けを求めなさい」

「梨沙、もう五カ月も同じことを言ってるわ」

「毎日言っても言い足りないくらいよ。あなたはまだ十八歳よ。ハルのご両親にくれぐれもと頼まれているんだから」

　梨沙は私の帽子の傾きを少し動かして直してくれる。

「はい。気を付けて行ってきます！」

　私は真っ赤なエプロンをつけたスタイルのいい梨沙に抱きつき、アパルトマンを出た。




　九月になったパリは秋に入り、朝晩はジャケットなどの上着が必要なくらい涼しい。

　今日は快晴だけど少し肌寒くて、ジャケットを着てきたのは正解。

　私は徒歩十分ほどのところにあるメトロに向かう。目指すはオルセー美術館の最寄りのミュゼドルセー駅だ。

　到着するまで、電車内では家族連れの近くに立つ。

　これは私が身につけた防犯とナンパ対策。

　日曜のおかげで小さな子供を連れた家族連れが多いのが嬉うれしい。

　ミュゼドルセー駅を出たところで、ふたりの若いフランス人の男が近づいてくるのがわかった。目と目が合ってしまったが、とっさに逸らし、ふたりを避けるように歩く足を速める。

　オルセー美術館はすぐそこだった。

「ねえ、日本人？」

「綺麗な髪だね」

　背後からフランス語で誘いかける声が聞こえるけど立ち止まらない。

「無視しても俺たちはめげないよー」

　しつこいなと思いながら、なおも無視してオルセー美術館に歩を進める。

「待てよ！」

　男の手で肩を掴つかまれ、私はビクッと身体を跳ねさせ足を止めてしまった。

　フランス語がわからないことにしよう。

「触らないで！」

　日本語で強く言って、身体を動かし男の手から逃れる。

　若い男ふたりと対たい峙じする形になった。

「フランス語がわからないのか。かわいいし飲みに誘って部屋に連れていこうぜ」

　私はギョッとなったが、表情に出さないように憮ぶ然ぜんと睨みつける。

「クソ男！　あんたと一緒に行くわけないでしょ！　ばっかじゃないっ！」

　思いっきり日本語で叫ぶと、男たちは一瞬ひるんだ顔になった。

　しかし、男は私の腕を鷲掴みして自分のほうへ強く引っ張る。

「触らないでよ！　頭おかしいの!?　気持ち悪い！　放してよ！」

　強引な男たちに腹が立って掴まれている手を叩く。

「クソッ！」

　私に叩かれた男の顔が真っ赤になった。自尊心が傷つけられ苛立ったのか、男が手を上げた。

　殴られる！と思ったとき、振り上げられた手首が何者かの手によって掴まれた。

　ひとりの男性が私と若い男ふたりの前に立ちはだかる。

　濃紺のジャケットを羽織った長身の男性だった。後ろ姿しか見えないが、ふたりの若い男より身長は高く肩幅が広い、スラリとした人だ。

「勝手に誘って嫌がられ手を上げるとは、最低だな。彼女は俺の連れだ。さっさと行け」

　男性は彼らに鋭く言い放ち、掴んでいた手を放す。

「チッ！　男がいたのかよ」

　敵わないと思ったのか、若い男たちは男性に反抗もせずに去っていった。

　私は安堵し、ふっと肩の力が抜ける。それと同時に男性が振り返った。次の瞬間、私は目を見張った。

　日本人……？

　今まで見たことがないくらいのイケメンだった。キリッとした眉に奥二重の涼しげな目。唇は薄すぎず綺麗な形で、それぞれのパーツが整っている。黒髪は艶やかでサラッと指を入れたくなるほど清潔感があり、長さは襟えりに少しかかるくらいだ。

「お嬢ちゃん、ひとりでフラフラしていたら危ないじゃないか」

　日本語だった。

　さっきはフランス人と違たがわない流りゅう暢ちょうな言葉だったから、日本人だとわからなかった。

　見惚れてしまいそうなほど素敵な人だけど、いきなり説教されて、私はムッとなる。

「〝クソ男〟には笑いがこみ上げてきたよ。かわいい顔して口が悪いんだな」

「ほっといてくれればよかったんです！　自分で対処できました。それにフラフラしているわけじゃないですから」

　とげとげしい表情できっぱり言うと、彼は片方の眉を上げて楽しそうに口元を緩ませる。

「たしかに。フランス語がわからないふりをしてやり過ごそうと思ったんだろうが、もう少しで殴られていた」

「たとえ殴られていたとしても、部屋になんてついていきませんからっ！」

　本来なら助けてくれたお礼を言わなければならないのに、男性が楽しそうなのがなんだか癪しゃくに障り、強く言い返す。

　言い切った私は喉まで出かかっていたお礼の言葉を呑のみ込み、ツンと澄まして歩き出した。

　私が困っているってわかっていたなら、もっと早く助けてくれればよかったのに！

　腹立たしく思いながら、足早にオルセー美術館へ向かった。




　オルセー美術館の一階は以前はプラットホームだった場所で、そこにかけられている金色の大時計が有名である。

　私はゆっくり歩きながら、巨匠たちが描いた絵画をじっくり観ていく。

　オルセー美術館は学校の教科書などに載る、誰もが知っている絵画がたくさん展示されていて、ひとつひとつゆっくり観ていると一日では終わらない。

　ふいに日本語の会話が耳に入ってきた。

「ねえ、見て！　あの人、すっごくかっこいい！」

「ほんと！　モデルかしら」

　日本人の若い女性観光客の会話だ。

　私は興味を引かれ、なにげなさを装い、辺りへ視線を向けてみる。

　外国人のモデル風の男性を探してみたけど、それらしき人は見当たらない。

　彼女たちの視線を追った先に、私を助けた男性がいた。

　もしかしてあの人のこと？　たしかにかっこいいとは思うけど……。ううん、腹立たしいほどにかっこいい。

　気にならないと言ったら嘘うそになるが、私は素知らぬ顔をして、別のブースへ向かった。




　しばらく鑑賞していたら十一時三十分になった。

　お昼を食べるために五階にあるレストランへ行こうとして廊下を出たとき、誰かとぶつかりそうになった。

「すみません」

　フランス語で謝り、背の高い相手を見ると、「あっ！」と声をあげてしまった。

　先ほどの日本人男性だった。

「君か」

　あれから二時間近く経っている。私はひとつひとつの絵画を、時間をかけて眺めていたけれど、普通の観光客はサッと見て、別のところへ行ってしまうのに。

　なんでまだいるの？　もしかして、私のことストーカーしてる？

　不信感で私の口元がギュッと引きしまる。

「もしかしてついてきています？」

　怪け訝げんに思ってそう言うと、彼はおかしそうに笑う。

「かわいいからって、うぬぼれが強いんだな」

「う、うぬぼれってっ！」

　キーッとなって、手のひらに汗が滲にじんでくるのがわかり、ジャケットのポケットに入っているハンカチを握る。

「本当に失礼な人っ！　ついてこないでくださいね！」

　できることならあっかんべーをしたいくらいだったけれど、ツンと顔を上げることで我慢して彼から離れると、その場を立ち去った。




　勢いでオルセー美術館を出て再びメトロに乗り、マレ地区へ戻ってきた。

　時刻は十二時三十分近い。

　お腹空いた……。

　オルセー美術館のレストランはおいしいのに、うっかり出てきちゃった。

　あの男性のことは考えないようにして地元のレストランに入ると、顔見知りのウエイトレスが近づいてくる。

　彼女の名前はクレア。年は三十代前半で、ブラウンの髪を顎で揃そろえたボブスタイル。綺麗な彼女はこの店のシェフが恋人だ。

　オーリィ家が頻繁に食事するレストランなので、スタッフ全員と顔見知りである。

「ハル、いらっしゃい。あの席に座って」

　クレアは空いている席を指さして、忙しそうに厨ちゅう房ぼうの中へ入っていく。

　私は奥へ進み、ふたり掛けの席に腰を下ろして帽子を取った。

　このレストランはガレットが絶品。地元でも人気店で、観光ガイドにも出てくる。

　ブルーの窓枠に赤いひさしのおしゃれな店構え。店の前にもテーブルがあり、テラス席になっている。

　こういった気持ちのいい天気の日は外の席に座って、通りを歩く人々を眺めるのも楽しいが、今日はひとりだから店内で食事をすることにした。

「決まった？」

　クレアが注文を取りに来て、私はベーコンと卵ののったシンプルなガレットとカプチーノを注文する。

「今日はジュリアンとポーリンはいないのね？」

「ふたりは課外授業なの」

「そうなのね。せっかくの日曜日なのに。ゆっくりしてって」

　クレアは注文を厨房に伝えにテーブルを離れた。

　そうだ。ポストカードを投とう函かんしなくちゃ。

　すっかり忘れていた。

　ジャケットのポケットに手を入れたが、触れたのはハンカチだけだった。

「えっ!?」

　思わず声が出る。

　反対のポケットにはティッシュしかない。

　どこかで落としちゃった？

「はぁ～」

　私の口から重いため息が漏れ、ショックでうなだれたところで、クレアが大きなカップになみなみと入ったカプチーノを持ってきてくれた。

「ガレットもすぐできるわ。あら、浮かない顔をして、どうしたの？」

「友人宛てのポストカードを落としちゃって……」

「それは残念ね」

　温かいカプチーノをひと口飲むと、甘さのせいか気分が和らいで、ポジティブな気持ちになる。

　仕方ない。また書こう。

　今日はついていないな。おかしな人にナンパされちゃったし、助けてくれた人はバカにしたような態度が鼻につくし。

　自分でなんとかできたと虚勢を張ったけれど、あの人が現れなかったら、きっと叩かれていたに違いない。

　流暢なフランス語だった。ずっとパリに住んでいる人なのかな……。

　名前も知らない男性のことを考えてしまう自分にハッとして、首を左右に大きく振る。

　もう忘れよう。こんな日もあるよね。

　生地の周りがカリカリのおいしいガレットを食べてから、アクセサリーなどのお店を覗き、帰宅した。




　夕食はオーリィ氏も揃い、テーブルを囲んだ。

「ハル、今日は楽しい一日だったかい？」

　オーリィ氏はいつも私が楽しく過ごしているか気にしてくれる。

「父さん、僕が一緒じゃなかったんだから楽しいわけないよ」

　私が答えるより早くジュリアンが口を開く。

　そんな息子を梨沙がたしなめる。

「ジュリアン、お父さんはハルに聞いているのよ」

「今日も楽しかったです」

　実際のところ、不愉快な思いをしたから楽しかったとは言えない。だけど若い男に絡まれたと知られたら、オーリィ氏と梨沙は心配するだろうし、ジュリアンは『今度から僕が一緒じゃないと行っちゃダメ』と言いそうで、無難にそう口にした。

「それはよかった。ジュリアン、残念だな。学校が始まったからなかなか一緒に出かけられないな」

　オーリィ氏は目尻を下げて息子をからかう。

「はぁ～わかっていることをつきつけないで」

　ジュリアンはナイフとフォークを持ったまま、これ見よがしに大きなため息をついて残念な気持ちを表す。

「もうっ、お兄ちゃんたら、ハルは私と遊んだほうが楽しいんだから」

　ポーリンも私を大好きでいてくれて、ジュリアンと頻繁に張り合う。

「そんなことハルはひと言も言っていないだろ」

「女同士のほうが話は合うの。お兄ちゃんはうるさいし、しつこいんだもの」

　こうなると、兄妹の口げんかが止まらなくなる。そうならないうちに、梨沙が「いい加減にしなさい」とたしなめる。

　私はベーコンと玉ねぎがたっぷり入ったキッシュを口に運びながら、ふたりの苦々しい表情に笑う。

　ホームステイ先がオーリィ家で本当によかったと思う。




　翌日は月曜日。

　ジュリアンとポーリンは高校へ出かけ、私もルーブル美術館近くの語学学校へ行く。

　学校は一日六時間。一時間はお昼休憩が入り、五時間の授業、週五日間勉強している。

　私のクラスは十五人で、アメリカ人、コロンビア人、中国人と国際色豊か。日本人は私ひとりだ。

　クラスメイトとは全員と仲がいいけれど、特にアメリカ人のアリッサと、アメリカ系コロンビア人のベラと昼食を一緒に食べることが多い。

　アリッサは青い瞳に肩までのブロンドが綺麗な美人で、アメリカの冷凍食品会社の社長令嬢。

　ベラはブラウンのくせが強めの髪が顔の周りをくるくる縁取ったショートヘアで、小麦色の肌をしたナイスバディ。コロンビアの大農園の娘で、大地主のお嬢さまだ。

　アリッサも百七十センチと背が高いけれど、ベラは百七十八センチもあり、私が並ぶと二十センチも違うため、自分が子供のように見える。

　ふたりともいつも明るく元気な友人たちだ。




　午前中の授業を終えて、私たち三人は近くのカフェのテラス席で昼食をとっていた。

「ハル、昨日も美術館へ行ったの？」

　アリッサはハムや卵が挟まれたクロワッサンを食べている。

　ここのクロワッサンはバターたっぷりでサクサク。私とベラも同じものにしていた。

「うん、オルセー美術館にね」

「またオルセー？　もう数えきれないくらい行ってない？」

　ベラが周りに聞こえそうなほどあきれた声を出す。

「何回行っても観足りないんだもの」

　ふたりは絵画には興味がないから、私が同じ美術館に何度も足を運ぶのが理解できないようだ。

　彼女たちの興味は、おいしいスイーツと最近できたボーイフレンドのこと。

　私にだってボーイフレンドができて、その彼が美術館好きじゃなかったら、足が遠のいてしまうかも。

　一瞬そう考えたけど、すぐに思い直す。

　私は好きなものが同じじゃなかったら、その人のことを好きにならないと。




　十五時までの授業が終わり、家に戻ると十六時。高校生のジュリアンとポーリンの帰宅は十八時頃。

　実家からの十分な仕送りで生活をしている私はアルバイトをしていないので、時間に余裕があった。

　学校の帰りに近くにあるルーブル美術館へ行くこともあるが、だいたい梨沙の夕食作りを手伝っている。

　今夜は日本食で、親日家のオーリィ氏はもちろん子供たちも大好物である。

「ハル、ジャガイモのお味み噌そ汁しるを作ってくれる？」

「はい」

　梨沙の指示で、キッチンの隣にある食品庫からジャガイモを二個持ってくる。

　正直言って、料理は得意ではない。日本ではほとんど料理をしなかった。

　フランスに来て、最初にちゃんと作れるようになったのが、お味噌汁なのだ。

　今は梨沙に教わりながら、少しずつレパートリーを増やしている。

　フランスでは日本食が流行っていて、料理研究家でもある梨沙はマダムたちに日本料理を教えている。ランチを兼ねた少人数の料理教室を自宅で開いているので、キッチンは広く、作業台は五人が使っても問題ないくらい大きい。

　ウォーターサーバーから鍋に水を入れ、火にかける。沸騰までにジャガイモをピーラーで剥むき、ひと口サイズに切ってから顔を隣へ向けると、梨沙は厚みのある豚肉に塩コショウをし、とんかつを作っていた。

「エヴァンのリクエストなの。あまり食べさせたくないんだけど」

　梨沙は小さく笑う。

　オーリィ氏は身長もあるけど、お腹周りはだいぶ大きい。

「私もとんかつ大好きです。ジュリアンも喜びますね」

　若いジュリアンはいくら食べても太ることはなさそうだ。

　私はスイーツも好きだから、体重が増加しないように気を付けている。

　でも好きなものは我慢できないから、とんかつも一枚ぺろりと食べてしまうと思うけど。揚げたてのとんかつを想像したらお腹が鳴りそうだった。

　十八時三十分。まず帰宅したのはオーリィ氏。

　スーツからカジュアルな服に着替えてダイニングルームに現れたオーリィ氏は、キッチンから漂うとんかつのにおいに、目尻を下げて嬉しそうな顔になる。

　数分後、ジュリアンとポーリンが一緒に帰宅した。

「ハル、ただいま！　今日もかわいいよ」

「お帰りなさい。ジュリアン、ポーリン」

　私は口のうまいジュリアンの言葉に苦笑いを浮かべ、玄関でふたりを出迎える。

「ただいま。ハル。疲れたー。あとで話聞いてくれる？」

「もちろん、ポーリン。シャワーのあと、部屋に行くね」

　ポーリンはにっこり笑って自分の部屋へ入っていく。

　子供部屋は玄関を入り、お客さまを迎えるホールからすぐのところにある。

「ハル、僕の部屋にも来てくれる？」

　ジュリアンは捨てられた子犬のような目で見るけど、私は思いっきり頭を左右に振った。

「ダメでしょ。早く手を洗ってきて」

　ジュリアンは渋々自分の部屋へ向かった。




　食事後、シャワーを浴びてから、Ｔシャツとコットン素材のショートパンツ姿で、ポーリンの部屋へ行く。

　ポーリンもシャワー後で明るいブラウンの髪が濡れている。

「ここに座って！」

　彼女はポスンとベッドの端に腰を下ろし、隣をポンポンと叩き私を座らせる。

「なんかいいことでもあった？」

「わかるの？」

　ポーリンは目を丸くする。

　ウキウキした明るい表情を見て、わからないほうが鈍感だって。

「話して」

　私がにっこり笑って促すと、ポーリンは嬉しそうに瞳を輝かせながら口を開いた。

「前から気になっていたサミュエルと同じクラスになったの！　しかも席が隣に。もう学校へ行くのが楽しみよ！」

「よかったね。サミュエルって、バカンスのときに話していた子でしょう？」

「うん。すっごくイケメンなの」

　ポーリンは恥ずかしそうに頬を赤く染める。

　彼女は日本人の血が入っているせいか、現地の子に比べて奥手で、外では思ったことを言えない性格なのだ。

　それから二十三時近くまで話が弾み、あくびを噛かみ殺しながら、私は自室へ戻った。

　課題を済ませてベッドに横になったのは二十四時近く。

　目を閉じて眠りに引き込まれたとき、枕元のスマホが鳴った。眠い目を開けて着信を見るとお父さんだった。

「もしもし……こんな真夜中にどうしたの？」

　目を閉じながら、お父さんの言葉を待つ。

《こっちは朝の七時だ》

「元気か？っていうだけの電話ならこんな時間にかけてこないでよ」

《大事な話がある。金曜日のフライトで日本に戻ってきなさい》

　眠くてしょうがない私は、父親の話を聞き流すつもりだった。だけど、その言葉を聞いて飛び起きる。

「えっ、どういうこと？　大事な話って!?」

《電話では話せないことだ》

「大変なことなの？　心配で眠れなくなるから教えて」

《言っただろう？　電話では話せない。直接会ってから話す。一時帰国してきなさい》

　心の中が心配でざわざわとざわめく。

　こっちは火曜日になったばかり。あと丸四日間も話が聞けないなんて……。

《フライトが決まったら知らせなさい。田た口ぐちくんを迎えに行かせる》

　田口さんというのはお父さんの秘書。四十代の男性で、お父さんの右腕ともいえるほど頼りになる人。

　有無を言わさない雰囲気の中、私は日本に帰るしか選択肢がないようだ。

　心配で今日にでも帰国しようかとも思ってしまうけど。

「わかったわ。金曜日のフライトで本当に大丈夫……？」

《ああ。大丈夫だ。待っているぞ》

　そう言って通話が切れた。

　スマホを見つめながら、本当に大丈夫なのだろうかと懸念する。

　もしかしてお父さんかお母さん、どちらかの病気が発覚したとか……？

　でも声の感じではそこまで深刻ではなさそうだった。明日起きたらお母さんに電話して聞いてみよう。

　先ほどの眠気はすっかりなくなり、目が冴えてしまった。




　ベッドの中で寝返りを何度も打ち、二時間が経っていた。

　心配で眠れない……。お母さんに電話しよう。

　今、日本は朝の九時過ぎで、お父さんはもう仕事に行ったはず。

　私はスマホのアプリを開いてお母さんに電話をかけた。

　何度か呼び出し音が鳴る。

《もしもし？　心春？》

「うん。お母さん元気？」

　まずは体調に問題がないかを確かめたかった。

《元気よ。お父さんと話をしたんじゃないの？　パリは真夜中でしょう？》

「うん。三時を回ったところだけど、お父さんの電話が気になって眠れなくて。大事な話って、お母さん知ってる？」

　一瞬間が空いてから、お母さんは《知らないのよ》と言う。

　本当に知らないの……？

《金曜日のフライトがわかったらメールしてね。お母さん楽しみだわ。心春の好きな料理を作るからね。じゃあ、忙しいから切るわね》

　四月に渡仏してから、日本には一度も帰っていない。お母さんは喜びを隠せない声で言って、電話を切った。

　健康面は大丈夫そう……じゃあなんの話なんだろう……？

　まだ不安で落ち着かなかったけれど、母が元気そうなことには安堵した。

　今夜はもう寝なきゃ。寝坊しちゃいそう。

　スマホの目覚まし時計のセットを確認して目を閉じた。




　なんとか七時に起きた私は学校へ行く支度を済ませて、ダイニングキッチンへ行った。

　梨沙は目玉焼きとベーコンを焼いている。

「おはようございます」

「あ、ハル、おはよう。あら？　よく眠れなかったの？　疲れた顔をしているみたい」

　梨沙に疲れた顔と言われて、私は手を顔に持っていく。

「そんなにひどいですか？」

「目の下にくまがあるわよ」

「えーっ……」

　ショックを受ける私に梨沙が笑う。

「嘘よ。疲れた顔をしているけれど、いつもの通りよ」

　梨沙の冗談にホッとして、袋から出したクロワッサンや丸パンをいつものようにカゴの中に入れる。

　朝食の席で、金曜日のフライトで日本へ行くことになったと話すと、ジュリアンが大袈裟なほど驚く。

「ハル、いつ戻ってくるの？　そのまま日本にいるってことはないよね？」

「話の内容によって、いつになるかはわからないけれど、私は戻ってくるわ」

　重大な問題だったらすぐには無理かもしれない。でも、それほどのことでもなかったら、数日でここへ帰ってきたい。

　静かに話を聞いていたオーリィ氏が口を開く。

「突然の連絡をしてきて一時帰国させるぐらいなのだから、大事な用事があるのだろう。状況がわかったら妻に連絡しなさい」

「はい。梨沙に電話します」

　私は神妙な面持ちで約束した。

「僕も日本へ行きたいな。お祖父さんとお祖母さんに会いたいよ」

　梨沙の実家は東京の下町、谷や中なかにある。日本が好きなオーリィ氏は家族を連れて、年に一度は梨沙の実家に顔を見せていた。

「今度はクリスマスに行くのよ。それまで我慢しなさい」

　梨沙がたしなめると、ジュリアンはガクッと肩を落とす。

「ずいぶん先だな……」

「そのときは一緒に行こうね。東京を案内するから」

「ハル！　約束だからね」

　私の言葉にジュリアンの表情が明るくなった。










政略結婚の契約結婚？




　学校へ一時帰国する旨を伝えると、課題を出された。休んでいる間に遅れをとらないようにとの先生の配慮だ。

　家族や真悠、もうひとりの親友・酒さか田た裕ゆ美みのお土産を選んだりと、出発までバタバタの数日を過ごして、金曜日の夜にパリを発った。




「当機は間もなく羽はね田だ国際空港へ到着いたします。着陸態勢に入るため、お座席はお戻しになり、シートベルトを今一度お確かめください」

　キャビンアテンダントのアナウンスに、学校から出された課題をこなしていた私はプリントをバッグの中へしまい、テーブルをもとに戻す。

　到着時間は十五時二十五分を予定していたけど、十分ほど早まるようだ。

　飛行機が着陸し、入国審査、税関の手荷物検査を終えて、到着ロビーへ小さなスーツケースを引いて出ると、すぐに濃紺のスーツを着た男性が近づいてきた。

「心春さん、お帰りなさい」

　お父さんの秘書の田口さんだ。

「お迎えすみません」

　ジャケットを着てきたけれど、九月初旬の東京はまだまだ暑いようで、空港内はクーラーを効かせていた。

「フライト時間が長いので、お疲れでしょう。こちらです」

　田口さんは私のスーツケースを手にして歩き始めた。

　彼のあとを歩いていると、手に持っていたスマホが振動した。真悠からのメールだった。

　フランスを発つ前に一時帰国するから会おうとメッセージを送っていたのだ。

【もう着いた頃かな？　あ、ポストカードありがとね。ルノワールの『ピアノを弾くふたりの少女』は、私の好きな絵画よ】

　え……？

　真悠からのメッセージに目が点になる。

　あのポストカードは落としてしまって諦めていたものだ。

　だけど真悠の手元に届いたということは、誰かが拾ってポストに投函してくれたということ。

　なぜだか、それがあの日本人男性であるような気がしてならない。

　もう二度と会うことはないのに、あのときあんな言い方をしなければよかったと、ちょっぴり後悔した。

「心春さん、どうかしましたか？」

　田口さんが振り返り、私を見ていた。

　ポストカードが真悠のもとへ届いたことにびっくりして、いつの間にか足を止めていたのだ。

「なんでもないです」

　五メートルほど先で待っている田口さんに小走りで近づいた。




　田口さんの運転する車は、港みなと区くにある一軒家の自宅へ十七時前に到着した。

「ありがとうございました」

　トランクからスーツケースを出してくれた田口さんにお礼を言ったとき、玄関からお母さんが出てきた。

「田口さん、お迎えご苦労さま」

　お母さんに頭を下げた田口さんは車へ戻っていく。

「心春、お帰りなさい。さあ、入って」

　玄関を入り、懐かしい我が家のにおいに、帰ってきたんだと実感する。

　この家は私が五歳のときに建てたもので築十三年。６ＬＤＫの間取りで、三十畳のリビングには世界の名画が飾られ、家具はすべてイタリア製。人を招く機会も多いので、お母さんはいつも綺麗に整えている。

　私は手洗いとうがいを済ませてから、リビングのソファに腰を下ろした。

「お父さんは何時に帰ってくるの？」

　奥のキッチンにいるお母さんに尋ねてみる。

　早く話を聞きたい。そうしないと落ち着かないから。

「十八時半に戻るって。オレンジジュースでいい？」

「うん」

　リビングはエアコンをつけず、窓を開けている。やはり湿度が高くて蒸し暑い。

「今夜は心春の好きなすき焼きにしたの」

「ええっ？　こんなに暑いのにすき焼きっ？」

　たしかにすき焼きは大好物だけど……。

「あら、食べるときはクーラーつけるわよ。デパートへ行ってＡ５ランクの和牛を買ってきたのよ」

　お母さんの実家は銀ぎん座ざで呉服屋を営み、お嬢さま育ちでおっとりした性格だ。

　呉服屋は、お母さんの五歳年上の兄が跡を継いでいる。

「そんなに高いお肉じゃなくてもいいのに」

　親元を離れて、お金の価値を学んだ。パリは物価が高くて、親から渡されたクレジットカードを自由に使えるものの、無駄遣いしないように気を付けている。

「眠かったら横になっていなさい。すき焼きのお仕度しちゃうから」

　お母さんは弾んだ足取りでキッチンへ戻っていく。

「部屋に行ってるね」

　オレンジジュースを飲んでから、ドアの前に置いていたスーツケースを持ってリビングを出ると、二階の自分の部屋へ向かった。

　部屋の窓は開けられて、新鮮な空気を入れてくれていた。ベッドの端にポスンと腰を下ろすと、慣れ親しんだ我が家の柔軟剤の香りが鼻をくすぐる。

　そのまま仰向けにゴロンと倒れ、スマホを開き、真悠と裕美に日本に到着したことをメールする。

　少ししてインターホンが鳴った。お父さんが帰宅したようだ。

　階下へ降りたところでお父さんが玄関に姿を現した。

「心春、お帰り」

　日本中に画廊を展開する父は、身だしなみを常に意識している。顔は外国人のように彫りが深く、少しだけお腹が出ているけれど、長身なのでスーツを身につけると、五十三歳の実年齢よりも若く見え、娘の私から見てもかっこいいと思う。

「お父さん、ただいま」

「華か代よ。早いが食事にしよう。着替えてくる」

　お母さんは「はい」と言葉にして、その場を離れた。

　なんとなく、ふたりが緊張しているように感じてしまうのは、帰国した理由のせい？　もしかして離婚ってことはないよね……？

　まさかそんなはずはないと首を左右に振った。




　四人掛けのダイニングテーブルの上に、すき焼き用の鉄鍋が用意されていた。

　隣の部屋にも八人掛けの大きなテーブルがあるが、家族での食事は対面キッチンのすぐ近くにあるこのテーブルを使う。

　牛脂に続いて牛肉を入れると、なんともいえないおいしそうなにおいが漂い始める。そこへお母さんが割り下を注いだので、さらに食欲を刺激するにおいになった。

　お父さんが、まだ暑いのにすき焼きかと文句を言わないところをみると、前もって相談していたに違いない。

「食べなさい」

「はい」

　私は卵をといた小どんぶりに上等なお肉を入れて口に運ぶ。

　う～ん。おいしい。

　口に入れた瞬間、とろけてなくなりそう。

　さすがＡ５ランクの和牛だ。

「おいしいか。すき焼きは向こうではなかなか食べられないだろう」

「そうだね。あ、帰るときに鉄鍋を持っていこうかな。でも、梨沙のことだから持っているかもしれない。オーリィ氏は和食が大好きだから」

　あとでメッセージを送って聞かなきゃ。

「エヴァンや家族は元気か？」

「うん。みんな優しくて、楽しいよ。それよりお父さん、話ってなに？　今週ずっと気になって気分が落ち着かなかったんだから」

　私を帰国させた理由を知りたくて、食べるのもそこそこで切り出す。

「お前の結婚相手が決まったんだ」

　耳慣れない〝結婚相手〟の言葉に、お箸を持ったままキョトンとなってお父さんの顔を見つめた。

「誰の結婚相手？」

　私のはずがない。私はまだ十八歳なのに。

「お前しかいないだろう」

「しかいないだろうって、そんなの勝手に決めないでよ！」

　わけがわからない横暴な話に、困惑するよりも先に怒りがこみ上げてくる。

「明日、顔合わせだ。ホテルで振袖を着る手配も済んでいる」

「お母さんっ！　どういうこと？」

　この若さで結婚しなくてはならないの？　それも親の決めた顔も知らない相手と？　自分が好きになった人と恋愛して結婚するつもりだったのに。

　お箸を持つ手がプルプル小刻みに震えてくる。

「素敵な人よ。結婚相手には申し分のない男性だから安心して」

「いくら素敵な人でも、私の気持ちってものがあるでしょう？　まだまだやりたいことがあるんだから結婚なんて先のことなのにっ。勝手に決めないで」

「心春。お前には言っていなかったが、我が社はここ数年業績が厳しく、八や神がみ物産から融資を受けることになっているんだが……」

「業績が厳しく……？　融資？」

　寝耳に水で唖あ然ぜんとなる私だ。

「ああ。どうにもならなくなっている。ただ、融資を受けるには条件があるんだ」

「条件？」

「その条件とは、お前が八神物産の社長の息子と結婚することなんだ」

「……八神物産の社長の息子と結婚っ!?」

　いったいどういうこと？

　二年間のパリ生活のあとは日本に戻って大学へ行き、お父さんの仕事を学んで画廊で働こうと考えていた。結婚は三十五歳くらいまでしないつもりだったのに。

「ああ。現在、パリ支社の支社長だ。八神柊しゅう吾ごくんという」

「パリにいるの？　支社長って、年齢はいくつ？　すごい年寄りなんじゃないの？」

　私のイメージする支社長クラスといったら、お父さんくらいの年代だ。

　眉根をギュッと寄せながら、お父さんの次の言葉を待つ。

「おいおい、息子さんはそんな年寄りではないよ。三十一歳だ。男でも目を見張るほどの眉び目もく秀しゅう麗れいだ」

「私と十三歳も離れているわ！　会社のためだからって、そんなおじさんと結婚させるなんてひどいっ！」

「写真を見るか？　いい男だぞ。ちょっと待っていなさい」

　お父さんは席を立ち、そそくさとダイニングルームを出ていった。

「心春、煮詰まっちゃうから食べなさい」

「お母さん、それどころじゃないわ」

　写真を見たからって気が変わるものじゃない。

　これって政略結婚ってこと？

　そこへお父さんが手ぶらで戻ってきた。

「すまない。会社に写真を置いてきてしまったようだ。とにかく明日会ってみてくれ。会えばどれだけ素敵な人物かわかる」

「眉目秀麗で素敵な人、パリにいるならさぞかしモテるんじゃないの？　女遊びが激しい人の妻にさせてもいいの？　結婚したら私が泣かされるかもしれないんだよ？　娘がかわいくないの？」

　泣き落としの作戦に出てみたけど、お父さんは憮然とした表情で首を横に振る。

「お前を大事にしてくれるさ。十三歳離れた幼な妻なんだぞ？　包容力もある大人の男にお前を任せることができて私は満足している」

「任せるって!?　私は結婚するって言ってないわっ」

「明日会わないと言うのなら、私にも考えがある」

　お父さんはこの会話に苛立ちを見せ始め、きっぱりと最後通告してきた。

　私が言うことを聞かなければ、留学の援助を打ち切るつもりなんだろう。

　どっちにしても私はパリの語学学校へ戻れるのか……。

　ううん！　日本でアルバイトをして自分で学費を貯めてでも、パリへ戻るから！

「九時に家を出るからな。ホテルで支度をして昼の会食で顔合わせだ」

「……とりあえず会うけど、結婚は期待しないでね！」

　今すぐにでもパリへ戻りたい。けれど、それではあまりにも子供だし、私がお見合いしなかったら、お父さんの立場がどうなるのかもわからない。

　やっぱり親だから心配はしている。

「心春、食事が終わったらお風呂に入って、お顔にパックしなさいね」

　お母さんの呑のん気きさに大きなため息をつきたくなった。

「パックなんてしませんっ」

　苛立っていても食欲はなくならず、大好きなすき焼きをせかせかと口に運び、席を立った。




　お風呂から上がって、自分の部屋に入った私は、濡れた髪にタオルを巻きながら真悠に電話をした。

　気持ちがとげとげしていて、話を聞いてもらいたかったのだ。

《心春！　お帰り～》

　真悠の元気な声が聞こえてきた。

「ただいま……」

　自分からかけておきながら、やはり話していいものかためらいが出た。

《あれ？　なんか声が沈んでない？　一時帰国の理由はわかった？》

「それが……真悠、驚かないでね？」

《前もってそんなこと言うなんて、心春、変だよ？》

　真悠の声が怪訝そうだ。

「私、政略結婚させられそうなのっ！」

《ええーっ!?》

　あまりの驚きように、私は耳からスマホを遠ざけた。

《ちょ、ちょっと！　心春っ！　どういうこと!?》

　スマホを少し離していても、真悠の大きな声は聞こえてくる。

「お父さんの会社の財政状況がよくなくて、八神物産に融資してもらう条件が八神家の長男との結婚ってわけなの」

《八神物産っていったら、日本でもトップクラスの商社じゃない。そこの息子なら御曹司ね！》

「御曹司……まあそうだよね。でも、年が三十一歳のおじさんなのっ。そんなの我慢できる？」

　私は髪に巻いていたタオルを外して、ドレッサーの前にドスンと腰を下ろす。

　不機嫌そうな顔が鏡に映っている。

　重いため息をひとつ漏らしてから、両手が使えるようにスマホをスピーカーにし、化粧水を湿らせたコットンで顔にパッティングしていく。

《三十一歳かぁ……ひと回り以上も年上だなんて話が合わないよね》

「でしょう？　お父さんは私を愛していないんだと思う。仕事の駒こまに使うくらいだもの。もしかしたら私は養女なのかもっ！」

　だんだん卑屈になっていく自分が嫌になる。

《養女って。でも心春は家族思いのいい子だから、言うことを聞くんでしょ？》

　さすが幼稚園からの友人。私のことをよくわかっている。

　結婚しないにしろ、お見合いをすっぽかすとか、ひどい態度をしてぶち壊すなんてできない。

「……明日ホテルで会うの」

　考えると憂鬱になって、重いため息が漏れる。

《明日かぁ。帰国後すぐにお見合いだなんて時間を無駄にしないね。また教えて。家出をするなら手伝うよ》

「ありがとう。また連絡する。じゃあね」

　私は真悠に約束して通話を切った。




　翌日、私はお見合い会場である五つ星ホテルのサロンで髪を結い、振袖を着付けられていた。

　まだ十八歳で成人式の振袖は用意していなかったから、急遽、お母さんの実家の呉服屋で伯父が見立ててくれたそうだ。とても豪華で値の張るものだろう。

「心春、とーっても綺麗よ。いつの間にか大人になっちゃったのね」

　少し離れた場所でイスに座っているお母さんがハンカチを目に当てているのが鏡越しに見える。

　まだ大人になんてなってないっ。成人するのはまだまだ先なんだから。

　お母さんは水色の訪問着を着ている。呉服屋の娘なので、着付けはお手のもので、自宅で済ませていた。

　朝から髪を結い、振袖を着せられ、早くも精神的にも肉体的にも疲れてきている私はあえて口を閉ざしていた。

「兄さんの目は確かだわ。高いだけあるわね」

　正絹の振袖はおとなしめのクリーム色。菊・松・梅・竹・笹・もみじなど、さまざまな草花がちりばめられていて、首元を飾る半襟は赤地に鶴と梅の入った明るいもの。

　帯も華やかな赤、オレンジ、藤色などが入り、クリーム色の生地を引き立たせている。

　伯父さんのセンスがいいことは認める。私の好みの振袖。でも、だからって嬉しいわけでもない。

　こんなにお腹を締めつけたら、料理が入らないと思うし……。

「お嬢さまの御お髪ぐしが艶やかな黒髪なので、振袖がよく似合いますこと」

　サロンの主任だという年配の女性スタッフが、助手と共に私の帯を結びながら口を開いた。

　結い上げた髪には、白と赤の梅の形のつまみ細工の髪飾りをつけており、藤下がりが頭を動かすたびに揺れるのがわかる。

「一度も染めさせたことがない、自慢の黒髪ですのよ」

　私の髪を褒められて、よそ行きの声色で得意げに話すお母さん。

「そうでしたか。一度も染めたことがないなんて、今どき珍しいですわね」

　年配の女性スタッフは笑みを浮かべる。

「心春、綺麗よ～。八神さんが見たらひと目惚れしちゃうわね」

　想像したら冗談でも気持ち悪い。

「さあ、できましたよ」

　年配の女性スタッフの声で我に返った私はクルリと向きを変えさせられ、鏡で全身を見る。

　帯の形が豪華で本当に華やかだ。

「じゃあ、行きましょう。お父さんが首を長くして待っているわ」

　クリーム色の草履に足を入れてサロンを出ると、隣の部屋でお父さんは待っていた。ブラックフォーマルスーツ姿で、ペーズリーの模様が入っている明るい青色のネクタイをつけている。

「心春、綺麗じゃないか。私は鼻が高いぞ」

　イスから立ち上がったお父さんは目尻を下げた。

「時間もちょうどいいな。くれぐれも失礼のないようにな。では行こう」

　これから政略結婚の相手に会うというのに、ドキドキもしない。一刻も早く断って、パリへ行くことだけが望みだ。

　サロンのある五階からエレベーターに乗り、三十階へ向かう。

　約束の十分前に有名な懐石料理店に到着すると、着物姿の上品そうな女将おかみに出迎えられ、「お連れさまはいらしております。どうぞこちらへ」と案内される。

　店内を進み、ふすまのある個室の前で女将は立ち止まった。

「失礼いたします。お連れさまのご案内です」

　部屋の中へ声をかけた女将はふすまを開け、私たちに入るように促す。

　まずお父さんが入室し、お母さんと私が続く。

　いつもより豪華な振袖はお正月などに着る小紋と違って、三十センチほどの段差でも上がりづらかった。草履を脱ぎ、一歩踏み出した私は慣れない振袖の裾さばきがうまくいかなくて、ヨロッとふらついてしまう。

　転ばなくてよかったと安堵し顔を上げた瞬間、室内にいた男性を見て目を見張る。

「あっ！」

　私の口から驚きの声が漏れるが、周りには聞こえなかったよう。

　お父さんとお母さんは、ロマンスグレーといった言葉がよく似合う男性と、萌もえ黄ぎ色の訪問着を着た優しそうな女性に挨拶している。ご夫婦は少し年が離れているようで、男性のほうが年上に見えた。

　そして、もうひとり。そこにいたのはオルセー美術館へ行く途中、絡まれていた私を助けてくれたあのイケメンだった。

　思わず食い入るように見てしまっている私の瞳と、彼の黒い瞳が合う。

　彼はあの日のカジュアルな服装とは異なり、紺色に細かいストライプの入ったフルオーダースーツを着用していた。髪はサラッとした前髪をアップバングにしており、精せい悍かんさが増している。

　でも、彼は私を見ても顔色ひとつ変えず、私の両親と話し始める。

　もしかして私がわからない？　日本で会うなんて思わないし、今日の私は着物で雰囲気が違う。ここは知らないふりをしよう。

「心春、挨拶しなさい」

　お父さんは考えを巡らしている私を呼ぶ。

　入口を少し入ったところで立ち止まっていた私は両親の横へ行き並ぶ。

「八神さん、娘の心春です。まだまだなにもわからない娘ですが、どうぞご指導のほどよろしくお願いします」

　お父さんが紹介を済ませて、挨拶するようにとちらりと私へ視線を動かす。

「……藤井心春です。はじめまして。よろしくお願いします」

　心の入っていない棒読みのような言い方で挨拶した。

「八神です。妻の和かず江え。長男の――」

「柊吾です。心春さん、よろしくお願いします」

　父親の言葉を遮り自己紹介する彼は、パリで会ったときとは別人ではないかと思うほど優しい笑顔だった。

「座りましょう」

　八神氏が口にして、一同が腰を下ろした。

　大きな座卓には窓側から八神氏、あのイケメン、奥さま。反対側の窓側からお父さん、私、お母さんが座った。

　そこへ女将が女性スタッフと一緒に、お手拭きと飲み物を運んでくる。

　乾杯は私を除く全員がビール。未成年の私はウーロン茶。

　すぐに先付けが出されて目の前に並ぶ。豆腐やレンコン、ゆり根などを使った旬の野菜が、美しい小鉢に盛り付けられている。

「いただきながら話をしましょう」

「そうですね。とてもおいしそうだ」

　八神氏の言葉にお父さんは相あい槌づちを打ち、皆が食べ始めるも、私は目の前の男性をじっと見てしまっていた。

　本当に私がわからないのかなぁ……。話したのはほんの数分だし、女の子の顔なんてみんな一緒に見えるのかもしれない……。

「心春？　柊吾さんに見み惚とれているのかしら？」

　考え込んでいると、お母さんの声が聞こえてきた。

「えっ!?」

　ハッと我に返り、右隣のお母さんへ顔を向けると満面の笑みが返ってくる。

　キョトンと小首を傾げる私に今度はお父さんが口を開く。

「柊吾君があまりにも素敵なので、娘が驚いているようです」

　私がうっとりと見つめていたと誤解されているようで、私は思いっきり頭を左右に振る。

　かんざしの藤下がりがシャラシャラと音を立てた。

「ええっ!?　ち、違くてっ、ちょっと考え事をしていただけで……」

　自分がなにを言っているのかわからなくなるほどテンパってしまい、顔に熱が集まってくる。

　そんな私を八神氏は楽しそうに笑う。

「かわいらしい娘さんですね。それに美しい。若くて綺麗なお嬢さんが我が家の嫁になってくださるとは嬉しい限りですよ。なあ、和江」

　八神氏が同意を求めると、奥さまは上品そうに口元を緩ませて、「はい。嬉しいです」と言った。

　だけど、先ほどから挨拶以外は口を開いていない政略結婚相手に、もしや彼もこの結婚に反対なのではないかと淡い期待が芽生えてくる。

　こんなにイケメンなんだもの。恋人のひとりやふたりいそうだし。

「本当になにもできない娘でお恥ずかしいのですが……。写真で拝見していた通り、柊吾さんは本当に容姿端麗な方ですのね」

「それは言いすぎですよ。ごく普通の男です」

　イケメンの八神さんはやんわり笑いながら否定する。

　言われ慣れているのだろう。その言葉はすんなり出てくる。

「心春さんはパリで語学を勉強中だと」

「は、はい！」

　ふいに八神さんに話しかけられて、背筋をピンとさせて彼を見つめる。

　すると彼が突然、フランス語に切り替えて話しかけてきた。

「あの勝気なパリジェンヌから日本人形に変身だな。話がある。この食事が終わったら、ふたりだけで話そう」

　突然のフランス語で困惑するけれど、わかりやすいようにゆっくり話してくれたおかげで理解できた。

　やっぱり私を覚えていたのねっ。

　私は八神さんを睨んでから、フランス語で返す。

「わかりました。私もお話があります」

　フランス語で話し始めた私たちを双方の両親は不思議そうに見ている。

「柊吾くんはフランス語が堪能ですね。さすがパリ支社の支社長だけのことはある」

　お父さんはフランス語が話せない。美術品の交渉などは秘書の田口さんが通訳を兼ねている。それでも八神さんが流暢だということはわかるみたい。

　でも、彼がフランス語で話しかけてきたということは、向こうで会ったことを知られたくないのかな。

　そんなふうに思っていると目が合い、八神さんが口角を上げた。

　美形だから、笑みを浮かべるだけで私の心臓はドキッと音を立てるけれど、それは反射的な反応なだけ。

「なんとおっしゃったのかしら？」

　お母さんは私たちの会話の内容が気になるようで、首を傾げて彼に聞く。

「食事のあと、お茶にお誘いしたんです」

　八神さんは簡単に説明をする。

「それがいい。ふたりで話をすればお互いのことがよく知れる」

　八神氏は満足げに賛成し、上機嫌でビールを飲む。

「実は偶然にも最近、心春さんにパリで会っているんですよ」

　えっ？

　知られたくないのかと思っていたのに、口にするということは私の憶測は間違っていたようだ。

　私があのときの女の子か確認したの？

　両親たちは驚いており、私も口を開かないわけにはいかない。

「はい。オルセー美術館へ向かう途中、若い男の子に声をかけられたところ、八神さんに助けていただきました」

　私は八神氏と奥さまににっこり笑顔を向けた。

「それは偶然だな。息子が通りがかりよかった。心春さんはかわいいから、パリでよく声をかけられるのでは？」

「パリの男に日本人女性は好かれますからね」

　八神氏の言葉に、息子の彼は意味深に笑って言った。

「まあ！　それは心春さんが心配だわ。結婚後もパリに住むのですから、柊吾さんが守って差し上げないと」

　奥さまの言葉に八神氏が頷いたところで、煮物やお造りが運ばれてきた。

　八神さんはひとつひとつの料理をおいしそうに食べている。

　パリ生活が長いなら、日本食は久しぶりなのかな？

　でも、市内にはたくさんの日本食のレストランがある。少々お高いけれど、彼ならばまったく気にしないだろう。

　食べ方は綺麗で、育ちのよさがうかがえる。唇は少し薄めで、食べる姿でさえ、色気がある。

　やっぱり恋人はいるに違いないわ。

　話とはそのことなのではないかと推測する。

　帯が苦しくて少しずつしか食べられない私は、八神さんをいつの間にか観察していた。

　両親たちは会話が弾み、あと二年間近く八神さんはパリの支社長を続けるので、私は語学と美術の勉強ができると話している。

　結婚式は日本へ戻ってからで、先に籍だけ入れて、パリで新婚生活を送るのがいいなどと話しているのを、私はまるで他人事のように聞いていた。

　十三歳離れているからどんなおじさんかと思ったけど、彼なら誰とでもすぐに結婚できるはず。

　その後もホテル自慢の料理が次々と出され、帯で苦しいのが残念だった。

　両親たちは話が盛り上がり、私は会話に口を挟むことなく相槌を打っているだけ。

　最後の水菓子、メロンと水ようかんが出され、食事は終わった。

「心春さん、外に出ましょう。振袖では暑いし大変だ。着替えたほうがいい」

「それがいいわ。室内は冷房が効いているけど、外はまだ暑いものね」

　八神さんの言葉に彼のお母さまがそう言って私に微笑む。

「はい。そうさせていただきます。本日はありがとうございました。失礼いたします」

　私は今日のお礼を口にして、八神夫妻に向かって頭を下げた。

　八神さんも私の両親に挨拶をしている。

　私が一段下がったところにある草履に足を入れようとしたとき、後ろから手が掴まれ支えられる。八神さんだった。

「ロビーラウンジに来て。急がなくていいから」

「はい」

　支えられたまま草履を履き、両親と共にレストランをあとにした。




　五階のサロンに入った途端、お母さんが嬉しそうに顔を緩ませながら口を開く。

「心春、よかったじゃない。他の男性なんて霞かすんじゃうくらいかっこいい人が旦那さまになるのよ」

「……まだ結婚したくないって言ってるでしょ。いくらイケメンでも性格がおかしいかもしれないし」

　女性スタッフが振袖を脱がし始める。私は人形のように両手を横に広げて、うんざりした顔を見せた。

「そんな人ならお父さんがすすめるはずはないわ。話した感じもすごく魅力的だったじゃない」

「はいはい。魅力的な人なら彼女がいるって思わない？」

「いないからこの縁談を受けたんじゃないのかしら？　結婚したら、柊吾さんは心春をかわいがってくれるわよ。それにこれ以上望めないほどの素敵なご両親だわ。柊吾さんとふたりになったらかわいらしく振る舞うのよ」

　お父さんとお母さんはこの政略結婚の話をこれ以上ないものだと考えているから、なにを言っても無駄なのかもしれない。

　これはあの人のほうから断ってもらわなきゃ。

　そう心に決めたとき、「ではどうぞお着替えください」と声をかけられた。

　女性スタッフはその場で振袖をたたんでいる。

「お母さん、もう大丈夫だから。あ、これは持って帰ってくれる？」

　肌はだ襦じゅ袢ばん姿になった私はドレッサーの前に座って、髪飾りをサクサク抜いていく。

　横でお母さんは私が髪から抜いた飾りをケースにしまっていった。




　レモンイエローのＡラインのワンピースとシルバーのパンプス。結っていた髪は下ろして、耳の横でふたつに結んだ。

　そうすると、女子中学生に見えるくらい幼くなる。もちろんメイクも落として、薄いピンクのグロスだけ。

　そう見せるのは作戦で、私はあなたよりずいぶん若いアピールだ。

　チェーンバッグを斜めがけして、指定されたロビーラウンジへ向かう。

　一階にある吹き抜けのロビーラウンジは高級感のあるシックなえんじ色のソファで統一されており、ひとり掛けのソファに彼はゆったりと座っていた。

　私が近づくと、スマホをポケットにしまい立ち上がる。

「行こうか」

「ラウンジでお話してもいいかと」

「ここは意外と声が響く。周りの者に聞かせてもいいのならかまわないが」

　彼がそう言うのも無理はない。数人がお茶をしているが、カップのカチャカチャという音以外はシーンと静まり返っている。これで話をしたら聞こえてしまう。

「……やめておきます」

「車を待たせている。行こう」

　そうだ。八神さんはビールを飲んでいたから車の運転はできない。

　八神さんのあとをついていくと、彼は急に立ち止まった。突然のことで、私は止まれずに、彼の背中に顔をしたたかに打つ。

「いったぁ……急に立ち止まらないでくださいっ」

　鼻を擦りながら、涙目で文句を言う。

「すまない」

　笑いを含んだ声で謝られても、腹立たしいだけなんですけど。

　ムッとなっていると、擦っていた私の手が鼻から退かされ、じっと黒い瞳で見つめられる。

　ふいに八神さんの指先が私の鼻にそっと触れ、心臓がドクッと跳ねた。

「赤くなっているが、鼻血は出ていないな」

「も、もう大丈夫です。行きましょう」

「隣を歩いて」

　仕方なく八神さんの隣に並んで歩く。

「あの車だ」

　エントランスのガラス扉の向こうに、車寄せに停車している黒塗りの高級外車が見えた。

　ガラスの扉がホテルのドアマンに開けられる。そこを抜けると、八神さんが私の手を握った。

　まさか手を握られるとは思ってもみなかったから、びっくりして彼を見上げる。

　私の驚きとは反対に、八神さんはなんとも思っていないようで、こちらを見ることなく黒塗りの高級外車のほうへ歩を進めた。

　逃げられるとでも思ったのかな。

　車の横に、年配の男性が立っており、こちらに会釈をした。紺色のスーツを着て、白い手袋をしているので、ホテルマンではなく、専属の運転手のようだ。

　その男性が後部座席のドアを開けると、八神さんは私を先に乗せる。それから彼も隣に身体を滑り込ませ、運転手に車を出すように言った。

　道中、世間話でもするのかと考えていたら、乗り込んですぐ八神さんは「疲れただろう。着くまで二十分くらいだ。眠ってて」と言った。

　子供扱いしていると思ったけれど、早起きと時差のせいで、眠いのもたしか。

　シートの隅に縮こまり、ドアに寄りかかり目を閉じようとしたところで、クッと喉で笑う声が聞こえ、彼のほうをパッと見る。

「今日は素直なんだな」

「本当に眠いのでっ」

　私はツンと澄まして瞼まぶたを閉じた。

　からかわれている感は否めない。

　私は眠くなると、頭がボーッとして思考回路が停止してしまう。八神さんからお見合いを断ってもらうように話をするには、少し眠って頭をクリアにしておきたかった。




「起きて。着いたぞ」

　肩を揺すられて目を開けた。

　一瞬どこにいるのかわからなかったが、すぐに思い出す。そしてぼんやりした目を車窓の向こうへやった。

　先ほどのホテルとさほど変わらないような場所に車が停められ、外にグレイの制服を着たドアマンが立っている。

「本当に眠るとは思わなかった」

「……私は眠くなると頭がぼんやりしちゃうんです。それより、ここは……？」

　眠気は先ほどよりなくなっている。

「日ひ比び谷やのホテルだ」

　港区の五つ星ホテルを出た車が次に止まったのは、日比谷にあるやはり同等クラスのホテル。

「降りて」

「話をするなら、周りに人がいない公園とかでも……」

　どうしてホテルなんかに行くのか、困惑している。まさか部屋に連れ込むとか？

「公園？　高校生じゃないんだ。そんなところで話なんかできない」

　そっけなく却下され、八神さんは車から降りた。

　私が座っている側のドアも外からドアマンによって開けられる。車から出て、先に降りて待っている八神さんに仕方なく近づく。

「無理矢理どうこうしようってわけじゃないから安心しろよ」

「そ、そんなこと考えていませんからっ」

　八神さんは笑って私の肘に手を添えて、エントランスを進んでいく。

　ロビーに入ってすぐ、黒いスーツを身につけた男性が近づいてきた。

「いらっしゃいませ。八神さま。お待ちしておりました」

　男性の胸の金のプレートには〝総支配人・黒くろ田だ〟とある。

　五つ星ホテルの総支配人が即挨拶に来るくらい、八神家は上得意客なのね。

　ふたりが話しているのを聞きながら、私はそんなことを考えていた。

　祖父ぐらいの年齢の総支配人に一目置かれているのは会話でわかる。

　そこまでさせられる八神家の御曹司。スマートな物腰、人を惹きつける魅力の持ち主……こんな人が政略結婚をしなくても……。




　私たちは黒田総支配人と共にエレベーターに乗った。総支配人は最上階のボタンを押し、背筋正しく立っている。

　総支配人が直々に案内するなんて、よっぽどこのホテルを使っているのね。

　最上階にレストランかカフェがあるものと思っていたが、案内されたのは大きな観音開きのドアのある部屋だった。

　カードキーでドアを開けた黒田総支配人は、壁に沿ってソファが置かれているだけの豪華な室内へ私たちを招き入れる。それから八神さんにカードキーを渡す。

「八神さま、奥のリビングにアフタヌーンティーのご用意をさせていただいております。御用の際は、いつでもお申し付けください」

　リビング……？

　総支配人は八神さんに深くお辞儀をしてから、困惑している私にも頭を下げて出ていった。

「ここはなんですか？」

「スイートルームだ。アフタヌーンティーを用意させた。ほとんど食べていなかっただろう？　腹が減っているんじゃないか？」

　八神さんは先にあるドアを開け、部屋の奥へと歩を進める。

「ア、アフタヌーンティーならカフェにもあるじゃないですかっ。ここは嫌です」

　八神さんを急いで追いかけ、別の場所を提案する。

「今さら別の場所に用意させるのは面倒だ。座って。紅茶がいい？　コーヒー？　冷たいのもあるはずだ」

　八神さんは広いリビングの左手に置かれてあるテーブルに近づく。

「……私の話聞いていますか？　なにもここじゃなく――」

　さっさと行ってしまう八神さんのあとに仕方なくついていくと、彼は引いたイスの背に手を置いて待っている。

　私は小さくため息をついてから、イスに腰を下ろした。

「日本に滞在中、ここが俺の家だ」

「えっ？　ご実家ではないんですか？」

「昨晩は父と話をするために泊まったが、パリへ戻るまでここにいる。飲み物は？」

　さっきのお店では食事も飲み物もほとんど喉を通らなかったせいで、喉は渇いていた。

「冷たいコーヒーとミルクを半分ずつ入れてください。ガムシロップも少し」

　子供扱いされているから、かっこよくブラックコーヒーと言いたかったけれど、あいにく苦手だ。

　まあ、子供っぽく見せて断ってもらおうって思っているからいいのだけど。

　東京の景色が望める窓を背に、彼は氷を入れたグラスにアイスコーヒーを半分と、ミルクをたっぷり注ぐ。そしてステンレス容器に入ったガムシロップも。

　その姿は無駄な動きひとつなく洗練されている。

「どうぞ」

　目の前に置かれた飲み物が、カランと氷の音をさせた。

　八神さんはホットコーヒーを注いだカップを持って私の斜め横に座る。

「飲んで。お腹を満たしてからでも、話は遅くない」

「……いただきます」

　アイスカフェオレを口にした。

　八神さんは三段のアフタヌーンティーセットを、取りやすいようにと私のほうへ少しずらす。

　ここのホテルのアフタヌーンティーは、美しい盛り付けでＳＮＳでも有名だった。高級すぎて高校生だった私は来られなかったけれど。

　おいしそうな誘惑には負けてしまう。

　お腹が空いている私は一番下のお皿のサンドイッチに手を伸ばした。

「日本へはいつ来たんだ？」

「昨日です。あなたがあの場にいて、びっくりしました」

　当然八神さんも驚いたと言うだろうと思っていた。

「俺は同姓同名でなければ、君が現れると知っていた」

「えっ？　同姓同名……？」

　把握ができずにキョトンとなったが、すぐに思い出す。

「あ！　ポストカードはあなたが拾って、ポストに投函してくれたんですね？」

「ああ。君が政略結婚の相手だと知ったのは昨日の会議のあとのことだったが」

　寛くつろぐように背中を背もたれに預けた八神さんはコーヒーをひと口飲む。

「投函してくださりありがとうございました。友達が届いたって喜んでくれました」

「今どきポストカードを送るなんて珍しいな」

「友達が美大に通っていて楽しみにしてくれるんです」

　真悠宛てに、読まれて恥ずかしいことを書かなかったか考える。うん。たいしたことは書いていなかったはず。

「君も絵画が好きなようだ。話しながら食べて。サンドイッチが乾く」

　私はお皿に置いたままになっていたサンドイッチをパクッと食べる。

　サーモンのパテとクリームチーズのおいしさが口の中に広がっていく。

　続いて、スコーンにクロテッドクリームとあんずのジャムを塗って、もくもくとお腹の中へ入れた。

　胃が満足して、本題を切り出す勇気も出てきた。

「あの、このお話はあなたのほうから断ってくださいませんか？」

「断る？　俺が？　君が断る気満々だとはわかっていたが」

　八神さんは楽しそうに口元を緩ませる。

　なにが楽しいのっ？　私は困っているというのに。

「……まだ十八です。結婚なんて早くないですか？　私、まだ恋愛したことがないんです」

「恋愛したことがない？」

　八神さんは口をポカンと開けた。

「そ、そんなに驚かないでください。ずっと女子校だったんです」

「君のように綺麗な子ならモテていたのではないかと思ってね。そうか、おもしろい」

　最後の言葉は独り言のように聞こえる。

　なにがおもしろいのっ！

「その言葉はあなたにそっくりお返しします。恋人がいるんじゃないですか？」

「恋人はいない。この年だから恋愛はしてこなかったとは言わないが、結婚してもいいと思う相手ではなかったということだ」

　八神さんはふいに立ち上がり、ポットから二杯目のコーヒーを入れて着席した。

「君となら結婚生活も楽しそうだ」

「私とあなたとでは年がひと回り以上違いますし、物足りないと思います。こんなお子ちゃまですし」

「十三歳離れている夫婦なんて少なくはないだろう？　若いが〝お子ちゃま〟にも見えない」

　あー言えばこー言うで、疲れてきた。

　彼は私を妻にしてもいいと思っているの……？

「結論から言えば、俺は君と結婚してもいいと思っている。いや、結婚したい。最初はまた見合いかと乗り気ではなかったが」

　私は目が飛び出そうなほど見開く。

「け、結婚したいっ!?」

　唖然と見つめる私に八神さんは端整な顔で微笑する。

「そうだ。そうすれば、うるさく結婚しろと言われなくて済む。父の目的は、若い嫁に孫を産んでもらうこと。俺がなかなか結婚をしないから業を煮やしていたんだ」

「ま、孫っ!?　わ、私じゃなくても、あなたに相応ふさわしい人がいると思います」

「お父さんの会社がどうなってもいいと？」

　彼はイスの背に身体を預けて腕を組む。

「……それは……困ります」

「会社が傾けば、君はパリで勉強できなくなるだろう」

　結婚をしなくても八神物産の融資にありつけるなんて、虫がよすぎる話なのはわかっているけど……。

　シュンとうつむき考えを巡らす。けれど、どうすればいいのか、まったく思いつかない。

「契約結婚をしないか？　父の目的は気にしなくていい」

「えっ!?」

　顔を上げて食い入るように八神さんを見つめる。

「契約結婚……？　どういうことですか？」

「俺がパリに駐在している間、再来年の三月までざっと約一年半か。結婚して、夫婦として暮らす。パリから日本に帰ってくるとき、本当に嫌だったら別れてもいいよ。お父さんの会社の融資は続ける」

「あなたにメリットがあるんですか？」

　当惑で、私の眉根がぎゅうっと寄る。

「一度結婚すれば、離婚したとしても再び結婚を急かされることもないだろう。それに君と生活するのは楽しそうだ。君はパリで勉強できるし、お父さんの会社は八神物産の融資が受けられる。互いにメリットがあると思わないか？」

　お父さんの会社が安泰ならば、願ったり叶かなったりだ。パリでの勉強も続けられる。

　でも……夫婦になったら……。

　彼に抱きしめられる姿がポワンと頭に浮かび、首を思いっきり左右に振る。

「それは提案を受け入れられないってことかい？」

「そ、そうじゃなくて……考える時間が欲しいです」

　ひとりになってよく考えたい。

「わかった。返事は明日の十八時にここで聞こう。昼間は会議ずくめで時間が取れない」

「……はい。そうします」

　緊張した面持ちで頷く。

「では違う話をしよう。まだ二段食べていないな。飲み物は？　紅茶を淹れようか？」

「自分で淹れます」

「いいよ。座ってて」

　立ち上がった八神さんは私を制して紅茶の用意をする。慣れている所作だった。

「ミルク？　レモン？」

　その姿に見入っていた私はハッとなる。

「あ、ミルクをお願いします」

　八神さんはミルクティーを手に戻ってきた。

「どうぞ」

「ありがとうございます。食べないんですか？　もしかして甘いものが好きじゃない……？」

　再びイスに座った八神さんに聞いてみる。

「いや、嫌いではないが。俺は昼食を食べているからね。お腹は空いていないんだ」

　淹れてもらったミルクティーをひと口飲んで、小さなチョコレートケーキを食べる。

「フランス語が堪能なんですね。パリには何年くらい住んでいるんですか？」

　どのくらい住めばあんなに流暢に話せるようになるのか知りたくて聞いてみる。

「五年いる。語学は得意なんだ。君は？　十八ということだから、高校を卒業してすぐ？」

「はい。四月から父の知り合いのマレ地区にある家にホームステイしています」

　昨日帰国したばかりなのに、パリにいたのが遠い日に思えてくる。

「まだ五カ月なのに、なかなかのものじゃないか？」

「まだまだです。高校の頃からフランス語の教室に通ってはいたんですが。流暢に話せるようになるのが目標です」

　八神さんとの会話は意外と楽しくて、パリでの生活の話は尽きなかった。










一朝一夕の契約結婚




「ただいま」

　家に戻ると、待ち構えていたようにお母さんが出迎え、私の後ろへ視線をやる。

「八神さんは？　送っていただいたんでしょう？」

「うん。送ってくれて帰った」

　パンプスを脱いで、スリッパに履き替えてからそのまま二階へと続く階段に向かう。

「心春、夕食は？　どんな話をしたのか教えなさいよ」

　時刻は十八時。アフタヌーンティーをたくさん食べてしまい、夕食を考えただけでも気持ち悪くなる。

「お腹いっぱいで夕食はいらないから。ちょっと休むね」

　いろいろ聞きたそうなお母さんから離れて自室へ入ると、すぐベッドにゴロンと横になった。

　ホテルを出て、車に乗っている間もずっと、八神さんに提案された〝契約結婚〟のことを考えていた。

　この結婚を断ればお父さんの会社は危うくなって、私は留学どころではなくなる。そうなれば、日本で働いてお金を貯めて、いつかはパリに戻りたいけど、すぐには無理だろう。

　八神さんの提案を受け入れれば、お父さんの会社は安泰。私はパリで語学を学びながら生活できて、一年半後、八神さんの妻でいるのが嫌ならば別れられる。

　生理的に受け付けない人だったら、お父さんには申し訳ないけれど即断っていただろう。だけど、八神さんは私にはもったいないほど素敵な人だと思う。

「はぁ……」

　重いため息が漏れる。

　どうすればいいの……？




　翌朝、ダイニングキッチンへ下りると、両親が揃って食事をしていた。

「おはよう。昨日は疲れて夕食をとらなかっただろう。朝食はたくさん食べなさい」

　お父さんはデザートのヨーグルトを食べ終えるところだった。

「おはよう」

　私が飲み物を取りにキッチンの中へ入る前に、お母さんが立ち上がる。

「心春は座ってていいわ。お父さんに昨日の話をしていなさい」

「特に話すことなんてないよ。私が着物で昼食をちゃんと食べられなかったから、アフタヌーンティーをごちそうしてくれただけ」

　お母さんに甘えてダイニングテーブルに戻り、お父さんの右斜め横に座る。

　まさか両親に契約結婚を提案されたなんて言えないし、まだ心も決まっていない。

「そうかそうか。柊吾くんは気のつく男だな」

　お父さんは満足そうに何度も頷く。

「八神さんのような申し分のない人が結婚相手で、心春はラッキーだわ」

　お母さんが冷蔵庫から涼しげなガラスの器に入ったヨーグルトとアイスカフェオレを出して私の目の前に置く。

「ヨーグルトにバナナも入れる？」

「ううん。いらない」

　食欲はそれほどない。

　カフェオレを飲んでから、バターロールをひとつ手にしてちぎると口に入れた。

「午後、真悠に会ってくる」

　まだ大学生は夏休み。昨晩、メールをしたら今日の午後に会うことになったのだ。

「あら、そうなの。八神さんと籍を入れたらすぐにパリへ行っちゃうんでしょう？　お母さんとも出かける日を作ってね。お買い物をしましょう」

　お母さんは私が八神さんと結婚すると疑わないのか、それとも嫌だと言えない雰囲気を作っているのかわからない。

「うん。わかった」

　適当に返事をする私にお母さんは嬉しそうな顔になった。




　八神さんとの約束は十八時。それに間に合うように、真悠とは有ゆう楽らく町ちょうのカフェで会うことにした。

　レースがあしらわれている白の半袖のトップスに水色のスカートを着た私は、複合商業施設の三階にあるカフェに入り、店内を見回す。

　先に来ていた真悠も入口のほうを気にしていたようで、私の姿に「こっちこっち」と手招く。

「久しぶり！　早かったね」

　私は笑顔で、真悠の前に腰を下ろす。

「画材店に寄りたかったから早めに家を出たの」

　四人掛けのテーブルのイスには画材店の大きな袋が置いてある。

「心春、綺麗になったね。黒Ｔとデニムの自分が恥ずかしくなるよ」

　真悠は自分の黒のＴシャツを指さして苦笑いする。彼女は耳までのベリーショートでボーイッシュな雰囲気。かわいい男の子にも見えなくはない。

「綺麗になんてなっていないって。このあと約束がなかったら私も同じ服装だったよ。オーダーした？」

「ううん。まだ」

　私たちはひとつのメニューを覗き込むようにして見てから、店員にふわふわ卵のオムライスとグレープフルーツジュースを頼む。

　私たちは好みが似ていて同じものになることが多い。

「昨日、政略結婚の相手と会ったんでしょう？　どうだった？　十三離れているんだからおじさんだよね？」

　真悠はテーブルから身を乗り出すようにして心配そうな瞳で見つめる。

「おじさん……じゃなかった。かっこいい。ううん。かっこいいなんて言葉が申し訳ないほど素敵な人だったの」

「そんな人が政略結婚で相手を見つけるの？　お金もあって素敵だったらモテるんじゃない？」

　真悠は困惑顔だ。

「恋愛はしてきたけど、結婚したい相手はいなかったって。それが、その人とパリで会っているの」

「えっ？　パリでっ!?」

　私はパリでの出来事と、契約結婚を持ちかけられたことを話した。真悠は一度も口を挟まず頷きながら話を聞いてくれる。

　途中、オムライスとグレープフルーツジュースが運ばれてきたので食べながら。

「結婚を断れば会社が困るし……」

「八神さんがポストカードを拾って投函してくれたんでしょ？　もう会うこともないのに、面倒がらずに投函してくれたんだから優しい人なんじゃない？　ナンパ男からも助けてくれたんだし」

「うん……」

　八神さんにとってはどうでもいいことなのに助けてくれたのは、困っている人を見ていられない親切な人なのだと思う。

「私、自分に自信がある男って好きよ。イケメンで大人の男性だったらこの話も悪くないかも。なんといってもパリで生活できるんだし」

　グレープフルーツジュースをひと口飲んだ真悠は続ける。

「別れることになっても心春はまだ二十だよ？　それにさ、羨ましいほどの運命を感じるんだけどな」

「えっ？　う、運命？」

　オムライスを口に運ぼうとしていた私の手が止まる。

「心春は感じない？　だって、八神さんはお見合いの前日に聞かされたわけでしょう？　心春を知っていて助けたわけじゃない。それに、ずっと身を固めろと急かされていて結婚をしなかったのは、心春に会うためだったんだよ」

　恋愛小説が大好きな真悠は、うっとりとした表情になった。

「心春だって、八神さんが気になってるんじゃないの？」

　さすが幼稚園からの親友だ。私のことをよくわかっている。

「うん……そうなのかも。運命なのかわからないけど……」

　私はまだ迷いの中にいる。でも、返事は数時間後に迫っている。

　真悠はストレートに結婚しろとは口にしない。私の意思が大事だと思っているからだろう。

「真悠だったら……？　どうする？」

　冷めてしまったオムライスをパクッと口に入れて咀そ嚼しゃくした彼女はにっこり微笑む。

「私だったら結婚する。それで結婚生活が嫌だったら約束の日で別れる。別れてもお父さんの会社は融資を受けられるんだし」

　真悠に背中を押されて、私の気持ちが固まってきた。

「心春はラッキーだよ。生理的に受け付けない男じゃなくて。八神さんを見てみたいわ」

　たしかに相手が八神さんのような人でラッキーではある。




　八神さんとの約束の三十分前に真悠と別れて、ゆっくり日比谷のホテルへ向かう。

　ホテルの敷地内に入って、エントランスに向かって歩道を歩いていると、黒塗りの高級外車がスーッと横を通り過ぎ、車寄せに停車した。

　あれは八神さんの車？

　ドアマンに開けられて姿を現したのは、やっぱり八神さんだった。

　見事な体たい躯くにチャコールグレイのフルオーダースーツがよく似合い、近くにいた若い女性が視線を向けている。

　八神さんはそんな視線をまったく気にせずに、私のほうへ顔を動かした。

　そういえば、オルセー美術館でも女性たちに熱い視線を向けられていたっけ。あのときも我関せずだった。

　彼は私が近づくのを涼しげな眼差しで見守るように見ている。

「ちょうど会えてよかった」

　八神さんは柔らかい笑みを私に向けた。

　やっぱりカッコいいと思う。

「はい」

「食事に行く前に着替えるから部屋で待ってて」

「それならロビーで――」

　待つと言いたかったが、八神さんが遮る。

「先に返事が聞きたい。返事がどうであれ食事には行こう」

　八神さんは私の肘を取って、ロビーを進んでいく。

　乗り込んだエレベーターはノンストップで二十五階へ到着し、彼の泊まるスイートルームへ歩を進める。

　その間、私は強い緊張に襲われ、両手をギュッと握っていた。私の緊張が伝わっているのか、八神さんもなにも話さなかった。

　ドクドクと鼓動が大きく打ち、心臓が痛いくらいだ。

「着替えてくるから、冷蔵庫からなにか飲んでいて」

　室内に入ると、私の返事を待たずに、八神さんは左手の部屋へ消えていった。

　私は肩の力を緩ませ大きく深呼吸を繰り返したのち、ソファに座る。

　もう迷わない。落ち着かなきゃ。

　私は別のことを考えることにした。

　そういえば、八神さんはどうして実家に泊まらないの……？　実家に泊まればこんなバカ高い宿泊料を払わなくていいのに。

　五分くらい経っただろうか、八神さんが戻ってきた。

　カジュアルなクリーム色のジャケットとモスグリーンのストレートパンツという姿は、ファッション雑誌の一ページから出てきたように洗練されている。

「なにも飲まなかったの？」

「喉は渇いていなかったので」

　八神さんは私の対面のソファに腰を下ろし、長い足を組み、そして促すように私を見つめる。

「……あの、あなたの考えは変わっていないですか？」

「嫌だったら別れてもいいっていうこと？　それだったらもちろん、考えは変わっていない」

　八神さんはそう言って私の答えを待つ。

　汗ばんだ両手でスカートをギュッと掴んでから深呼吸した。心臓が口から出そうだ。

「……契約結婚します」

　緊張とは裏腹に、私の声は思ったよりはっきりと大きかった。

　八神さんはフッと笑みを漏らして頷くと立ち上がり、私に近づく。

「わかった。これからよろしく」

　彼が右手を私に差し出す。

「よろしくお願いします」

　私は真剣な面持ちでその手を握って頭を下げた。




　八神さんはホテル内のフレンチレストランへ私を連れていくつもりだと言った。

「ルームサービスでは嫌ですか……？　いろいろ話すこともあるので、周りに人がいないほうがいいかなと」

「君がいいのならルームサービスを頼もう」

　八神さんはどこからかメニューのファイルを持ってきた。

「好きなのを選んで」

　ふたりでメニューを覗き込んでいるが、なかなか決まらない。

「なんでもいいです」

　遠慮もある。

　彼が食べたいものを優先しようと思ったのだ。

「意外だな。遠慮せず自分で食べたいものを選ぶ子かと思っていた」

「それって我わが儘ままってことですか？」

　そう思われていたのかと、ちょっとショック。出会いが悪かったから無理はないけど……。

「いや、我儘というよりも自分の意見をはっきり言う子かな」

「意見は言います。でも時と場合を考えます」

「なるほど」

「ここはあなたの部屋なので、食べたいものを決めてください」

「やっぱり君と暮らすのは楽しそうだ」

　結局、彼の提案でお寿司を頼んだ。

　このホテルに入っている寿司店は有名らしい。

「聞いていいですか？」

　ルームサービスを頼んだ八神さんがソファに座ったところで、私は口を開く。

「なにかな？」

　背もたれに身体を預けて長い足を組み、ゆったりと寛いだ様子の八神さんは、微かに首を傾げる。

「どうして実家に泊まらないんですか？」

「うちのことを話しておこうか」

　口元を引きしめた八神さんに、私は首を傾ける。

「泊まらない理由は面倒だから」

「面倒……？」

「うちは少し複雑なんだ。今の母は後妻で、実母は俺が十五歳のときに病気で亡くなっている。彼女はいわゆる継母だ。優しい人でいい母親だ。彼女には前夫との連れ子がいて、父との間に娘がいる」

　連れ子というのが二十七歳の正まさ巳みさんで、腹違いの妹は恵え里り菜なさん。恵里菜さんは十五歳で私と三歳しか違わないそうだ。

　そうなると私は八神さんからしたら妹のようにしか見えなさそうだと、話を聞きながら思っていた。

「でも、それで面倒……？」

　よくわからなくてキョトンとなっていると、八神さんはフッと笑みを漏らす。

「おいおいわかると思う」

　そこへチャイムが鳴り、ルームサービスが到着した。

　男性スタッフがワゴンを押しながら入室し、八神さんはダイニングテーブルに並べるように指示をしている。

　極上寿司と、はまぐりのお吸い物や香の物、煮物やサラダが次々と並べられる。

　給仕の男性スタッフが退出して、見送った八神さんが戻ってきた。

「食べよう」

　ソファにいた私はダイニングテーブルのイスを引いて待つ八神さんのもとへ進む。

「どうぞ」

「……ありがとうございます」

　八神さんのような洗練された素敵な男性にイスを引かれて座るなんてことは普段なくて、なんだか胸がドキドキする。

　マナーや立ち居振る舞いは大人の男性そのもの。私も八神さんといれば大人になれるかな。

「おいしそうですね。お寿司だけかと思っていました」

「たくさん食べて」

　私は「いただきます」と言い、はまぐりのお吸い物を口にしてから、お豆腐ののった胡麻ドレッシングのサラダへ箸を伸ばした。

　私の向かい側に座った八神さんもサラダを食べ始める。

「私はこれからどうすればいいですか？」

　あまりにも急展開で、その先のことはまったく頭になかった私は少し不安になって聞いてみる。

「あまり向こうを留守にできないんだ。今週の土曜日に家族の顔合わせをして籍を入れて、その足でパリに向かうプランはどう？　心春が日本にまだいたければ、俺はひと足先に帰っているが」

　こ、心春っ……。

　八神さんの口からすんなり名前が出てきて、私の心臓がまたも大きく跳ねる。

「どうした？　キツネにつままれたような顔をして」

「今、心春って……」

「妻になるのに〝君〟では変だろう？　心春も俺を名前で呼んでほしい」

「じゃあ……柊吾さん」

　初めて名前を口にしたのに、彼の名前がすんなり馴染んでいる気がする。

「それでいい」

　私は柊吾さんに頷いてから、大トロの握りを口の中に入れる。

　有名寿司店の握りはシャリが小さくて食べやすい。

　そう思った瞬間、わさびの辛さにびっくりして口元に手をやる。

「うぅ……」

「どうした!?」

　柊吾さんが驚いて、席を立ってこちらへ近づいてくる。

　自分がわさびが苦手だということをすっかり忘れていた。なんせパリへ行ってからお寿司は食べていない。

「出して」

　すぐに察した柊吾さんが私の口にナプキンを当てる。プルプルと首を横に振るも、どうしていいかわからない。

「出せないのなら、お水を飲んで」

　今度は水の入ったグラスを口元に持ってきてくれる。私は目を白黒させながら水と一緒にゴクンと飲み込んだ。

　口の中にわさびの辛さがなくなると、ホ～ッと息をつく。

「わさびがダメだったのか」

「ごめんなさい。すっかり忘れてて……」

　シュンとなる私の頭にふんわりと大きな手のひらが触れる。

「さび抜きを届けてもらおう」

「えっ？　い、いいえ。わさびを取って食べますから」

「大丈夫なのか？　無理をしなくていい」

　思いがけなく優しい柊吾さんに心が温かくなった。

　この人は信頼しても大丈夫なのかも。信頼をしていなければ、契約結婚なんてしないけど、改めて柊吾さんの人柄に安心感が出てくる。

「平気です。柊吾さん、召し上がってください。中断させてしまってすみません」

　柊吾さんは空になった私のグラスにピッチャーの水を注ぎ、席に戻った。

「そうだ。話が途中だったな。心春はどうする？　一緒に戻るか、遅れて来るか」

「一緒に戻ります。柊吾さんはどこに住んでいるんですか？」

　籍を入れるということは、彼と一緒に住み、オーリィ家を出なければならないということだ。

「十六区の北側だ。凱がい旋せん門もんまでは十分くらいで、アパルトマンから見える」

「うわっ、高級住宅地じゃないですか」

　私の目が大きくなる。

「部屋は三つあるだけだ。それほど高級じゃないよ。どこか住みたい希望があれば引っ越してもいい」

「いいえ。語学学校がルーブル美術館の近くなので、通えますから。あ……通ってもいいですか？」

　通うつもりでいた私だけど、ひと言もそんなことを言われていないことに気づいて尋ねる。

「もちろんだ。心春は勉強を頑張ればいい。美術館が好きなようだが、お父さんの影響で？」

「はい。眼識を養って父の手伝いをしたいと……」

「俺も休日には美術館へよく行く。一緒に行けるときはお供しよう。心春が攫さらわれないように」

　柊吾さんはあのときのことを思い出したのか、口元を緩ませる。

「攫われません。あの人たちほどのしつこさは初めてでした。いつもは無視すればいなくなってくれます」

「やはり頻繁にあるのか。心配だな。今後は俺が保護者になる。心春にもしものことがあれば、ご両親に合わせる顔がない」

「大袈裟です。それに保護者じゃなくて、夫です」

　柊吾さんの言葉から、私を妻として見ているのではないのだと確信してしまう。

　それでいいはずなのに……。

　私たちはあくまで偽りの結婚生活を送るだけ。私はパリで勉強ができるんだし、残り一年半の駐在期間が済めば、別れてもいいのだから。

　まだ始まってもいないのに、別れたときのことを考えると、寂しいような、わけのわからない気持ちに襲われる。

　私はお寿司のネタを外し、わさびを取る作業に集中しようとした。

「では、土曜日のフライトを取ろう。夜の便がある」

「はい。そのプランでいいです」

　全部のわさびを取り終え、甘えびを口に入れる。わさび抜きの甘えびは口の中でとろけていく。

「おいしいです」

「心春の苦手なものを覚えておくよ」

　そのあとは、好きな画家やどこの美術館がよかったかといった話で盛り上がり、思いのほか楽しい夜になった。




　運転手付きの車で柊吾さんが送ってくれ、自宅に着いたのは二十二時を回った頃だった。

「今日はもう遅いから、明日改めて挨拶に伺うとご両親には伝えてくれ。俺からもお父さんに連絡しておくから」

「わかりました。送ってくれてありがとうござました」

　一緒に車から降り、柊吾さんは玄関の前まで見送ってくれてから帰っていった。

　玄関でパンプスを脱いでいると、お母さんがリビングから姿を現す。

「ただいま」

「お帰りなさい。デートはどうだった？　柊吾さんは？　お顔を見たかったのに」

　柊吾さんの姿が見えずに、残念そうなお母さんだ。

「お母さん、お父さんはいる？」

「リビングにいるわよ。お父さんに話があるの？　まさかこの結婚を断るんじゃ」

「ううん。断らないよ」

「心春！　それは本当なの!?」

　お母さんの顔がぱあっと明るくなる。

　リビングのソファでお父さんは夜のニュースを観ていた。

「お帰り。なんだ柊吾くんと一緒じゃないのか」

「今日はもう遅いから明日挨拶に来ますって。柊吾さんからお父さんに連絡すると伝えてほしいって」

　私はそう話しながら、お父さんの隣に腰を下ろす。

「あなた。心春、結婚を決めたようですよ」

「それは本当か!?」

　強引にすすめていたお父さんだったが、内心は私が頑として断るかもしれないと心配していたのだと、明るくなった表情でわかった。

「うん。それで土曜日に籍を入れて、両家の顔合わせのパーティーみたいなものを開いて、その夜のフライトでパリへ行く予定」

「そんなに早くパリへ戻るのか？」

「柊吾さんには仕事があるでしょ。私も学校を長く休みたくないから。じゃあ、お風呂入ってくる」

　用件を言い終え、ソファから立ち上がる私にお母さんはため息を漏らす。

「結婚したらパリへ行くのはわかっていたけど。こんなに早くだなんて。お母さん、寂しいわ」

「お母さん、パリに遊びに来て。案内するから」

「ええ。あなたたちの生活が落ち着いた頃、遊びに行くわね」

　お母さんは安堵したように嬉しそうに微笑んだ。




　翌日、十九時に柊吾さんが挨拶のため、我が家を訪問することになった。

　十時過ぎにお父さんから連絡を受けたお母さんは、和食を作ってもてなすと張り切っており、昼食後に買い物に出かけた。

　私はというと、これからパリへ持っていく冬物のコートや服を選んで荷造りをしていた。それが終わり、語学学校で出された課題をやっていると、もう十六時だった。

　階下へ降りて、キッチンで忙しそうに動いているお母さんのもとへ行く。

「お母さん、手伝うよ」

「ここは大丈夫だから。まだ着替えていないの？　言っておいたでしょう？」

　柊吾さんが挨拶に来るのだからと、お母さんからは綺麗めのワンピースを着るように言われていた。

「まだ早いと思って」

「大事な日なんだから、ちゃんとメイクして綺麗にして柊吾さんを迎えなさい」

　キッチンを追い出され、仕方なく部屋へ戻る。

　クローゼットの中を覗き、去年従姉の結婚式で着たベビーピンクのワンピースを選ぶ。

　ラウンドネックの半袖で、身頃にレースとビジューがあしらわれ、スカートの部分はチュール生地。

　少し仰々しいかなと思うけど、他にこれといった服がない。

　着替えを済ませてから薄くメイクをし、髪は垂らしたままにした。




　時間通りに柊吾さんはやってきた。お父さんは一時間も前に帰宅して、そわそわしていた。

　リビングで柊吾さんは私たちが結婚することを伝え、形式通りに「幸せにします」と両親に誓う。

「柊吾くんのように仕事ができ、包容力のある男に心春を嫁がせることができて、本当によかった」

　お父さんは相好を崩す。

「心春さんは素敵な娘さんです。大事にします」

　隣に座る柊吾さんに微笑みを向けられ、つられて笑顔になる。

「両家の顔合わせを兼ねたパーティーの手配をしました。ホテルのフレンチレストランの個室です。まだご紹介できていない弟妹も出席しますので、会ってください」

「結婚式は帰国後ですものね。心春のウエディングドレス姿を見るのが待ち遠しいわ。そのときは盛大なものにしましょう」

　お母さんの願望に、柊吾さんは「そうします」と約束している。

　お父さんもお母さんも、私の結婚をこんなに喜んでいるのに、別れることになったら、がっかりするだろうな……。

　当たり前だけど、両親はこれが契約結婚だとはつゆほども疑っていない。

　私がウエディングドレスを着る日はこないかもしれないのに……。




　それから土曜日までの三日間、ほとんど家にいない生活になった。

　お母さんとデパートに買い物へ行き、パーティーで着るドレスを選んだり、真悠や裕美と会ったりした。

　真悠は私の決断を祝福してくれたけど、裕美は驚きを隠せないようで「かわいそう」だと言われた。

「裕美、そんなことはないと思うよ」

　そう言うのは真悠。

「相手の柊吾さんはめちゃくちゃイケメンだし、お金持ちだし、美術も好きだから趣味も合う。なんといっても、心春は好きなパリでの生活を諦めなくていいんだから」

「真悠はそのイケメンを見たことがあるの？　お金がすべてじゃないでしょ。変態を隠しているのかもしれないよ？」

　裕美は難しい顔で口をへの字にしている。

　へ、変態っ!?

　私が目を丸くして驚いていると、真悠がムッとした表情で口を開く。

「ないけど。心春がイケメンだって言っているんだから、いいんじゃないの？」

　口げんかが始まりそうで、私はストップをかける。

「ごめん。この話はもうやめよう。裕美、私はそれでいいと思っているの。見守ってくれると嬉しい」

「……わかったよ。お父さんの会社のためもあるんだもんね」

　納得はしていない様子の裕美だったけれど、頷いてくれた。

　まだ心に葛藤はあるものの、オーリィ家にも結婚を知らせなくてはならない。

　自宅に戻ると、土曜日にパリへ戻るが結婚することになり、住まいは相手のアパルトマンになる旨を梨沙へメールした。

　梨沙からの返事には、お父さんからオーリィ氏にホームステイのお礼の連絡があったことが書かれてあった。そして急な結婚にただただ驚くばかりだということも。

【ハルが決めたのならなにも言わないけれど、同じパリ市内に住んでいるのだから、いつでも相談に乗るし、気兼ねなく遊びに来て】との言葉をもらった。




　そして土曜日の朝がやってきた。

　パーティーのあとに区役所で入籍をして、羽田国際空港へ向かう予定だ。

　柊吾さんはあれから毎晩電話をかけてきてくれて、裕美が考えるほど悲惨な状況ではないことは自分で理解している。

　昨日の夜などは、柊吾さんの電話を心待ちにしていたほど。パリへ戻ったらなにがしたいか、といった話をするのが楽しかった。

　コートや服、オーリィ家のお土産などを詰めたスーツケースは、お父さんの車のトランクに入れられ、あとは出発するだけになった。

　パーティーは十六時から。

　私は花嫁らしく、白いミモレ丈のドレスワンピースを着ている。

　ラウンドネックにフリル袖。レースが上品であまり仰々しさがなく、このパーティーに相応しいと思って決めたものだ。

　髪は大きなロッドでふんわりと巻いて、シンプルな白のカチューシャをつけた。

　私の仕上がりに、お母さんは満足そうだ。

　今日のお母さんは着物ではなく、ベージュのロングワンピースを綺麗に着こなしている。

「心春ー！　そろそろ出発するぞ」

　自室にいた私に届くように、玄関からお父さんの大きな声が聞こえる。

「はーい」

　私はもう一度鏡で自分の姿を確認してから、水色のパーティーバッグを持って部屋を出た。

　お母さんが玄関で待っていた。

「素敵よ。柊吾さんも喜んでくれるわね」

　いちいち柊吾さんを引き合いに出すから少しめんどくさい。

「だといいけど……」

　などと言いながら白いパンプスを履き、玄関をあとにして、家の前に停めた車の横にいるお父さんに近づく。

　私の着飾った姿をまだ見ていなかったお父さんは頬を緩ませた。

「綺麗じゃないか。花嫁そのものだな」

「お嫁に出すのが惜しくなった？」

　軽口を叩く私にお父さんは笑いながら首を左右に振る。

「いやいや、言っただろう？　柊吾くんのような青年が夫ならば安心だと」

　お父さんは本当に柊吾さんを気に入っている。きっと以前から彼の人となりを知っていて信頼していたから、この話をすすめたのだろう。




　パーティーの会場となるフレンチレストランは、柊吾さんが泊まっているホテルの二十階にある。

　一階でエレベーターに乗り込み上昇すると、緊張感に襲われてきた。パーティーバッグの持ち手をギュッと握り、小さく深呼吸をする。

　両親もさすがに緊張しているようで、三人で沈黙していた。

　エレベーターを降り、レストランへ歩を進めると、入口に柊吾さんの姿が目に入る。

　ブラックフォーマルスーツの柊吾さんは息を呑むほど素敵だ。真紅のネクタイで華やかな雰囲気もある。

　私たちに気づいた柊吾さんは頭を下げた。顔を上げた彼と目が合う。

「言葉では言い表せないくらい綺麗だ」

　表情を崩して柊吾さんは私をいい気分にさせてくれる。

　そこでハッとなる。

　柊吾さんに褒めてもらいたくて着飾ったのだと。

「……ありがとうございます」

　戸惑いながら返事をしたそのとき――。

「お兄さまっ！　いなくなったかと思ったら、こんなところでっ」

　ラベンダー色のワンピースを着たスレンダーな女の子がレストランの中から現れて柊吾さんに抱きついた。

「恵里菜、こんなところでじゃないだろう？　挨拶しなさい。礼儀がなっていないぞ」

　妹さんの手を引きはがし、柊吾さんは厳しい口調で言い放つ。

　恵里菜さんは私たちのほうへ身体を向けて、にっこり笑ってお辞儀をする。

「妹の恵里菜です」

「藤井心春です。よろしくお願いします」

　私はペコッと頭を下げる。

　とても十五歳には見えない大人っぽさがある妹さんだった。私よりも年上に見える。

　身長も同じくらいで、まだ成長期なのでもっと伸びるだろうと思われる。

「心春さん、子供っぽくてびっくりしただろう？」

　ふたりきりだと心春と呼び捨てだけど、人前なのでさんづけするようだ。

「いいえ。そんなことありません。大人っぽくて、綺麗でスタイルがいいので、モデルさんみたいです」

「お兄さま、結婚相手がこんなに若いなんて聞いていなかったわ」

　なにも知らされていないのだろう。自分とあまり年の変わらない結婚相手で恵里菜さんは驚いているよう。

「特に知らせることでもない。決まったことなんだから」

　柊吾さんはビシッと言い、私の両親に向き直った。

「お義父さん、お義母さん、どうぞ中へ。恵里菜も先に入っていなさい。心春さんはついてきてほしい」

　彼は私に手を差し出した。私は一歩柊吾さんに近づき、その手を握る。

「お母さんたちは先に行っているわね」

　両親と恵里菜さんはレストランへ入っていった。

「こっちへ来て」

　柊吾さんはエレベーターホールへ私を進ませ、やってきたエレベーターに乗り込むと、二十五階のボタンを押した。

「お部屋に……？　どうしたんですか？」

「婚姻届にサインをしてほしい」

「あ！　そうでした」

　パーティーが始まったらバタバタするかもしれないので、今書類を整えていたほうがいいと頷く。

　スイートルームに入り、リビングへと続くドアを柊吾さんは開けた。

　次の瞬間、私は目を見開いたままその場から動けなくなった。

「柊吾……さん……、驚きました……」

　そこには色とりどりの花や風船が飾り付けられていたのだ。

「入籍だけでは味気ないし、こういったのは女の子が好きそうだから」

　少し照れた表情の柊吾さんに胸がキュンとなる。

「ありがとうございます。とてもかわいくて……ほんとびっくり……」

　ふわふわ浮いているピンクの風船をチョンと指で弾く。

「座って」

　私はリビングのソファに座らされた。

　キョトンと首を傾げて見ていると、柊吾さんはテーブルの上の花カゴにのった小さな箱を手にして、私の前で片膝をついた。

「契約結婚だが、なにもないのはと思ってね」

　小さな箱の中は、ダイヤモンドのエンゲージリングだった。ラウンド型のダイヤモンドがセンターを飾り、その周りをピンクダイヤモンドが縁取っている。プラチナのバンドにもダイヤモンドが施された贅沢なものだ。

「柊吾さん……」

　エンゲージリングのことなどすっかり忘れていた。契約結婚には必要のないものだと思っていたから。

　誰もが憧れるハイブランドのエンゲージリングだ。ダイヤモンドの大きさが私のような小娘に相応しくないほどで、身につけていてもフェイクにしか見えないだろう。

「私にはもったいないです」

「いや、若い君に合うようにピンクダイヤも入っている。俺と出かけるときは身につけて」

　柊吾さんは私の左手を取り、薬指に輝くエンゲージリングをはめてくれた。

「ありがとうございます。私はなにも用意していなくて……」

「そんなことは気にしなくていい。あまり待たすのも悪いな」

　立ち上がった柊吾さんはフォーマルスーツの袖を少し上げて、腕時計へ視線を向ける。

「行こうか」

「はい！」

　ソファから立ち上がった私にブーケが渡される。白い花をメインにほんのりブルーの花が彩りを添えたデザインで、リボンがロイヤルブルーだった。

　左の薬指にはエンゲージリング。かわいらしいラウンド型のブーケを持つ私は本当の花嫁のようだ。

「柊吾さん、ありがとうございます」

　部屋から出る前に、感謝の気持ちを伝えたくてにっこり微笑み口にした。




　フレンチレストランの個室では、両親たちが飲み物を手にしながら談笑していた。

　私たちが姿を見せると、待ち構えていたように近づいてくる。

「なんて綺麗な花嫁だ。義娘に迎えられて嬉しいよ」

　お義父さまが目尻を下げて私を褒めてくれる。

「本当に。柊吾さんは幸せだわ。心春さん、これからよろしくね」

　お義母さまも優しい笑みで祝福してくれて、私の胸に安堵感が広がる。

「よろしくお願いします」

　私は義理の両親になったふたりに頭を下げた。

「あ、紹介するわね。もう聞いているかしら？　私の前夫との息子、正巳です」

　お義母さまは隣に立つ、ダークブルーのスーツを着た男性を私に紹介する。

「正巳です。こんなに可憐な女性が僕の義姉なんですね。よろしく」

　スッと手を差し出されて、パーティーバッグを持っている手にブーケを移動して握手した。

「心春です。よろしくお願いします」

「名前もかわいい」

　褒められてばかりで照れくさい。

　柊吾さんと正巳さんは血が繋がっていないから、顔の作りもまったく違う。柊吾さんは彫刻のように整ったイケメンで、正巳さんは目が垂れていて優しそうな顔立ちだ。目元がお義母さまによく似ていると思う。身長も柊吾さんのほうが正巳さんより十センチ以上高く見える。

「時間もないことですし、食事にしましょう」

　柊吾さんが声をかけ、みんなを隣の部屋に促す。それから私の腰に腕を回した。

　こんなに密着するのは初めてのことで、私はびっくりして柊吾さんを仰ぎ見る。

「行こう」

　柊吾さんは微笑んで私をエスコートした。

　ふと視線を感じて顔を向けると、恵里菜さんが不機嫌そうに口を歪めてこちらを見ていた。

　大好きなお兄さんを取られた感じなのかな……。ひとりっ子の自分にはわからない感情だけど、こんなにかっこいいお兄さんだったら理解はできる。

「恵里菜？　座りなさい」

　お義父さまが恵里菜さんに声をかけ、彼女はお義母さまの隣に腰を下ろした。

　大きな丸テーブルだった。

　私は柊吾さんと隣同士で座り、八神家と藤井家の八人がテーブルを囲むと、待ち構えていたスタッフがグラスにシャンパンを注いでいく。

　未成年の私と恵里菜さんはノンアルコールのシャンパン。

　乾杯したのち、シャンパンを口にした親たちは口々に祝福の言葉を言う。

　この結婚が一年半後に解消されるのか、それとも続くのか。先が見えていない私は祝福されていくうちに、しだいに顔がこわばってくるのを感じた。

　頬に手をやったのが目に入ったのか、柊吾さんに「暑い？」と聞かれる。

　私は小さく頭を左右に振った。

　そういえば婚姻届にサインをしていない。あれは指輪を渡すための口実だったのだと今さら気づく。

　左手の薬指につけたエンゲージリングはお母さんがすぐに気づき、「素晴らしいわ」と褒めてくれた。

　和やかな雰囲気で食事が進んでいき、時刻も十八時を回った。そろそろ役所へ行って、空港に向かわなければいけない時間だ。

　デザートを食べ終えたところで、柊吾さんが今日のお礼の言葉を口にし、私たちは席を立った。

　もう一度スイートルームにふたりで戻る。ブーケは生のお花なので、お母さんに持って帰ってもらう。

「この格好では窮屈だから着替えるよ。心春、カジュアルな服は持ってきていないだろう？」

　私はすっかり着替えのことなんて頭から抜け落ちていた。

「はい。この姿じゃおかしいですよね？」

「とても綺麗だが機内で寛げないだろう。ちょうどよかった。あのドアの向こうに用意してあるから着替えてきて」

　用意周到の柊吾さんに感心してしまう。

「はい。ありがとうございます」

　私は彼に示されたドアへ向かった。

　そこはベッドルームだった。キングサイズのベッドの上にピンク色のショッパーバッグがある。大学生に人気のあるブランドだ。

　中にストンとしたロングＴシャツのような白のワンピースとカジュアルな靴、靴下が入っていた。

　コットン素材のワンピースだから機内でも楽に過ごせそう。

　柊吾さんの気遣いがうかがえる。

　急いで用意してくれた服に着替えて靴下と靴を履く。

　脱いだ服をショッパーバッグに畳んで入れて、ベッドルームを出た。

　柊吾さんはすでに着替え済みで、ブラックフォーマルスーツから薄手のニットとデニム姿になっていた。

「柊吾さん、ありがとうございます。このお洋服、楽で気に入りました」

「よく似合うよ。行こうか」

　ショッパーバッグを柊吾さんが持ってくれ、ふたりでスイートルームを出た。




　両親たちはホテルのロビーで待っていて、私たちは最後の挨拶をする。

　正巳さんと恵里菜さんの姿はない。

　お母さんはパスポートなどが入っているバッグを私に渡してから、柊吾さんに向き直る。

「心春をよろしくお願いします」

　柊吾さんに私を頼むお母さんの瞳が潤んでいた。お父さんも一歩前に出て柊吾さんに近づく。

「柊吾くん、心春はなにもできない世間知らずの娘だが、素直でいい子だ。よろしく頼む」

　お父さんは柊吾さんと握手を強く交わしている。

　四月にパリへ行ったときより、寂しい気持ちに襲われる。

　あのときはひとり。今日はふたりなのに。

「はい。近いうちにパリへ遊びに来てください。心春さん、車に乗って」

　黒塗りの高級外車の後部座席に乗り込み、隣に柊吾さんも座る。私は窓を開けて手を振った。

「出してくれ」

　柊吾さんが運転手に言葉をかけ、車が動き出す。

「疲れただろう」

　私は首を小さく左右に振る。

「それほどは。柊吾さんのほうが気を使いっぱなしでしたよね。ありがとうございました」

「区役所へはすぐ着く。受理されたらまっすぐ空港へ向かおう」

「はい」

　私はもうすぐ柊吾さんの妻になる。

　そう考えると、先ほどのパーティーよりも心臓がドキドキ高鳴ってきた。




　区役所の夜間受付で婚姻届を提出し、あっけなく受理された。

　婚姻届はすでに柊吾さんが用意してくれていて、自分の欄を埋めるだけでよかった。

　車に戻りホッと息をつく。

　すると隣に座る柊吾さんがプラチナのマリッジリングを取り出した。

「これはずっと身につけていて。男除けにもなる」

〝男除け〟に私はクスッと笑ってしまう。

「笑い事じゃないぞ。心春の気の強さはトラブルを招きかねない」

「気が強いわけではないですよ。ああいうときはビシッとした態度じゃないと」

「これをつけて俺を安心させて」

　本当に愛されているかのような発言に困惑してしまう。

　しかしすぐに思い直す。私になにかあったら、偽の夫とはいえ、両親に面目が立たないからだと。

　私は左手を柊吾さんに差し出した。

　エンゲージリングの上にプラチナのマリッジリングがはめられた。

　もうひとつのペアリングを、柊吾さんが自分の指につけようとしたところを止める。

「私が……」

　彼の手からマリッジリングを引き受けて、左手の薬指にはめる。

　女性の手と違って、節のあるがっしりした手だ。でも指が長く色気がある。

「ありがとう」

　見つめ合ってしまってから、私はハッとなりうつむく。

　お揃いのマリッジリングをつけていると、結婚を実感してきて変な気分だった。

　柊吾さんと一緒に暮らすのは楽しそうだと思うのに、どんな生活になるのか不安で逃げ出したい私もいた。




　羽田国際空港に到着し、車から降りると、運転手がトランクから私のスーツケースを出してくれる。

　柊吾さんの荷物は機内持ち込みのバッグだけ。

　そこへ航空会社の専用クルーの男性が現れ、柊吾さんに挨拶をした。

「八神さま、お待ちしておりました。お荷物はこちらでよろしいですか？」

「ああ。頼む」

　私のスーツケースを男性が運んでくれる。

　私は航空会社の専用クルーが直々に出迎えたことに内心驚いた。

　こんなサービスを受けたことがない。

　もしかして……。

「心春、行こう」

　自分のバッグを持ち、柊吾さんは男性のあとについていく。

「は、はいっ」

　遅い時間のせいか、空港内にはそれほど人はいなかった。

　専用クルーと共に彼が足を止めたのは、ファーストクラスのチェックインカウンターだった。

　やっぱり……。

　私の考えた通りだった。

「ここ……ファースト――」

「足を伸ばしてゆっくり眠れるだろう？」

　ビジネスクラスは利用したことがあるけど、ファーストクラスなんて乗ったことがない。改めて彼は八神物産の御曹司なのだと気づかされる。

「心春、パスポートを」

「あ、はい」

　私はバッグから取り出して、柊吾さんに手渡す。

　女性クルーがパスポートを確認しながら、チェックインの手続きをしている。

「パスポートのご提示ありがとうございました」

　柊吾さんがパスポートを受け取り、手続きが終わった。

「ラウンジへご案内いたします」

「いや、案内は結構です」

　柊吾さんは女性クルーに断りを入れ、私の手を取ると、案内板を見ずにファーストクラスのラウンジへ向かった。

「ファーストクラスなんて初めてです」

　今回だけ特別なのかと思ったけど慣れているようなので、毎回柊吾さんはそうなのだろうと推測する。

「それなりのサービスが受けられる。ロングフライトのときは特に楽だからね。ラウンジでシャワーも使えるがどうする？」

　すでに二十時を回っているが、出発は二十二時五十五分。まだまだ余裕はある。

「あ……着替えがないので大丈夫です」

「寝るだけだから俺もいい。食事をしたばかりだが、なにか食べたいものがあればどうぞ。デザートも種類がたくさんあるよ」

「はい」

　ファーストクラスのラウンジへ足を運んだ私たちは、飛行機が見える窓のそばのソファに並んで座った。

　すぐにスタッフがやってきて飲み物を聞かれる。

　柊吾さんはシャンパン、私はノンアルコールのカクテルを頼む。

「食べ物は？」

「悩みます……。ファーストクラスの食事は絶対に豪華でおいしいと思うので、今は食べないほうがいいかなと」

　真剣に悩みを口にすると、柊吾さんが楽しそうに笑う。

「ここも一流のシェフが作っているから、おいしいと思うよ」

　私は大きなため息をついて、首を横に振る。

「パリに着くまでに三キロは太ってしまいそうです」

　ラウンジを通る途中、上品に盛り付けられた料理を目にしていたが、ここは自分に厳しくしようと思った。

　そこへ飲み物が運ばれてきた。

「乾杯しよう。よろしく。俺の奥さん」

　奥さんの響きが恥ずかしい。頬に熱が集中してきて、私は冷たい手を当てる。

「お願いします」

　グラスが合わさり、オレンジ色をしたノンアルコールのカクテルを飲む。オレンジベースで、ほんのり甘くておいしい。

「恵里菜さんは柊吾さんが大好きなんですね」

「年に数回しか会わないせいだろう。恵里菜の態度は失礼だったな。すまない。父が正巳と先に帰らせたようだ」

「そんな、失礼ってことは……私よりも大人っぽくて驚きました」

「ませているだけだ。小さい頃は児童劇団で子役タレントをしていた影響もあると思う」

　私は恵里菜さんが児童劇団に所属していたことに驚いた。

「テレビに出ていたんですか？」

「数年だが。小さい頃は引っ込み思案だったから、どうにかしようと入れたようだ」

　柊吾さんが実家に泊まらずにホテルを利用した理由がわかる気がした。

「正巳さんは八神物産にお勤めなんですか？」

「ああ。本社の経営戦略部の部長だ」

　柊吾さんもそうだけど、若いのに重責のある役職で大変だなと思う。八神家の一員として、帝王学を学んでいるのだろう。




　ファーストクラスは広くて、柊吾さんの言った通り、足を伸ばしてもゆったりと余裕があった。

　私たちの席は真ん中の隣同士で、横を向けば足を投げ出し寛いでいる柊吾さんがいる。急ぎの仕事があるとかで、タブレットを片手に持って。

　羽田国際空港を飛び立ってから一時間ほどして、料理が運ばれてきた。

　ここでは和食、中華、フレンチから料理を選べる。

　私も柊吾さんも和食を選んだ。

　懐石料理のように一品ずつキャビンアテンダントが給仕してくれる。

　上品な盛り付けでとてもおいしく、お昼からずっと食べ続けているのに、すべて胃の中におさまった。

　初めて経験するファーストクラスのおもてなしに私は感動しっぱなし。

　これなら疲れることなく楽にパリに到着しそうだ。




　食事が終わり、時刻は真夜中。眠気が襲ってきて、レストルームで歯磨きをして席に戻る。

　あと十一時間弱でパリのシャルルドゴール空港へ着く。

　食事後、横になって文庫本を読んでいた柊吾さんはライトを消す。

「眠れそう？」

「はい。あっという間に眠れそうです。おやすみなさい」

　私も自分の席のライトを消した。

「おやすみ」

　彼と言葉を交わして目を瞑つぶる。

　いろいろと大変な一日だったけれど、それを振り返る間もなく、私は眠りに落ちた。










パリで始まる結婚生活




　フランス時間、朝の四時三十五分の予定より十分ほど遅く、パリのシャルルドゴール空港に旅客機は着陸した。

　パリは日曜日の早朝になる。

　着陸の一時間前に柊吾さんに起こされたが、眠くて朝食もとらずにギリギリまで寝ていた。

　ファーストクラスの寝心地は最高だった。横になって、いつもより楽な姿勢でたくさん眠ったはずなのに、頭がボーッとしている。

　柊吾さんの専用車が空港に迎えに来ていた。市内まで四十分ほどだが、早朝ということもあり、もう少し早くアパルトマンに到着するはずだと柊吾さんは教えてくれる。

「まだ眠そうだな。目がトロンとしている」

「……はい。たくさん眠ったのにまだ眠れそうです」

　空港を出たときの、東京とは違うひんやりした空気も眠気覚ましにならなかった。

「着くまで眠るといい」

　私はコクッと頷いて目を閉じた。

　どうしてこんなに眠いのかな……。身体がだるい気も……。




　次に目を覚ましたのは見知らぬ部屋だった。私はキングサイズのベッドに寝かされていて、身体を起こした拍子に額から濡れタオルが落ちた。

「あ……」

　シーツの上に落ちたタオルを拾って、キョロキョロする。

　ここは柊吾さんのアパルトマンなのだろう。そして早朝に到着したはずなのに、窓の外は暗かった。

　私、熱があったんだ……。

　額に手を置いたとき、ドアが静かに開き、柊吾さんが姿を見せた。

「具合はどう？」

「スッキリした気分です。あの、ごめんなさい。ご迷惑を……」

「迷惑じゃないよ」

　柊吾さんはベッドの端に腰を下ろし、私の額に手のひらを置いて熱を確かめる。

「熱は下がったようだ。最初は三十八度近くあって焦ったよ。医者に見せたが、風邪ではなく疲れからだろうと。無理もない。この一週間大変だっただろう。気づかずすまなかった」

「そんな……柊吾さんが謝る必要はないです。私こそ迷惑をかけてしまって申し訳ありませんでした。ベッドも占領してしまって……。私、ずいぶん眠っていたんですよね？」

　おそらく車から運んでくれたのは柊吾さん。どんな顔で眠っていたのか考えると恥ずかしくて、目と目が合わせられなくなり視線を泳がせてしまう。

　ベッドサイドのランプの灯りで、ぼんやりと部屋の広さがわかる。

「二十二時を回ったところだ」

　柊吾さんは私が手にしている濡れタオルを取る。

「ベッドはひとつしかないんだ。体調がよくなったら買いに行こう。それまで俺はリビングのソファで寝るから、心配せずにベッドを使って」

「それはダメです。私がソファで眠ります」

　私は顔をしかめて首を左右に振った。

「病人をソファに寝かせるわけにはいかない」

「もう治りました。柊吾さんは仕事があるんですから、ベッドでちゃんと眠ってください」

　仕事が忙しいから、日本滞在約一週間でパリへ戻ってきたはずだ。

「ならば一緒にベッドを使うしかないな。機内でも隣同士に寝たことだし。それでいい？」

　柊吾さんに無理はさせられないし、私をソファに頑として寝させないのでそうするしかないだろう。

　いちおう私たちは夫婦なのだと自分を納得させる。

「……はい。そうします」

「お腹が空いただろう？　お粥かゆがある。横になって待ってて」

　柊吾さんは私を横にさせると、濡れタオルを手に、寝室を出ていった。

　スッキリした気分とは言ったものの、まだ身体が重たい気がする。

　少しして柊吾さんがトレイを持って現れた。私が身体を起こすと同時に部屋が明るくなった。

　寝室は高級ホテルのようなシンプルかつラグジュアリーな雰囲気。チェストやソファはアンティークで豪華さがある。

　トレイの上には白粥があり、塩昆布と梅干の小皿も用意されていた。

「おいしそう。柊吾さん、お料理ができるんですね」

「これくらいはできるが、料理はほとんど作らないんだ」

　ベッドの端に腰かけた柊吾さんは、トレイを私の膝に起きながら自嘲気味に笑う。

「私もホームステイ先の梨沙に教わりながらだったので、自信をもって作れますとは言えないけれど、これからは任せてください」

「いや、君も忙しいだろう。家政婦を頼もうと思う。食べて」

　柊吾さんは私の手にスプーンを持たせる。

「いただきます」

　お粥の上に塩昆布と梅干をのせて食べ始めた。

　昨晩、機内で和食を食べたっきり。思ったよりお腹が空いていて、あっという間に完食してしまった。

「もっと食べる？」

「さすがにそれは。おいしかったです。ごちそうさまでした。シャワーを使ってもいいですか？」

「さっぱりしたいのはわかるが、明日の朝にしたほうがいい。点滴で一時的に熱が下がっているだけかもしれないから、今日は我慢して寝ているんだ。洗面所はあのドアだ」

　柊吾さんはトレイを持って立ち上がり寝室を出ていった。

　ベッドから出て洗面所へ行ってみる。その奥にバスルームが見えた。

　えっ……？

　ガラスの向こうにバスタブがある。

　開放感溢あふれるバスルームにギョッとし、急いで手を洗って寝室へ戻った。

　ベッドに横になって、柊吾さんを今か今かと戸惑いながら待っているうちに、瞼が落ちてきた。




　目をパチッと開け、ハッと隣へ顔を動かす。窓の外は明るく、隣に柊吾さんはいない。枕にくぼみがあるので、寝ていたのは間違いない。

　今何時っ!?

　身体を起こして、サイドテーブルにある時計を見る。

　朝の七時三十分だった。

　うわっ、どれだけ寝てるのっ。

　柊吾さんが隣で寝ていたのも気づかなかった。

　ベッドから足を下ろすと、白のスリッパが置いてあった。

　オーリィ家もそうだけど、室内は土足ではなくスリッパ仕様のようだ。

　スリッパに足を入れ立ち上がったとき、ドアが開いた。

「おはよう」

　柊吾さんはすでにグレイの三つ揃いのスーツを着ていた。見るからに成功者の雰囲気が漂っている。

「おはようございます。寝坊してしまってごめんなさいっ！」

「身体が本調子じゃないんだ。そんなことは気にしなくていい。あまりにも正体を失くしたように寝ていたから心配になったよ」

　私ははにかんだ笑みを浮かべ、ドアのところに立つ柊吾さんのもとへ行く。彼の前に立つと、額に手のひらが置かれた。

　ふんわりと漂う爽やかな香りに、大人の男性であることを急に意識してしまい、胸がトクンと音を立てた。

　今までも柊吾さんを意識してしまったことがあったけれど、今は不意打ちすぎて心臓が痛い……。

「も、もう大丈夫ですよ」

「顔色はよくなっているが、今日はゆっくりしていること」

「ええっ！」

　柊吾さんの命令に、私はギョッとなる。

「疲れが溜まっているから、養生しなさいと医者が言っていたんだ。その通りだと思う」

「……わかりましたっ」

　今日はオーリィ家へ行って、荷物を引き上げてこようと思っていたのだが。

「あと十分ほどで迎えの車が来る。おいで。部屋を案内しておこう」

「はい」

　私は柊吾さんのあとについていく。

　寝室を出ると、広いリビングダイニングがあった。大きな窓から、パリの街並みが目に飛び込んでくる。

「心春の部屋はこっちだ」

　柊吾さんはダイニングの奥へと私を連れていく。そこにはドアがふたつ並んでいて、左のほうを開けた。

「右は書斎だ」

　そこは六畳くらいの部屋で、家具もなにもなくガランとしていた。ここのアパルトマンは角部屋のようで窓があり明るい。

「このドアがバスルーム」

　ドアを開けて覗いてみて、ガラス張りじゃないことにホッとする。

「家具の好みは？」

「なんでもいいです。ネットで買っても……」

「ベッドは大事だから、ちゃんと見て選んだほうがいい。時間を作るから買いに行こう」

　そこで柊吾さんは腕時計へ視線を落とす。

「もう時間か。昼食は届けさせる。冷蔵庫の中のものは自由に食べて。ゆっくりしていること。いいね？」

　部屋を出て玄関へ向かう柊吾さんを見送るためについていく。

「行ってくるよ」

「行ってらっしゃいませ」

　私はペコッと頭を下げて柊吾さんを送り出した。

　玄関のドアが閉まり、リビングへ引き返す私はハタと足を止める。

「あーっ！　鍵をもらうの忘れた……」

　しかし用意周到な柊吾さんが忘れるはずはない。

「今日は外出させないようにわざとだ……」

　私は独り言ごちて、大きなため息を漏らした。




　ガラス張りのバスルームは落ち着かなくて、自分の部屋でお風呂に入る。

　湯船に浸かり、身体と髪を洗って、スッキリした気分で出た。

　バスタオルを巻いたまま髪を乾かしてから、ブラウスとデニムに着替える。

　ダイニングへ行くと、柊吾さんが用意してくれたのだろう、テーブルの上にクロワッサン、お皿にのった目玉焼きとベーコンがあった。

　マスカットやミラベルという甘みの強い黄金色のプラムも用意されてある。

　今の時期の旬の果物だ。

　キッチンでインスタントのコーヒーと牛乳を温めて、ダイニングテーブルのイスに座る。

　そこからはテラスが見え、小さなテーブルとイスが二脚置かれてあった。

　お天気のいい日にあそこで食べたら気持ちよさそう。

　今日はあいにくのお天気で、雨は降っていないけど雲が厚くどんよりしている。

　食事後、お母さんに無事に着いたことをメールで送った。

　それから梨沙に電話をかける。

《ハル！　こっちへ戻ってきたんでしょう？》

　梨沙は電話でもフランス語を話す。

「昨日の早朝着いたんだけど、体調を崩して今日はそっちに行けなくなったの」

《まあ！　大丈夫なの？　旦那さまはいるの？》

　心配そうな声色になった。

「彼は仕事よ。体調はもうよくなったの。でも鍵をもらい忘れたから部屋を出られなくて」

《食事は？　作って持っていくわよ》

「ありがとう。でも大丈夫。彼がお昼を手配してくれたから。また連絡するね」

　話したいことはたくさんあったけれど、それはまたの機会にして、私は通話を終えた。




　十一時五十分にインターホンが鳴った。

　スーツケースの荷物を自分の部屋のクローゼットに移し替えていた手を止めて応答すると、このアパルトマンのコンシェルジュだった。

「コンシェルジュのエドモンドです。ムッシュ・ヤガミから頼まれたお食事です」

　五十代くらいのブロンドの髪をした男性だった。

「ありがとうございます」

　私はお弁当の入ったペーパーバッグを受け取ってお礼を言い、チップを渡そうとした。

「ムッシュ・ヤガミからいただいておりますので」

　そう言って礼儀正しくきびきびとした動きでお辞儀をして帰っていった。

「このアパルトマン、コンシェルジュがいたんだ」

　さすが十六区。高級アパルトマンが立ち並ぶ地区である。

　お弁当は和食店のものだった。カレイの煮つけやひじきとちくわの煮物。日本の高級料理店のお弁当くらいおいしかった。

　柊吾さんは優しい。具合が悪いとはいえ、一緒のベッドに寝ても、なにもなかったのだから。

　きっと私は恵里菜さんのように妹みたく思われているのだ。これからもなにも起こらないだろう。

　野菜がたっぷり入った白和えを食べながら彼のことを考えていると、テーブルに置いたスマホが鳴った。柊吾さんだ。

　ちょうど彼のことを考えていたのもあり、驚いて食べたものが喉に詰まりそうになりながら、電話に出る。

「も、もしもし。ゴホッ、んんっ」

　スマホを耳に当てながら胸を手で叩いていると、柊吾さんの心配そうな声が聞こえてくる。

《心春？　大丈夫か？》

「は、はい。お弁当を」

《喉に詰まらせないように気を付けて》

　電話の向こうの柊吾さんは笑っていた。私が慌てているところを想像したのだろう。

《十八時頃に帰宅する。体調がよければ食事に行こう》

「はいっ！」

　料理を作って待っています……とは言えないのが、申し訳なくなる。

　一週間ぶりの仕事で忙しいはずなのに、気を使ってくれる柊吾さんに感謝しかなかった。




　約束通りに柊吾さんは十八時を少し回った頃帰ってきた。

「お帰りなさい」

　玄関まで出迎えた私に、彼は朝出たときと同じ爽やかさで「ただいま」と言う。

「着替えたら、すぐに出よう」

　私をソファに座らせた柊吾さんは寝室へ消えていく。

　私は自分の服装がこれから出かける場所に相応しいか気になってきた。

　今着ているのは赤いブラウスにグレイのＡラインスカート。上着は黒のライダースジャケットにしようと思っている。

　ライダースジャケットは風を通さなくて暖かいはず。

　柊吾さんが着替えてリビングに姿を見せた。黒の七分袖のポロシャツにグレイのスリムなパンツ。

　私のスカートの色と合わせたのだろうか。それとも偶然……？

　偶然であったとしてもなんだか嬉しい気持ちになる。

　ジャケットを羽織った柊吾さんは、私が持っていたライダースジャケットを受け取り着せてくれる。

「外は結構寒いよ。今日は、帽子はないのか？」

　彼と初めて会ったとき、私はスカラハットをかぶっていた。今日は髪をそのまま垂らしただけ。

「帽子はオーリィ家なんです」

「そうか。荷物も取ってこないとな。週末まで着るものは足りる？　ああ、それよりもデパートへ行って、いくつか買おう」

「えっ!?　大丈夫です」

　私が首を横に振ると、柊吾さんは顔をしかめる。

「心春は俺の妻なんだ。君の生活すべてに俺は面倒を見る義務がある」

「義務……でも、私たちは契約結婚で――」

「行こう。デパートは二十時に閉まってしまう」

　私の言葉を遮った柊吾さんは、私にパンプスを履かせて玄関を出た。




　アパルトマンは五階建ての最上階だった。

　建物はオスマン様式で、オニキスや大理石を施したロビーを通り、ドアマンにうやうやしくドアを開けられて外へ出る。

　外には黒塗りの高級車が停まっていて、柊吾さんに促され、後部座席に乗り込む。

　私たちがシートに落ち着くと、外国人の運転手は車を走らせた。

　デパートは閉店間際であまり時間がなく、駆かけ足の買い物となった。

　私のベッドも見たけれど、これといったのがなくて購入には至らなかった。代わりに柊吾さんは私の服をたくさん選んでくれて、それらは車のトランクに入っている。

「柊吾さん、買いすぎです」

　食事に向かう車の中、私は柊吾さんをたしなめる。

　デパートのショップで柊吾さんは服を見ただけで店員に指示をして買っていった。三十分でひと財産使ったはず。

「買いすぎ？　いや、足りないくらいだ。オーリィ家にある服は冬に着られるものではないだろう？」

　今年の四月に留学していることからそう彼は考えたのだろう。

　当たっている。スーツケースで運べる量は限られているし、オーリィ家の部屋のクローゼットに収納できないと困るから当座必要な服だけ持ってきていた。

「それはそうですけど……」

　服はあって困るものではない。しかも、上質なデザインのワンピースやコートばかり。

　私の現在のワードローブは、日本から持ってきたコートが一着と、今着ているライダースジャケットしかないから正直助かる。

「心春はお嬢さまらしくないな。〝なんでも買ってもらえて当然〟という子だと思っていた。初対面のときがそんな雰囲気だったから」

　またあのときのことを引き合いに出されて私は苦笑いを浮かべる。

「あのときは、ああいった行動をとるしかなかったんです」

「本当におもしろかったよ」

「おもしろかったって、やっぱりギリギリまで傍観していたんですね」

　私は頬を膨らませた。

「あの勢いに男たちも去ると思っていたんだ。思いのほかしつこかったな」

「はいはい。ちょうどいいときに来たスーパーマンみたいでしたよ」

　私が拗すねながら言い、柊吾さんが楽しそうに笑ったところで、車はこぢんまりとしたレストランの前に停車した。

　テーブルが八席ほどの小さなイタリアンレストランだが、ミシュラン三つ星の有名店だと柊吾さんは教えてくれる。

　柊吾さんは五十代のオーナー夫妻と知り合いで、忙しいのに厨房から出てきて私たちを温かく歓迎してくれた。

「シュウゴ、こんなにかわいらしい娘さんを妻にするとは。驚いたな」

　やせ型のオーナーシェフは柊吾さんをハグし、私とは頬と頬を合わせる。

　オーリィ家で頻繁にやる挨拶だ。家族同士だともう少し親密に頬にキスをする。

「美男美女で素敵な夫婦ね」

　グリーンの鮮やかなエプロンをつけた奥さまも感じがよく、私はこのふたりに親しみが湧いた。

「ほっぺたが落ちるくらいの料理を出すから楽しんでいってくれ」

　オーナーシェフは厨房へ戻っていく。

　二十時三十分過ぎの今はちょうど忙しい時間帯らしい。

　パリっ子に人気のレストランの夜はまだまだこれからといったところだ。




　アーティチョークのサラダと生ハムがたっぷり盛られたお皿がテーブルの上にのっている。柊吾さんはボルドー産の赤ワインを飲み、私はぶどうジュース。

「赤ワイン、生ハムに合いそうですよね。フランスでは十六歳からアルコールがＯＫなんですよね」

　お酒はまだ飲んだことはない。だけど、ちょっぴり大人になった気分で飲んでみたくなったのだ。

「飲んでみる？とでも言うと思った？　フランスではよくても、日本の法律にのっとらないとな。ダメに決まっているだろう」

「意外と保守的なんですね。ひと口だけ」

　私は指を一本立てて、柊吾さんににっこり笑う。

「ダメだ」

　柊吾さんは頑として首を縦に振ってくれず諦めた。

　是が非でも飲みたいわけではなかった。柊吾さんがどんな反応をするのか見てみたかったのだ。

　私、気持ちが浮かれているみたい。柊吾さんといる時間が楽しい。

「ほら、生ハム食べて」

　柊吾さんはフォークに刺した生ハムを私の口へ持ってくる。

　ちょっと照れくさいながらも、私はパクッと食べた。

「おいしい！　口の中でとろけていく！　いくらでも食べられちゃう」

「ここはなにを食べてもうまいが、黒トリュフのパスタが絶品だ。トリュフは好き？」

「大好きです！」

　そこへタコの煮込みやピザが運ばれてきた。ナポリ風のピザは生地が柔らかい。チーズとバジルとトマトソースのシンプルなものだった。

　熱々のピザを頬張ると、口の中がおいしさでいっぱいになる。

「んっ、はふ。おいひい」

　柊吾さんは頬張る私を笑っている。

「シュウゴ、奥さまは愛らしいわね。たくさん食べてね」

　がっついているところを見られたのか、テーブルの横を通りがかったオーナーシェフの奥さまが、柊吾さんに言葉をかけてから「たくさん食べてね」と私に微笑む。

「いつもはこんなんじゃないんです。とてもおいしいせいです」

　私は恥ずかしさもあってそう強調した。

　そこへオーナーシェフが直々に、黒トリュフがたっぷり入ったパスタを運んできた。

　パスタが黒トリュフのスライスで見えないくらいだ。

　私は夢中になってパスタを食べた。そしてお腹がはち切れそうなほどいっぱいになった。もうこれ以上口にしたら動けないというくらいに。

　気づけば二時間以上が経っていた。

「心春のようにおいしそうに食べる子は初めてだな。見ていて楽しい」

「いつもはこんなに食べないんです。本当に絶品ばかりでした」

「また来よう」

　私たちはオーナー夫妻に挨拶をして、迎えの車に乗り帰宅した。




　アパルトマンに着いたときには二十三時三十分を回っていた。

「明日、学校へ行ってもいいですか？」

「もちろん。体調が戻ったのだからかまわない。鍵を渡しておこう」

　柊吾さんは私をリビングに残して書斎に入り、すぐにカードキーを手に戻ってきた。

　外観は古めかしい建物だけど、中は最新設備のアパルトマンである。

「お風呂入ってきますね」

「どこへ行くんだ？」

　寝室とは逆のほうへ歩を進める私に柊吾さんが不思議そうに聞く。

「えっ？　あ、あの寝室のバスルームは落ち着かないです。私はこっちで」

「落ち着かないか。わかった。そっちを使って」

　柊吾さんはガラス張りで気にならないの？

　聞きたいところだったけれど、私は頷いて、今朝も使った自分の部屋のバスルームへ向かった。




　寝支度を整え、柊吾さんのベッドに横になったとき、彼はまだいなかった。

　今日は楽しかったな。

　でも毎日外食はできないから、私が作らないと。

　学校は三時までだから、帰りがけに食材を買って……。

　そこへ紺色のパジャマを着た柊吾さんが現れ、ベッドに身体を滑らして横たわる。

「ちゃんと髪の毛は乾かした？」

「柊吾さん、そんなに子供じゃないですよ」

　仰向けに寝ていた私は柊吾さんのほうへ身体を向ける。ふたりの間には子供ひとり分ほどのスペース。

　こんなにかっこいい人が隣にいて胸がドキドキしないわけがない。でも平常心を保たなければ。

　早く気に入るベッドを見つけなきゃ。柊吾さんにも迷惑をかけている。

　実際、私はどんなベッドでも特にこだわりはなかった。ダメ出しをしていたのは柊吾さんだ。

「そうだな。子供でもないな」

「あ、明日から料理をしてみます。どんなものでも食べてくれますか？」

「今日家政婦の手配を秘書に頼んだが、人選に時間がかかるそうだ。当座お願いしようか」

　もう探してくれていたんだ。

「わかりました。学校の帰りにお店に寄って食材を買ってきますね」

「ありがとう。簡単なものでいいから」

「あっ、私の腕を信用していないですね？」

　私がクスッと笑うと、柊吾さんも口元を緩ませる。

「そういうことにしておこう」

　柊吾さんはベッドの両サイドにあるランプの灯りを一番暗くした。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　目を閉じた私は柊吾さんを意識しないように、明日のメニューを考えた。

　昨晩は柊吾さんが隣にいるのもわからずにぐっすり眠っていたけど、今は全然違う。全神経が柊吾さんに向いている。

　心臓がトクントクンと鼓動を打ち、隣の彼にも聞こえてしまいそうなほど大きく感じる。

　柊吾さん、鉄の男なの？　隣に若い妻が寝ているのに平然としているなんて。

　襲ってほしいわけじゃないけど……。

　自分の感情がよくわからない。まだ柊吾さんと出会ってから日は経っていないのに、気づけば彼のことばかり考えている。

　彼は魅力的で大人の男性。こんなに完璧な人がこの世にいたんだと思うほどだ。

　そのとき、ある二文字の言葉が頭に浮かび、ドキッと心臓が跳ねる。

　もしかして……柊吾さんはゲイ？

　それだったら契約結婚をする意味がわかる。カモフラージュができて、結婚を急かされなくて済むのだから。

　でもすぐに思い直す。

　今までそんな雰囲気はなかった。

　違うよね。きっと別の理由があるんだ。




　眠っていた私は身動きができなくて意識が急浮上する。

　もう一度身じろぐも動けず、次の瞬間ギョッとなる。目をパッと開けると、柊吾さんの綺麗な顔が飛び込んできた。

　腰の重みは柊吾さんの腕。彼の腕が腰に回されていて動けなかった。

「あ、ひぃっ」

　男性とここまで密着するのが初めてで、身体が固まる。

　すると――。

「クッ」と、押し殺した笑い声が聞こえてきた。

「しゅ、柊吾さんっ。う、腕を外してください」

　抱きしめられていた腕はすぐに外され、私はみっともなく無様な格好で転がるようにしてベッドから降りた。

　こらえるような笑い声のあと、からかう声が降ってくる。

「おはよう。心春って積極的だったんだな。心春から抱きついてきて驚いたよ」

「そ、そんなわけないじゃないですかっ！」

　私は頬が熱くなるのを感じながら寝室を飛び出た。

　びっくりした……。今、何時？

　リビングの時計へ視線を向けるとちょうど七時。起きる時間だった。

　心臓のドキドキが止まらないまま、あたふたと昨日使ったバスルームへ向かう。

　積極的なわけじゃなくて……でも、私が近づいたんだよね……。

　柊吾さんの寝ていた場所は昨夜と変わらなくて、私のほうはスペースが空いていた。これは私から柊吾さんに近づいたという証拠だろう。

　はぁ～恥ずかしい……。

　洗面所の鏡に頬を真っ赤にさせている私がいた。

　冷たい水で顔を洗ってから、隣の部屋でブラウスとデニムに着替えると、気持ちが少し落ち着きリビングへ足を運ぶ。

　リビングにまだ柊吾さんはいなかった。

　キッチンへ入り、冷蔵庫を開ける。ベーコンと卵を取り出し、マスカットも手にした。

　広いキッチンはＬ字型で、真ん中に作業台がある。オーリィ家のキッチンと同じタイプで、ガスの点け方も同じだ。

　引き出しからフライパンを見つけてさっそくベーコンを焼く。

「お皿、お皿……どこかな。昨日洗ったお皿もない……」

　昨晩、柊吾さんが片付けたようだ。

　作業台の引き出しと予想して振り向いた私は、こちらへやってくる柊吾さんが目に入る。

　身体にフィットしたオーダーメイドのスーツに着替えていた。

　一瞬、そのかっこよさに見惚れそうになったが、フライパンから音がして振り返る。

「や、焦げちゃう」

　急いでガスを止めて、隣のガス台にフライパンを移動した。

　フライパンの中を見てみると、ベーコンは焼けすぎて小さくなっていた。

「やっちゃった……」

「そのくらいなんでもない。硬いのも好きなんだ」

「ひゃっ！」

　背後から柊吾さんの声がしてビクッと肩が跳ねる。

　顔を後ろに動かしてみると、彼は私の顔のすぐ横で覗き込んでいた。

　めちゃくちゃ顔が近くて困惑する。

　いちいち心臓が跳ねてしまい、顔がかぁっと赤くなる。

　そんな私の様子に気がつかないのか、柊吾さんは柔らかい表情のまま腕を伸ばす。

「皿はここに入っている」

　柊吾さんは作業台の引き出しを開けた。シンプルな白いお皿がひと通り二枚ずつあるくらいだった。

　料理はほとんどしないと言っていたから、急いで揃えたものなのかも。

　柊吾さんは二枚のお皿を出してガス台の横に置き、隣のコーヒーメーカーに粉と水をセットしている。その間に、私は目玉焼きを焼くことに集中する。

　彼は私のために牛乳を電子レンジで温めてくれた。

　明日からは自分ですべてできるようにしなきゃね。

　いちおう妻なんだから。




　語学学校の教室へ入ると、アリッサとベラが歓喜の声をあげて近づいてきた。

「ハル！」

　ふたりは私をギュッと抱きしめて歓迎してくれる。相変わらずキラキラして元気いっぱいのふたりだ。

「帰ってこられたのね。思ったより早かったじゃない」

　腕はそのままに密着していた身体を離し、アリッサは私の顔をじっと見て青い瞳を細めてにっこり笑う。

「うん。ふたりに会いたかった！」

　喜んでくれるふたりにもう一度ハグをした、そのとき――。

「ちょ、ちょっと！　これはなにっ？」

　アリッサの腰に回した私の左手がベラに掴まれ、持ち上げられる。

　ベラのブラウンの瞳が、私の薬指をまじまじと見ていた。

「ハル！　それって、マリッジリングじゃないの？」

　アリッサも目を見開いて、ダイヤモンドが三粒埋め込まれたプラチナのマリッジリングを見つめる。

「実は結婚したの」

「ええっ!?　結婚!?　恋人がいないのにどうして結婚できるのよ」

　ここへ来る間、彼女たちに聞かれることを想定してメトロの中で考えていた。

　ふたりに政略結婚が通じるかわからないから、ごく簡単に説明する。

「父の知り合いの息子さんに会ったの」

「まさか結婚するように強要されたの!?」

　鋭い勘を発揮させるベラに、私は瞬時に首を左右に振る。

「強要じゃないわ。会ってみたら、びっくりよ！　前にオルセー美術館へ行く途中に助けてくれた人だったの。信じられない偶然でしょ？　運命の人かもしれないって思ったわ」

「でも、こんな短期間で結婚だなんて、普通じゃないわ」

　納得していないベラが顔をしかめるが、アリッサは違う考えのよう。

「その偶然には私も運命を感じるわ。それにハルの顔が明るいもの」

　根っからの楽天家のアリッサは真悠と同じくロマンスが大好きで、私の話もすんなり受け入れた様子だった。

　そこで教師が現れ、私たちはバタバタと席についた。




　学校が終わると、途中のスーパーマーケットに寄ってからアパルトマンに帰ってきた。

　ここはメトロの駅から徒歩五分ほどで、とても立地のいい場所だ。

　授業のあと、アリッサとベラにカフェに誘われたけれど、夕食を作ると言って断った。ふたりは『新妻って大変ね。今度自宅に招待して、彼に合わせてね』と言って教室をあとにした。

　柊吾さんは友達を招きたいと話したらどんな反応をするかな……。

　ふたりだって眉目秀麗で魅力的な柊吾さんに会えば納得してくれるはず。

　アパルトマンの前にはドアマンが立っていて、私の姿に「お帰りなさいませ」と挨拶し、ドアを開けてくれる。

　ロビーでもコンシェルジュの男性から「お帰りなさいませ。よい一日でしたか？」とにこやかに声をかけられる。

　そして買い物袋を持ってくれようとしたので、私は丁寧に断った。

　帰宅すると、十六時十五分。

　休む暇もなく、私はスマホの料理レシピのアプリを開き、夕食作りを始めた。

　今日のメニューは牛丼とほうれん草の胡麻和え、豆腐とわかめのお味噌汁にしようと思う。

　こんなメニューで柊吾さんが満足してくれるのか心配だけど、私がレシピを見ながらなんとか作れる料理だ。

　十八時過ぎ、柊吾さんが帰宅した。

「お帰りなさい」

「ただいま」

　柊吾さんはリビングへ入り、牛丼のにおいに気づいたようだ。

「牛丼？」

「はいっ！　わかっちゃいましたね」

「ああ。いいにおいがする。着替えてくるよ」

　柊吾さんが寝室に消え、いいにおいがすると言われた私はルンルン気分でキッチンへ戻る。

　牛丼の鍋とお味噌汁を温めていると、彼がラフな服装になって現れた。

　どんぶりがないので、深めのサラダボールで代用することにし、炊飯器のほうへ歩を進めた私は、そこで最大のミスに気づいた。

「ご飯が！」

　おかずのことばかり考えて、お米を炊くのを忘れていたのだ。

　目の前が真っ暗になった。あまりのショックでサラダボールとしゃもじを持ったまま、へなへなとしゃがみ込んでしまう。

「どうした？」

　柊吾さんの心配そうな声が上から降ってきた。ハッとして顔を上げる。

「ごめんなさいっ。ご飯を炊くの忘れて……こんな失敗をしちゃうなんて……」

　自分のうっかり加減に自己嫌悪に陥り、シュンとうなだれる。

「そんなことか。それくらいで落ち込む必要はない。誰にでも失敗はあるし、米くらいたいしたことじゃない。ほら、立って」

　柊吾さんは優しい笑みを浮かべ手を差し出して、私を立たせる。

「二十分もあれば炊けるよ。ほとんど自炊しないから米は虫が入らないように野菜室に入っている」

　冷蔵庫の野菜室からプラスチックのケースを出して、柊吾さんは袖をまくりお米を洗おうとした。

「私が洗います」

　そこで火にかけていた鍋を思い出して、慌ててガス台のスイッチを切る。

「……ごめんなさい」

　弱火だったので焦げることはなかったけれど、自分ってこんなにドジだったのかと思い知らされた。

　うなだれる私の頭にふんわり大きな手のひらが置かれた。その手は温かくて優しい。

「新米主婦だろう？　それくらいで俺は目くじらを立てないから」

　彼の手と言葉に慰められた私はコクッと頷く。

　それから柊吾さんはお米を研いで炊飯器にセットし、私をソファへ連れていった。

　ソファに並んで座り、私のほうに身体を向けてから口を開く。

「学校はどうだった？」

「楽しかったです。アリッサとベラという、とても仲がいい友人がふたりいるんです。突然の結婚にびっくりされました」

「で、なんと答えたんだ？」

　瞳を合わせられて言葉に詰まる。

　運命の人だと彼女たちに言ったのだ。そんなこと恥ずかしくて話すのに躊躇する。

「真実を？」

　私はブンブンと頭を横に振る。

「そんなこと言えませんっ。理解できないと思います」

「じゃあ、なんて？」

　軽く首を傾げて見つめる柊吾さんの瞳の奥が、『ちゃんと話して』と言っている気がする。

　私は小さくため息を漏らして、羞恥心をどこかへやった。

「以前、柊吾さんに助けられたことは話してあったので……う、運命の人かもしれないと……」

　やっぱり羞恥心はどこにも行ってくれなかった。声が上ずってしまい、顔が急激に熱くなった。

「運命の人ね」

　柊吾さんは口角を上げてニヤニヤする。初めて出会ったときの彼みたいだ。

「だ、だってそう言うしか……それでもまだベラのほうは心配して、落ち着いたら招待してほしいと」

「心春が心配なんだろう。もちろん招いていいよ。魅力的な運命の夫になると約束する」

　ふざけた口調で快諾してくれてホッとした。

　このことが気がかりでもあったから。




　それから話をしているうちに十分が経ち、ご飯が炊けた。

　私たちはダイニングテーブルで食事を始める。

　牛丼は煮詰まってしまい、味が濃くてはっきり言ってよい出来ではなかった。

　お水を足せばよかった……。

「ごめんなさい。おいしくないですね」

　ひと口食べて謝る。

「そんなことはないよ。こうしてみんなうまくなっていくんだ。味噌汁はうまい」

　お味噌汁は梨沙直伝の分量だ。

　時間ができたら梨沙の料理教室へ行こうかな。

「ホームステイ先の奥さまが日本人で、梨沙というんです。彼女が教えてくれたレシピで。失敗しなくてよかった」

「なるほど。たしかオーリィ氏は政治家だと顔合わせのときにお義父さんが話していたな。かなりの親日家だとも」

　話をしながら、柊吾さんは嫌な顔をせずに食べ進めてくれる。

「素敵なご夫婦です。子供たちもかわいくて。最初は不安だったパリの生活がオーリィ家のみなさんのおかげで楽しく過ごさせてもらいました」

「土曜日に荷物を取りに伺いたいと都合を聞いてくれないか？」

「はい。あとで聞いてみます」

　ちゃんと私のことを考えてくれる柊吾さんに笑顔を向けた。




　もうすぐ二十四時。

　静寂に包まれた寝室のベッドで、私はひとり横になっていた。

　柊吾さんは書斎で仕事をしている。日本の本社との時差がある関係で、睡眠を削って仕事をすることも多いと言っていた。

　今朝のことで、一緒に寝るのは気まずいから、彼がまだ仕事があると言ったそのときは顔に出さずに喜んだ。

　だから、柊吾さんが来る前にさっさと眠ってしまえばいいのに、眠れなくて寝返りを何度も打っている現状。

　仕方なく柊吾さんが来たら寝たふりをしようと決め込んでいたけれど、それから一時間経っても彼は姿を見せない。

　そのうちに睡魔がやってきて、たっぷり空いている隣のスペースに背中を向けて、眠りに落ちた。










惹かれる心




　数日が経った土曜日の早朝、目を覚ますとベッドに柊吾さんはいなかった。枕にくぼみもない。時計の針は六時だった。

　寝てない……？

　心配になって見に行こうと身体を起こす。そこへ静かにドアが開いて、柊吾さんが姿を見せた。

　黒のパジャマを着ているけど、スーツと変わらなくかっこいい。

　彼はベッドの上で上体を起こしていた私に目を細めて近づいてくる。

「ごめん。起こしたか？」

「少し前に目が覚めて。柊吾さん、今まで仕事していたんですか？」

「ああ。さすがに眠い」

　柊吾さんは疲れた表情で布団の中に身体を横たえ、憂わしく見つめている私へ視線を動かす。

「オーリィ家へは十二時に行けばいいんだよな？　十時に起こして」

　今週は月曜日以降ずっと彼は忙しそうだった。

　疲れている柊吾さんが心配だから、私ひとりで行くと言えばいいのに、言葉を呑み込み、コクッと頷く。

　言葉にしない私を、柊吾さんは片方の眉を上げて見る。

「どうした？」

「徹夜だなんて、身体に悪いです」

「おじさんなのに？」

「おじさんだなんて思っていませんっ！」

　ぷくっと頬を膨らませた私に、柊吾さんは口角を上げて笑う。

　なんで笑ったのかわからなくてキョトンと見ていると、彼は身体を起こした。

　次の瞬間、私は柊吾さんに押し倒されるような形でベッドに横たわっていた。

「柊吾さんっ！」

「俺が寝入るまでこうしていて」

　私の首の後ろに柊吾さんの腕が回り、腰に手が置かれる。

　彼が寝入っても抜け出せるのかわからないくらい、しっかり抱き込まれている。

「腕枕なんてしたら、しびれちゃいますよ」

　目を閉じた柊吾さんに声をかけるも返事がない。

　えっ？　もしかしてもう寝た……？

　腕の力が緩んできた気もする。

　長いまつげの一本一本が見えるほど顔が近くて、整った顔をまじまじと見つめる。

　こうしてぴったりとくっつくのは、あの朝以来。

　あれから毎朝、柊吾さんは先に起きて、キッチンで朝食を作ってくれている。

　目が覚めるとひとりきり。そして毎朝ベッドの真ん中で寝ている私。こんなに寝相が悪かったなんてと自分に驚くと共に嫌気がさす。

　端整な横顔を見つめていた私は薄めの唇に視線が止まる。

　彼に触れられても全然嫌じゃない。でも、なんだろう……このモヤモヤした気持ちは……。

　最近の私は自分でもよくわからない感情に襲われる。それは柊吾さんと一緒にいるときが多い。

　それから三十分ほど動かないようにいたけれど、そっと柊吾さんの腕から抜け出し、ベッドから静かに降りた。




　そして今、柊吾さんの専用車でオーリィ家に向かっている。

　ランチにお呼ばれということもあり、先日柊吾さんに買ってもらったマスタード色のワンピースとブラウンのカシミアのカーディガンを着ている。

　柊吾さんはチャコールグレイのスーツ姿。

　私の左手の薬指にはマリッジリングと共にエンゲージリングがはめられている。

　エンゲージリングをはめるのは一週間ぶり。

　オーリィ家に向かう前に、パリで人気のショコラと、色とりどりのバラを主にした花束を買った。

　その他にも私が日本から用意したお菓子がある。中でも抹まっ茶ちゃのお菓子は、梨沙が懐かしいと喜んでくれるはずだ。

　マレ地区に入り、歴史建造物が多くなる。

　数分後、車は石造りの五階建てのアパルトマンの前に停まった。

「素敵な趣のある建物だ。かなり古いだろう？」

　車から降りた柊吾さんは、その外観を見て満足げに頷く。

「もとは貴族の持ち主だったとか」

　柊吾さんが住んでいるアパルトマンとは規模が違うけど、負けず劣らず美しく歴史を感じる芸術的な建物だ。

「こっちです」

　車が静かに去っていくのを見送ってから、柊吾さんを入口に案内する。

　インターホンを鳴らして、廊下のその先へ進む。

　四階までの住人は階段を利用するが、このアパルトマンの所有者であるオーリィ氏の住居には専用エレベーターがついている。

　エレベーターに乗って五階で降りた踊り場で、オーリィ氏と梨沙が待ってくれていた。

「ハル！　いらっしゃい。また綺麗になったみたいよ！」

　梨沙が私を抱きしめ、頬と頬を寄せる。

　オーリィ氏の歓迎のハグが済み、私は柊吾さんを紹介する。

「旦那さまのシュウゴ・ヤガミです」

　旦那さまと口にするのは照れくさくて、頬が熱くなった。声が上ずらなくてよかった。

「八神です。心春がお世話になりました」

　柊吾さんは微笑みを浮かべ、フランス語でふたりに挨拶し握手をする。

「ムッシュ・ヤガミはフランス語が流暢ですね」

　オーリィ氏が目尻を下げ、柊吾さんのフランス語を褒める。

「シュウゴと呼んでください。こちらでは心春はハルと呼ばれていたんですね」

「どうぞ入って。そうなの。ハルのほうが呼びやすいからって」

　廊下を通り、ダイニングルームへ案内される。隣は梨沙自慢のキッチンだ。

　テーブルの上に花が飾られ、オーリィ家とっておきのお皿とカトラリーがセッティングされていた。

　梨沙は張り切って腕によりをかけて料理を作ってくれたようだ。

「ハル！」

　女の子の声で振り返ると、ジュリアンとポーリンがダイニングルームに入ってきた。

　表情をこわばらせたジュリアンは、私だけをまっすぐ見てつかつかと近づいてくる。

「ジュリアン」

　彼は鼻の穴を膨らませ、口をギュッと結んでこらえているように見える。結婚したことに腹を立てているのだろう。

　だけど私は最初からジュリアンを弟のようにしか思えなかったし、ホームステイ中の態度もきっぱり線引きしていたつもりだ。

　私は柊吾さんの腕に手を置き、ジュリアンににっこり笑った。

　柊吾さんを紹介しようと口を開きかけたとき――。

「夫の八神です。心春からここでの生活を助けてくれたと聞いています」

　柊吾さんはジュリアンに手を差し出した。

　両親の見ている前で握手を求められたら応じないわけにはいかない。ジュリアンは黙ったまま柊吾さんの手を握った。

　なにも言わずに握手するところはやはりまだ高校生の子供で、余裕の表情の大人の柊吾さんには太刀打ちできない。

　場の雰囲気が悪いように見えたのか、ポーリンが柊吾さんに一歩近づき、にっこり笑う。

「妹のポーリン・七美です。ご結婚おめでとうございます。ハルとは本当の姉妹みたいに仲がいいんです。大事にしてくださいね。あ、私のことはポーリンって呼んでください」

「八神です。ありがとう。ポーリン、よろしく」

　普段は引っ込み思案で奥手のポーリンなのに、柊吾さんに自分から頬を近づける。それには私のほうがびっくりした。ポーリンは柊吾さんのことを気に入ったようだった。

「シュウゴ、席について話そう。酒はいける口に見えるが？」

　オーリィ氏は六人掛けのテーブルに私たちを並んで座らせ、自分は柊吾さんの斜め向かいに腰を下ろす。

「まあまあといったところです」

「とっておきのシャンパンがある。お祝いに開けよう」

　ワインクーラーに冷やされているシャンパンを、オーリィ氏は柊吾さんと梨沙のグラスに注いでいく。

　今回も私のグラスにはオレンジジュースが用意された。やはりフランスの法律では飲酒できても、日本ではダメだからだ。

　逆に、フランス人のジュリアンの飲酒は認めている。でも、今日は彼の前にもオレンジジュースのグラスが置かれている。

「結婚おめでとう。私たちのように仲よく幸せに」

　オーリィ氏がシャンパングラスを掲げて乾杯する。

「ハルも早くシュウゴさんとシャンパンが飲める年になるといいわね」

　梨沙に頷いた私は緊張で喉が渇いていたからか、オレンジジュースをゴクゴク喉に流し込んだ。

　半分ほどになったグラスに、梨沙はたっぷり入ったピッチャーからオレンジジュースを注ぐと、ポーリンを伴って席を外した。

　鶏レバーのパテと薄くスライスしたバゲットを食べながら、オーリィ氏と柊吾さんは政治の話をしている。専門用語が出てきて、私にはついていけない。

　ふと斜め前に座るジュリアンへ視線を向けた瞬間に目が合う。ずっと見られていたみたいだ。

　彼の射抜くような瞳に、当惑して口をすぼめる。目線を手元に落として、もうひと口オレンジジュースを飲んだ。

　そこへキッチンへ行っていた梨沙とポーリンがラタトゥイユのお皿を持って戻ってきた。

　梨沙のラタトゥイユは具だくさんで、ローズマリーの風味がする、私が好きな一品でもある。

　ほうれん草とベーコンのキッシュやカキのコンフィ、鴨肉のカシスソースなどおしゃれな料理をたくさん振る舞ってくれた。

　デザートはオレンジ風味のスフレで、口の中で溶けていく食感に私は頬を緩ませた。

　柊吾さんも終始おいしいと梨沙の腕を絶賛していた。

　オーリィ氏は柊吾さんをいたく気に入って、彼の趣味が美術鑑賞だと聞くと、さらに上機嫌になった。食事後は自分のコレクションを見てもらいたいと柊吾さんを書斎に招き、私は梨沙の片付けを手伝った。

　ポーリンも食器を運んでいるが、ジュリアンは自分の部屋へ行ってしまっていた。

「梨沙、おいしいお料理をありがとう。柊吾さんも喜んでいました」

「気に入ってくれてよかったわ。政略結婚だって聞いていたから、相手はどんな人なのか心配だったけれど、シュウゴさんなら安心だわ」

　食洗器に汚れた食器を丁寧に入れながら、梨沙は私のほうへ顔を向けて微笑む。

「ママン、安心どころか、ハルはラッキーよ。彼はクールでゴージャス！　そしてお金持ち。どこをとっても言うことないわ！」

　ポーリンがピッチャーを抱えながら、夢見る少女のように瞳を輝かせている。

　十五歳のポーリンから見ても、柊吾さんはおじさんではなくかっこいいのだと、私はグラスを洗いながら無意識に微笑んでいた。

「ポーリン、ピッチャーを冷蔵庫にしまって」

　梨沙は娘の興奮状態に笑う。

「はーい」

　冷蔵庫にしまい終えたポーリンはグラスを洗っている私の隣に来る。

「パパもシュウゴさんに夢中よ。珍しいわ。ね、新婚生活ってどんな感じ？」

「どんな感じ……？　うーん……日中は語学学校に通っているし、前とあまり変わらないよ」

「そんなことを聞いているんじゃないわ」

　そう言ったところで、梨沙がジロッとポーリンを見やる。

「子供がなにを聞いているの」

　母親にたしなめられ、ポーリンはペロッと舌を出した。

「梨沙、私、お料理がうまくないでしょう？　ときどき教わりに来てもいい？」

「もちろんよ。時間があるときに連絡して。簡単なお料理から教えてあげるわ」

「ありがとう！　実はこの前、牛丼を作ったんだけど……」

　私はそのときの出来事を話した。

「慣れないんだから、そんなのはよくあることよ」

　梨沙は私の慌てている姿を想像しているのか、笑いながら慰めてくれる。

「ハル、ここはいいから、お部屋の荷物の整理をしてきたら？」

　キッチンの片付けは梨沙とポーリンに任せて、私は借りていた部屋へ向かった。

　そこは日本へ発ったときのままだった。

　あれからもう二週間も経ったなんて信じられない……。

　クローゼットからふたつの大きなスーツケースを出して床に広げる。服などをどんどんスーツケースの中へ入れて、ひとつが満杯になったところでドアがノックされた。

「はーい。どうぞ」

　梨沙かポーリンかと思い声をかけると、戸口に姿を見せたのはジュリアンだった。

　いつもならその場でとどまり部屋の中へ入ってこないが、今は違った。

　驚いているうちにあっという間に私の目の前に立ったのだ。

「やつと結婚して幸せなのかよ。あんなおじさんで、ハルは楽しいのかよ」

　ジュリアンは顔を赤らませて、私の両腕を強く掴んだ。そんな乱暴な掴み方を今までされたことがなく、驚きを隠せない。

「ジュリアン、放して。どうして怒っているの？」

　その理由はなんとなくわかっている。でもこの場をやり過ごしたくて、なんでもないふうを装って聞いた。

「どうして怒っているかって？　俺の気持ちはずっとはぐらかされていたのはわかっていたよ。でも、好きな人が突然結婚してどんな気持ちでいるのかわからないの？」

　ジュリアンは熱を帯びた瞳で熱く見下ろし、グイッと顔を近づけてくる。

「放して！」

　ジュリアンに聞こえる程度の怒りを込めた声色で私は言った。

　彼の手を振りほどこうと身体を動かすが、さらにきつく掴まれる。

「くそっ、なんでわからないんだよ！」

　そのとき――。

「放してもらおうか」

　柊吾さんの声が、この雰囲気を切り裂くように鋭く響いた。私の動きが止まり、ドアのほうへ視線を向ける。

　柊吾さんは後ろ手にドアを閉め、私たちのほうへ大股で歩いてきた。ジュリアンは目を見開き、近づいてくる彼を茫ぼう然ぜんと見ている。

　柊吾さんがジュリアンの隣に立った。身長は十センチほど柊吾さんが高く、並んだ姿はいきがっている子供と自信を秘めた大人の男性の差がある。

「彼女は私の妻だ。手を退けてくれ」

　冷たい声は、いかに彼が冷静であるかをジュリアンに知らしめているようだった。

　ジュリアンは仕方なく私の腕を解放した。

「数カ月間あったのに君の思いは心春には届かなかったのだろう？　心春は君のことを弟のようにしか思っていない」

　柊吾さんは下唇を噛みしめているジュリアンに言い放つ。

「ジュリアン、ごめんなさい。突然だったからびっくりしたんだよね」

　彼は一瞬、泣きそうな顔をした。そしてなにも言わずに踵きびすを返し、部屋を出ていった。

　ジュリアンの姿が見えなくなったことにホッと安堵し、足の力が抜けてへなへなとその場に座り込みそうになった。そんな私を柊吾さんは支えて抱き上げた。

「柊吾さんっ」

　お姫さま抱っこされた私はすぐにベッドの上に座らされた。

「俺が荷物をまとめるからそこで休んでいるんだ」

　今まで懐いてくれていたジュリアンが急に別人になったみたいで怖かった。そのせいで手足が今になって震えてきている。柊吾さんにはそれがわかったのだろう。

　残りはドレッサーの化粧品や小物だけだ。柊吾さんは私に聞きながらテキパキとスーツケースの中に入れていった。

　それから五分ほどで、部屋に置いていた私の荷物はスーツケースふたつに収まった。

　ベッドから降りると、足に力が入らず身体がふらついた。

　柊吾さんの腕が肩を抱えてくれる。

　そのときドアがノックされ、ポーリンが顔を覗かせる。

「お邪魔してごめんなさい。ママンがお茶を飲みましょうって」

　私たちの姿を見てラブシーンでも想像したのか、頬を赤らめた。

「あ……これから……用事があるから、帰りますって、言ってくれる？」

　用事などない。嘘をついているせいで、いつものようにスラスラと言葉が出なくて、さらにポーリンの想像をかき立ててしまいそうだ。

「わかったわ！　ハル、抹茶のサブレおいしかった！　我慢できなくてひとつ食べちゃったの。ありがとう」

　日本からのお土産をポーリンは気に入ってくれたようで、私は笑みを浮かべた。




　いつでも遊びに来てねと、オーリィ氏と梨沙、ポーリンに見送られて、私と柊吾さんは迎えの車で自宅へ向かっていた。

　もうすぐ十七時になるところだ。帰るとき、ジュリアンはいなくて、友達の誘いがあり出かけたと、申し訳なさそうに梨沙が言った。

　申し訳ないどころか、いなくてホッとした。たぶんジュリアンも顔を合わせるのが気まずくて出かけたのだと思う。

　隣に座る柊吾さんは思案顔で黙っている。

　柊吾さんが来てくれて私は助かったけど、ジュリアンのプライドはズタズタだっただろう。

　弟のように接してきたのに……。

　ジュリアンの心を傷つけてしまい、冷静になった私の胸は痛かった。

　当分はオーリィ家を訪れないほうがいい。




　スーツケースはコンシェルジュが運んでくれて、玄関で対応した柊吾さんがリビングへ戻ってきた。

　柊吾さんとふたりきりになって正直言って気まずい……。

「ゆ、夕食は――」

　梨沙のおいしいフレンチをたくさん食べたおかげで空腹感はまったくないけど、なにか話そうと口を開いた瞬間、柊吾さんの腕が私の背に回った。

「きゃっ！」

　柊吾さんに抱きしめられて、私の目が大きく見開く。

「ど、どうしたんですか？」

「俺がどれだけジュリアンに嫉妬したかわかるか？」

　柊吾さんの声が耳元で響き、腰のあたりに今まで経験したことのない疼うずきを覚える。

　でも、その疼きがなんなのかを考えるよりも、彼の言葉に驚いた。

「ええっ!?　し、嫉妬？」

「ああ。嫉妬だ。俺が高校生に嫉妬するとはな」

　柊吾さんはキュッと口元を歪める。

「意味がわかりません」

　そう言うと、柊吾さんはフッと息をつき苦笑いを浮かべる。

「今、ジュリアンに同情を覚えた。君は初う心ぶすぎるな。どうやら俺は心春が好きらしい。どうしようもなく惹かれているんだ。心春が欲しくてたまらない」

　驚きすぎてポカンとする私に柊吾さんは唇を重ねてきた。

　これまでずっと私と一線を引くように接してきた彼の突然の行動に驚いた。

　だけど唇を啄ついばむようにキスをされても嫌じゃない。

　最近の胸のモヤモヤがなんだったのか、わかりかけてきた気がする。

　私の心は浮き立つような感覚に襲われた。柊吾さんのキスに鼓動がドクドク痛いくらい暴れて、足に力が入らなくなりそうだった。

　啄むようなキスはしだいに強引さを見せ始め、温かい舌が私の舌を吸い始める。

　唇同士が触れ合うのも初めてなのに、こんなに濃厚なキスをするなんて……頭の中に靄もやがかかったみたいにぼうっとしてくる。

　私もおずおずと柊吾さんのキスに応えていた。

　抱き上げられ寝室に運ばれるときもキスはやまない。唇からもたらされる身体中の疼きをどうにかしてほしかった。

　ベッドに座らされた私は柊吾さんの熱い視線に戸惑っている。

　でも、これから起こることを私は拒絶することなく受け入れるだろう。

　そうしてほしいと思っている。

　柊吾さんはジャケットを脱いで、ベッドの足元にあるスツールに放った。

「心春、俺を受け入れてくれるか？」

　ネクタイの結び目に指を入れクイッと外す姿に男の色気が駄々漏れで、私は柊吾さんに触れたくなった。

　早くキスしてほしい。

「心春？　無理強いはしたくない。嫌なら言ってくれ」

　その声は切なさを含んでいるように聞こえた。

「……私も柊吾さんが欲しい」

　心の内をさらけ出して急激に恥ずかしさに襲わる。

　顔から火が出そう。

　私は両手で顔を覆った。

「俺もだ。心春が欲しい」

　ベッドがほんの少し揺れる。柊吾さんがベッドに乗り上げ、私の手を顔から外す。そして、しっとりと唇を重ねた。

　柊吾さんは私のカーディガンを脱がし、そっと押し倒した。ワンピースの前ボタンがゆっくり外されていく。

　私の反応を確かめるように柊吾さんは見つめ、ウエストのリボンをするりと取る。身頃がはだけて、ブラジャーに包まれた膨らみが露わになった。

　胸の大きさは小さくはないけど人並み。その膨らみがブラジャーの上から手のひらに包まれる。

「あっ！」

　自分の口から出た変な声が信じられなかった。

　ワンピースを脱がされ、ブラジャーとショーツ姿になり、羞恥心に襲われる。

　しかし容赦なくブラジャーがいとも簡単に外され、張り詰めた胸が自由になった。

「綺麗だ。全身がピンクに色づいている。美術品を見ているみたいで、触れるのが怖いくらいだ」

　美術品に比喩されて笑った瞬間、緊張が少し緩んだ気がした。

「壊してしまいそうで怖いな」

「壊して……？」

　意味がわからず、一糸まとわぬ姿になった羞恥心を一瞬忘れた。

　柊吾さんは艶のある微笑みを浮かべて唇を重ねた。貪むさぼるようなキスは全身をとろけさせていくようだった。

　そこから柊吾さんは余すところなく私の身体に触れ、熱を注いだ。

　ときに優しく、ときに情熱的に高みに連れていき……ついに私たちは結ばれた。

　痛みのあとは実際とろけてしまいそうなほどの気持ちよさを何度も感じ、信じられないくらいの経験だった。

　柊吾さんの腕の中にいる私は、荒い息をなんとか落ち着かせようと呼吸を整えていた。

　心臓がバクバクと早鐘を打ち、身体のいたるところが敏感になっているようだ。

　柊吾さんが呼吸で上下する肩にチュッと音を立てて口づける。

「大丈夫か？」

　彼の息も少し乱れている。それがなんだか嬉しい。

　返事の代わりに私は首を伸ばして、柊吾さんの顎にキスをする。溶け合うようなキスをたっぷりしたせいで、恥じらいは遠く彼方かなたへ吹き飛んでしまった。

　もっとキスをしたい。もっと柊吾さんに触れてほしい。その思いが私を大胆にさせる。

「柊吾さん、たくさんキスして」

　今まででは信じられない言葉だ。こんなふうに思いを素直に言えるなんてことはなかった。

　柊吾さんになら素直になって甘えたい。

「たくさんキスをしたら、また心春を襲ってしまいそうだ」

　初体験の痛い話は友人から何度も聞いていた。耐え難い痛みがあると。

　でも、私はそうじゃなかった。たしかに痛みはあったけれど、それ以上の恍こう惚こつ感に理性が吹き飛んだ。

「もっと襲ってほしいって言ったら？」

　柊吾さんはクッと喉の奥を鳴らした。

「悪い子だ。年寄りを誘惑するとは」

　私はピクッと肩を跳ねさせて上体を起こした。

「柊吾さんっ！　そんなこと言わないで！　年寄りじゃないんだからっ」

　柊吾さんは着やせするタイプなのか、綺麗に筋肉がついたダビデ像のような身体をしている。こんな完璧な男性が自分の夫なのだ。

　ムキになって頬を膨らませる。ぷくっと膨らんだ頬の片方が長い指でつつかれる。

「かわいいな。もっと俺が欲しいとねだって」

　後頭部に手のひらを回して引き寄せられ、唇に甘く口づけられたあと、私はシーツに再び押し倒された。




　翌朝、目を覚ました私は柊吾さんの腕にがっちり抱かれていた。

　たっぷり愛された身体は気だるい。でも心は幸せに満たされたように弾んでいる。

　今何時だろう……。

　ダークブルーのカーテンの隙間から明るい日差しが見える。

　お腹がきゅるんと不満を漏らす。

　柊吾さんが眠っている間に、新妻らしく朝食を作ろう。睡眠不足の柊吾さんにはまだ眠ってもらいたい。

　彼の腕から離れようと慎重に動き、上体を起こしたところで、グイッと引き戻される。

「きゃっ！」

「俺の腕からこっそり抜け出してどこへ行く？」

　楽しそうな声が聞こえてきた。

「柊吾さんっ、朝食を作ろうと……」

「天気がよさそうだ。外に食べに行こう。それともずっとここにいる？」

「外で食べたい」

　カフェのテラス席で行き交う人々を眺めながらの食事も、パリ生活の醍だい醐ご味みだ。

「シャワーを浴びよう」

　私の鼻にチュッとキスを落とした柊吾さんは身体を起こす。それから私を抱き上げて、バスルームへ連れていった。




　二時間後、私たちはシャンゼリゼ大通りに面する老舗カフェのテラス席にいた。

　もうお昼に近い時間。あれからバスルームとベッドで箍たがが外れたように求め合ったせいで、出かけるまでに時間を要してしまった。

　オーダーを済ませ、バターたっぷりのクロワッサンとカフェオレを待っているところ。

「寒くないか？　思ったより風が冷たいな。中へ入る？」

　お天気はいいけれど、空気はこれから近づいてくる冬の気配をまとっている。

　隣に座る柊吾さんはカシミアのチェスターコートを着ている。私のためにそれを脱ごうとしたのを止め、彼の胸に手を置いてにっこり笑う。

「大丈夫。ここがいいです。あっ、脱がないで。柊吾さんが風邪を引いちゃう。ほら、ショールもあるし」

　黒のジャケットの上からふんわりと真っ赤なショールを巻いている。

　そこへ温かい飲み物と、食欲をそそるほんのり甘い香りのするクロワッサンが運ばれてきた。

「いただきます」

　サクサクのクロワッサンをちぎり、カフェオレにつけてパクッと口へ運ぶ。

「う～ん。おいひい」

　カフェオレを吸ったクロワッサンは、口の中でとろけてあっという間になくなってしまう。

　柊吾さんも同じようにして食べている。

「食事が済んだら、美術館にでも行くか？」

「あ、でもベッドを見に行かなきゃ」

　そう言うと、柊吾さんは眉根をキュッと寄せ、これ見よがしな大きなため息をつく。

「心春、本気でそれを言っている？」

「え……？　だって……」

「だってじゃないだろう。もう心春と離れて眠れるわけがない。毎晩毎朝、愛し合いたいし、一緒にいたい。手の届くところにいてほしい」

　突然の赤面ものの会話に私はビクッと背筋を正して、テラス席へ視線をキョキョロと向けた。

「も、もうっ！　外でそんなことを言わないでっ」

　日本人がいなくてよかったと胸を撫なで下ろす。こんな会話を聞かれたら恥ずかしすぎる。

「本当のことだ。愛している。今すぐキ――」

　ドギマギしながら止めようと、慌てて片手を柊吾さんの口に伸ばした。その手が掴まれて彼のほうへ引き寄せられる。

　柊吾さんは顔を傾けて、食はむように唇にキスをしてから離れた。

「柊吾さんっ!!」

　頬が急激に熱を帯びていく。

「ここは恋人たちの街だぞ？　誰も俺たちのことなんて見ていないさ」

　柊吾さんの微笑みに心臓がドキッと跳ねる。

「そんなことないです。オルセー美術館内で会ったとき、日本人の女の子たちが『あの人かっこいい』って言っているのが聞こえて、見たら柊吾さんでしたもん」

「へえ。俺はかっこいいって言われた？」

「えっ？　自覚ないんですかっ？」

　私は驚いて目をまん丸くさせた。

「たしかに女性は寄ってくるが」

「自慢しないでっ」

　やっぱり自覚があるんじゃないのっ。

　私は乱暴にクロワッサンをちぎり、カフェオレにつけずに口へ運んだ。

　そんな私に柊吾さんは笑い声をあげた。




　その後、手を繋いでゆっくりパリの街を歩き、市立近代美術館へ行った。

　ここにはマティスやピカソなどの有名な絵画が展示されている。

　時間をかけて鑑賞し、外へ出てまたカフェに入る。そんな休日が楽しくて仕方がない。

　いつもはひとりか、どうしても一緒に行くと言ってきかない美術嫌いのジュリアンと出かけていたけれど、柊吾さんとの時間は幸せで満ち足りたものだった。

　いつの間にか私は柊吾さんを愛していた。

　結婚してから、柊吾さんと一緒にいて感じるようになったモヤモヤの原因がわかった。

　柊吾さんに愛されたかったのだと。




　十六時を過ぎたところで、パリっ子に人気のあるうどんのお店に入った。

　具がたっぷりのけんちんうどんに天ぷらの五種盛りがあっという間に胃の中へ入っていく。

「近いうちにローマへ行こうか」

「行ってみたい！　ローマには美術館がたくさんあるよね？　ヴァチカンの中の美術館もずっと気になっていたの」

「ああ。心春は絶対に楽しめる」

　両手を合わせて喜ぶ私に、柊吾さんも笑顔で頷いた。










二枚のコインの迷信




　昨晩、ひとりで先に寝た私はキスで起こされた。

　だけど温かいお布団と柊吾さんのぬくもりが気持ちよくて目を開けられない。

　十一月の中旬、パリは真冬になっていた。

「うぅん……」

「心春、起きて」

　今日は土曜日。どうして早く起こそうとするの？

「も、ちょっと……」

　柊吾さんの楽しそうな笑い声が眠りに引き込まれていく耳に届く。

「どうし、て……笑う……の……」

　柊吾さんにすり寄る私の頬に温かい唇が触れる。

「心春、ローマへ行こう。十時三十分のフライトに間に合わなくなる」

「えっ!?」

　私の眠気は一気に冷めて、パチッと瞼が開く。

「柊吾さんっ、今なんて言ったの？」

「ローマへ行こう」

　げんきんな私に柊吾さんは口元を緩めて笑いをこらえている。

　私たちが愛し合い結ばれた翌日、彼はローマの美術館へ行こうと約束してくれた。でも柊吾さんは多忙で、なかなか実現できなかった。

　それが今日なの!?

　私はベッドの上にペタンと座り、まだ横になっている柊吾さんへ視線を落とす。

「柊吾さん、起きて！」

　腕を引っ張って起き上がらせようと力を入れるが、逆に彼の胸に倒れ込んでしまう。

「きゃっ！」

「キスして」

　からかう瞳で見つめてくる柊吾さんの鼻先にチュッとキスをする。

「それで満足すると思ってるのか？」

「じ、時間がっ」

　クルッと身体が反転して、柊吾さんが私の頭の脇に手を置いた。

「キスで遅刻にならないさ」

　柊吾さんはじりっと距離を詰めて嫣えん然ぜんと笑うと、唇をしっとり重ねた。




　パリのシャルルドゴール空港から、ローマのフィウミチーノ空港まで二時間十分のフライト。

　空港の売店で買った日本語のガイドブックでローマに思いを馳はせている間に到着した。

　ローマはパリよりも気温が平均六度くらい高いが、冬を迎える今、寒いことには変わりない。

　私は赤いダウンジャケットにデニムというカジュアルな格好。

　柊吾さんも私に合わせて、モスグリーンのダウンジャケットにブラックデニム。

　ブラックデニムは足の長さを際立たせており、立っているだけで絵になるほど素敵だ。

　柊吾さんはローマを何度も訪れているそうで、手配した車の乗り場までなにも見ずに私を案内する。

「心春、迎えの車があそこで待っている」

　空港のドアを抜けた柊吾さんは一泊分の衣類が入ったバッグを片手に持ち、もう片方で私の手を繋いでいる。

　柊吾さんの案内のもと、道路の端に停まる黒塗りの高級外車へ向かう。

　高級外車の横には制服を着た運転手が立っている。イタリア人だろうか。口ひげを生やした赤毛の男性で、四十代後半くらいに見えるけれど、外国人は容姿で年齢を判断しにくい。意外と若かったりするから。

「ようこそローマへ。シニョール・ヤガミ、半年ぶりですね。かわいいシニョリータをお連れとは」

　ふたりは親しげに握手している。

「アルマンド、彼女はシニョーラで私の妻だ」

　柊吾さんはイタリア語を流暢に話し、度肝を抜かれる。

　私にわかるのはシニョール、シニョーラ、シニョリータだけ。それも機内でガイドブックの〝簡単イタリア語〟を読んだから。

　まさかイタリア語までも話せるとは思ってもみなかった。

「ご結婚おめでとうございます。幸せそうでなによりです」

　アルマンドは私たちににっこり笑った。

　口をあんぐり開けている私に柊吾さんは片方の眉を上げた。

「どうした？」

「どんな頭をしているのかなって……」

　柊吾さんが顔をほころばせる。

「かわいすぎてキスしたくなったが、へそを曲げられると困るからやめておこう」

「へそなんか曲げませんからっ」

「ほら、乗って。時間がない」

　アルマンドがドアを開けてくれて、後部座席に私たちは落ち着いた。

「ヴァチカン市国へ向かってもらっている。行きたいと言っていただろう？」

「もちろん！　楽しみです」

　車は三十分ほどでヴァチカン市国へ到着した。

　私たちを降ろすと車は去っていく。二時間後に迎えに来ると、柊吾さんは教えてくれた。

　サン・ピエトロ広場の壮大さに圧倒されながら、まずは大聖堂へ足を運ぶ。

　サン・ピエトロ大聖堂はイタリア・バロック様式の建築物で、聖堂内にミケランジェロの代表作が置かれている。

　じっくり観たいところだけど、今回は一泊二日。明日の夕方のフライトでパリへ帰らなくてはならないから駆け足の鑑賞になる。

　でも、来られただけでも幸せで、柊吾さんに感謝でいっぱいだ。




　ヴァチカン美術館では、ラファエロやレオナルドダヴィンチの絵画、古代ギリシャや古代エジプトなどの展示品も見ることができた。

　ラファエロの間やコンスタンティヌスの間にあるフレスコ画や彫刻にもうっとりするばかり。

　柊吾さんは何度か来たことがあるそうで、私を連れ回し感動させることに専念してくれていた。

「どう？」

　ホ～ッと口を開け、のけ反るように天井のフレスコ画を観ている私に、柊吾さんは楽しそうに聞いてくる。

「うん。もう最高！　柊吾さん、ありがとう」

　視線を隣に立つ柊吾さんに移してにっこり笑う。

「もっと観ていたいところだろうが、時間がない。また来よう」

　柊吾さんは私の手を握って出口に向かった。

　迎えに来たアルマンドの車に再び乗り込み、ローマ市内へ移動する。

　時刻は十五時三十分を過ぎている。機内食があったからそれほどお腹は空いていないけど、私より身体が大きい柊吾さんはなにか食べたいはず。

　今から美術館に行っても閉館時間がすぐ来てしまうということで、アルマンドはローマ一だというピザ店へ案内してくれた。

　夕食のために一、二切れにしておけばいいのに、生ハムとチーズのピザ、ブラックオリーブとトマトとバジルのピザは絶品で、つい口へ運んでしまう。

「はぁ～。また食べすぎちゃった……」

「食べすぎたくらいどうってことない。夕食を遅くにずらせばいい」

　口をすぼめて肩を落とす私を、対面で長い足を組んで座る柊吾さんは慰めてくれる。

「さてと、出て観光しよう。どこか希望は？」

「スペイン広場とトレビの泉、コロッセオ、フォロロマーノ」

「コロッセオとフォロロマーノは近い。スペイン広場は今夜泊まるホテルの目と鼻の先にある。先にトレビの泉へ行こうか。ここから歩いてもすぐだから、アルマンドを呼ばずに済む」

　柊吾さんは会計を済ませ、店の外へ出た。

　五分ほど歩いて、トレビの泉に着いた。巨大な彫刻が中央にあり、泉にはコインがたくさん落ちている。

　私はガイドブックでコインの投げ方を読んでいた。諸説あるようだけど、コインの枚数で叶うことが違い、一枚は〝またローマへ戻ってこられる〟。二枚は〝好きな人とずっと一緒にいられる〟。三枚は〝今の恋人や夫と別れることができる〟。

　三枚なんて絶対にあり得ない。

「心春、コインをあげるよ」

　私はにっこり笑って首を左右に振る。

「大丈夫！　ユーロ持ってきているから」

　フランスもイタリアも通貨はユーロ。もらったお金よりも自分のお金のほうが、効果がある気がした。

　私はポケットからコインを二枚取り出した。

「柊吾さんも二枚投げてくれる？」

「二枚？」

　首を傾けて尋ねる彼に、私は大きく頷く。

「そう。絶対に二枚だからねっ」

　そう言うと、私はトレビの泉に背を向けて二枚のコインを放った。続いて柊吾さんも後ろ手で泉にコインを投げる。だけど、それが私には一枚に見えた。

「柊吾さん、もしかして投げたコインって二枚じゃなかった……？」

「一枚も二枚も同じだろう？」

「そんなぁ……」

　私はがっかりして涙目になってきた。そんな私に柊吾さんはクッと喉の奥で笑う。

「柊吾さんっ！　笑い事じゃないんだからぁ」

「なるほど。心春は俺と別れたくないと思ってくれているんだ」

　彼の言葉に耳を疑いキョトンとなる。

「本当に心春はかわいい」

　ふいに柊吾さんの腕が腰に回って抱きしめられ、おでこにキスが落とされた。

「安心して。俺も二枚投げたから」

「知っていたの？」

「ああ。心春がかわいくてからかってみただけだ」

　口角を上げて意地悪く微笑む柊吾さんに腹が立って、彼の胸を拳でポカッと叩く。

「意地悪っ！」

「俺は心春が愛しくてたまらない。こんなものに頼らなくてもずっと一緒だ」

　柊吾さんの甘い言葉に、ずっとふくれっ面でいられない。困った顔になった瞬間、唇が重ねられた。

　これじゃあ、はたから見たら、バカップル……。

「しゅ、柊吾さん、早くコロッセオに連れていって」

　柊吾さんは顔を真っ赤にしている私の手を取り、呼び出した車へと向かった。




　古代ローマ時代に作られた円形闘技場のコロッセオを間近で見ると圧巻だった。

　歴史をひしひしと感じて感動を覚える。

　日没は十七時過ぎ。現在は十八時を回っていて外は暗い。

　古代の石造りの神殿や下水道などがあるフォロロマーノはすでに閉場していて観られず、そろそろホテルに戻ろうということになった。

　スペイン広場が部屋から見えるという高級ホテルにアルマンドの運転する車が到着したのは、もうすぐ十九時になる頃だった。

「アルマンド、今日はありがとう。また明日もよろしく頼むよ」

「もちろんです。シニョール・ヤガミ。シニョーラ・ヤガミ」

　アルマンドは頭を下げて運転席に戻り、車は走り去っていった。

　ホテルのロビーは歴史を感じる古めかしい造りだった。幽霊とかお化けが苦手な私はちょっと怖い。部屋は新しくリフォームされてるといいな。

　柊吾さんがフロントでもらった部屋の鍵はカードキーだった。それを見て少しホッとする。

　ホテルマンの案内を断った柊吾さんは、最上階のスイートルームへ私を連れていった。

　そこは古めかしさは感じられず、一泊だけではなく、もっと泊まりたいと思うほど美しい部屋だった。

　バスタブにお湯を入れるためにバスルームへ行っていた柊吾さんが、ソファに座っている私のもとへ戻ってくる。

「疲れただろう？　夕食はホテルのイタリアンを二十一時に予約している」

　疲れていないと言ったら嘘になるけど、たくさん鑑賞し、体験もし、まだ興奮気味である。

「一緒にお風呂へ入ろう。心春は指一本動かさないでいい」

「指一本も……？」

　ソファから立たされ、赤いダウンジャケットのファスナーが下ろされていく。

「ああ。心春はその場にいるだけでいい」

「お姫さまみたいに？」

「そう。心春は俺のお姫さまだ」

　柊吾さんは私の袖からダウンジャケットをスルッと取り去り、ソファへ無造作に放り投げて抱き上げた。




　翌日、私は隣でまだ眠っている柊吾さんをベッドに残して、そっと起き上がった。

　いつもなら私が動けばすぐに目覚めてしまうのに、そうならないということは疲れているのだろう。

　まだ七時を回ったばかりだ。リビングへ行き、お湯を沸かして紅茶を淹れる。

　窓の外を見ると、スペイン広場の階段が目に入った。

　本当にすぐ近くなんだ。

　ソファに座り、紅茶を飲みながらガイドブックをめくる。

　フライトは十七時過ぎだから、それまであちこち巡りたいな。

　昨日入れなかったフォロロマーノにも行きたいし、真実の口も観てみたい。ボルゲーゼ公園にある美術館にも行きたい。時間が足りるかな。

「心春？」

　ハッとして、ガイドブックから顔を上げると、柊吾さんがすぐ近くに立っていて、私の隣に腰を下ろした。

「早起きだな」

「少し前に起きたばっかりよ。柊吾さん、疲れていない？」

「もちろん。着替えて朝食を食べて出かけよう」

　柊吾さんは私の肩を抱き寄せてキスをしてから立ち上がった。




　二日目のローマ散策もたっぷり楽しめ、私たちは夕方のフライトでパリに戻ってきた。

　そして月曜日の朝、仕事に出かける柊吾さんを送り出してから、私も語学学校へ向かった。

　遊びすぎて疲れているけれど、私の心は幸せで満たされていた。

　ううん。幸せが湧き水のように溢れ出ている感じだ。

　でも一方で言いようのない不安もあった。パリでのふたりの暮らしが幸せすぎて、これがいつまで続くのかと考えてしまうことがある。

「アリッサ、おはよう！」

　教室に入ると、先に来ていたアリッサは着席して、カフェで買ったコーヒーを飲んでいた。

「ボンジュール。ハル。まったく朝から幸せ全開な顔しちゃって」

　アリッサの隣の席に座った私は顔をほころばせて笑う。

「はい！　アリッサにお土産」

　机の上に綺麗な青色のチョコレートの箱を置く。

「なに？　チョコレート？　イタリアの？　あ！　もしかして旅行に？」

「うん。週末に行ってきたの！」

　そこへベラもやってきてアリッサの前に腰を下ろす。

「おはようー。なになに、チョコレート？　ハル、イタリアへ行ってきたのね！」

　ベラの分のお土産もバッグから出して、ニコニコしながら手渡す。

「ありがとう。ようやく行けたのね」

　ふたりには柊吾さんがローマに連れていってくれると約束したことを話していた。

「ハル、幸せいっぱいだね。羨ましいわ」

　アリッサもベラも彼とうまくいっている。でも、彼女たちはまだ結婚を望んでいるわけではない。それでも幸せオーラたっぷりの私を羨ましいと思っているようだ。

「幸せすぎて怖いくらいなの」

　正直な胸の内を彼女たちに打ち明ける。

「はいはい。旦那さまに愛されて、ますますハルは綺麗になっているわ。もうこの肌なんてつやつやよ。唇もプルンプルンで。ハルはこのまま幸せ街道まっしぐらよ」

　ベラの言葉にアリッサも真剣な表情で頷く。

「そうよ。ハルは旦那さまの心をがっちり掴んで離さないようにね」

　幸せすぎて漠然とした不安があったけれど、私たちはお互いこんなに愛し合っているのだから、この幸せが変わることはないはず。

　ふたりに励まされて、心の奥底に淀んでいた不安が消え去ったようだった。




　授業が終わり、建物を出たところで、「ハル！」と声をかけられた。ジュリアンだった。いつも学校へ持っていくバックパックを肩にかけて近づいてくる。

「ジュリアン……」

　彼に会うのは柊吾さんとオーリィ家へ行って以来。

「少し時間ある？」

　ジュリアンは神妙な面持ちだった。

　ちゃんと話したかった私は「近くのカフェに行きましょう」と言った。

　語学学校から五分ほどの場所にあるカジュアルなカフェに入る。

　ジュリアンは私をふたり掛けの席に座らせてからカウンターへ向かう。そしてカフェオレをふたつ持って戻り、前の席へ腰を下ろした。

「ハル、この前はごめん。悪かったよ。ハルが最初から僕を弟のようにしか思っていないことはわかっていたのに」

「ジュリアン……」

「ハルが無理矢理結婚をさせられたのなら、考え直してもらいたくて気持ちが焦ったんだ。あ、飲んで。冷めちゃうよ」

　ジュリアンは小さく笑って、自分もカフェオレのカップを口に運ぶ。

「私は柊吾さんに出会えて、これ以上ないほどの幸せなの。ジュリアン、傷つけてごめんね」

「今のハルは光り輝いているよ。彼は大人で、高校生の僕には太刀打ちできないことはひと目見てわかった。だから子供みたいな真似をしてしまったんだ」

　正直に話しに来てくれたジュリアンに男らしさを感じた。きっと彼はいつか、柊吾さんのように魅力的な男性になると思う。

「ハル、改めて僕のお姉さんでいて。気兼ねなく遊びに来てほしい。ポーリンもママンもいつ来るんだろうと、よく話しているんだ」

　ジュリアンは呼び止めたときの表情とはガラリと変わって明るい笑みを浮かべる。

　私もつられて笑顔になった。

「もちろんよ。梨沙にお料理を教えてもらいたいと思っていたし、ジュリアンとポーリンとも話がしたかったの。近いうちに遊びに行くね」

　仲直りができたことに安堵感が広がり、心の底から嬉しかった。




　ジュリアンと別れ、買い物を済ませて帰宅した。十七時になっていた。

　ローマでおいしいものをたくさん食べてしまったので、今夜は胃を休めるために和食に決めていた。

「柊吾さんは何時に帰ってくるかな」

　帰宅時間はいつもメールで送ってくれる。

　ご飯を忘れずにセットして、レシピで確認しながら肉じゃがを作る。他には温めたお豆腐にする。湯豆腐用の鍋がなくて、考えた末、浅い鍋に豆腐と昆布を入れてそのままテーブルに出すことにした。

　もっとキッチン用品を揃えよう。料理も頑張って柊吾さんに喜んでほしい。

　調理をしていると、スマホにメールが届いた。柊吾さんからだ。

【帰宅は十九時頃に】

　簡単な文面だけど、忙しい彼がわざわざ気遣ってくれると思うと、その八文字でも胸を高鳴らせてしまう。

　食事の支度を終わらせて柊吾さんの帰宅を待っていると、再びメールが入った。

【すまない。緊急の用事で帰宅時間未定になった。先に夕食を食べて】

　そのメッセージにガクッと肩を落とす。

　仕方ないな……先に食べよう。帰宅時間は書いていないし、待っていたら帰ってきたとき、先に食べていないのかと怒るだろう。




　一時間ほどして玄関が開く音がして、柊吾さんが姿を現した。

「お帰りなさい！」

　思ったよりも早くて、嬉しい私は笑顔で柊吾さんを迎えた。

「ただいま。心春、話がある。座って」

　柊吾さんの表情が硬かった。私はソファに座らされ、彼も隣に腰を下ろす。

「どう……したの……？」

　なにかあったに違いないと、こわごわと口にして首を傾げて見つめる。

「父が脳のう梗こう塞そくで倒れたんだ」

「ええっ!?」

　心臓が一瞬止まりそうなほど驚いた。

「最終便で日本へ行ってくる」

「私もっ！」

「心春は待っていて。心配することはない。数日で戻ってくるから」

　私の両腕に手を添えて、柊吾さんは優しく言った。

「柊吾さん……」

「時間がないから、用意して空港へ行くよ。心春、なにかあったら梨沙さんに相談するんだよ」

　私の頭にふんわりと手のひらを置き、震える唇にキスをした柊吾さんは寝室へ入っていった。




　柊吾さんは二十三時二十五分発のフライトで日本へ飛んだ。日本到着は火曜日の十八時過ぎになってしまう。

　機内の柊吾さんは居ても立ってもいられないだろう。隣で手を握っていたかったけれど、私が行けばかえって邪魔になる。そう理解しようとしても、一緒に連れていってくれなかったことがずしんと心に重くのしかかる。

　私は柊吾さんの妻だよね……？

　深いため息をついたのち、すぐに考えを改める。連れていってくれなかったことは寂しいけれど、柊吾さんの考えは間違っていないと。

　無事に日本へ着きますように。




　翌日、午後の授業の合間に柊吾さんからメールが入っていた。

【心配しているだろう。父は命に別状はないが、半身麻ま痺ひになるかもしれない。今は口がきけない状態なんだ。緊急取締役会議が明日ある。また連絡する。風邪を引かないように】

　取締役会議……帰国が、お義父さまのお見舞いだけではないことを今知った。

「はぁ……私って無知だわ……」

　思わず漏らした言葉に、隣の席に座るアリッサが首を伸ばして私の顔を見る。

「今なんて言ったの？　今日は暗い顔をしているわね？」

「あ……義父が病気になって、柊吾さんが日本へ帰国したの。でも、お見舞いだけじゃなくて、会議もあるみたいで。そんなことにも頭が回らない自分に自己嫌悪を……」

　軽く背筋を正して簡単に説明するも肩を落としてしまう。

「それは心配ね。社長が倒れたんだから、会議もあるでしょうね。でもハルは学生なんだし、そこまで頭が回らなくても仕方ないよ。そんなに落ち込まないで」

「ありがとう」

　アリッサに励まされても、気分は浮上しなかった。

　こんなときなのに、もう柊吾さんに会いたくて胸が苦しくなっていた。




　実家の両親から、お義父さまの病院へお見舞いに行ってきたと電話をもらった。

　病状は柊吾さんからのメールの通りで、回復には時間がかかるようだ。回復しても、半身麻痺は免れない。

　お義父さまも心配だし、柊吾さんの気持ちを考えると、なにもできなくてもそばにいたかった。一緒に行けばよかった、これから日本へ向かおうかと何度思っただろう。

　後悔しながら柊吾さんを待ちわびていた日曜日。

　明日の十六時過ぎにパリに到着するフライトで戻ってくると、柊吾さんから連絡があった。

　今日一日過ごせば、柊吾さんに会える。

　早く彼の顔が見たくて空港まで迎えに行くことにした。

　授業が終わってから向かっても間に合うよね。ううん。ギリギリになっちゃうかも。一時間早退しよう。

　柊吾さんを驚かせたくて空港に行くことは黙っていることにした。

　喜んでくれるかな。




　そして、待ちに待った柊吾さんが帰国の日。

　授業を早退して、凱旋門からシャルルドゴール空港行きのバスに乗った。

　空港に着き、到着ロビーへ急ぎ足で進む。道路が混んでいて、十六時を少し過ぎてしまっていたのだ。

　柊吾さんの乗った便の到着時刻は十六時十五分。フライト情報を確認すると、予定より二十分早く到着していた。

　入国審査があるからまだ出てきていないよね？

　私は到着出口のほうへ向かった。

　家族連れやビジネスマン、旅行客などがスーツケースを引いて出てくる。迎えの人も多く、そこは少し混雑していた。

　私は人と人の肩の間からドアへ視線をやっていた。

　五分ほど経っただろうか、スーツ姿の柊吾さんがきびきびとした足取りで出てきた。機内持ち込み可能のスーツケースを引き、空いている片方の手にはカーキ色のカシミアのコートを持っている。

　一週間ぶりに見る柊吾さんの姿に胸がトクンとときめいた。

「柊吾さんっ！」

　名前を呼んで、目の前に立つ大きな男性の間から飛び出して、柊吾さんに駆け寄ろうとした私の足が止まる。

　柊吾さんの横に、キャメル色のロングコートを着た女性がいたのだ。その女性が「柊吾さん」と呼ぶ声に私の目が大きく見開く。

　誰……？

　目鼻立ちのはっきりした美しい日本人女性だった。親しげに話をしながら、ふたりは空港の出口へと向かっている。

　私は茫然とふたりの背中を見つめていた。

　あの人、たしかに『柊吾さん』とすごく親しげに呼んでいた。

　柊吾さんと女性は自動ドアの向こうへ消えていく。私は追いかけて声をかける勇気がなかった。

　小さなスーツケースを引いている女性は、柊吾さんに楽しそうな笑顔を向けていた。ずっと一緒に行動していたような雰囲気に思えた。

　日本の知り合いだよね……？　機内で偶然会ったとか……？

　そうは思っても、柊吾さんが女性と一緒にいたことがショックで、私はしばらくその場に立ち尽くしていた。

　しばらくして、ポケットの中のスマホが振動していることに気づいてハッとなる。慌てて出してみると、柊吾さんからだった。

　振動するスマホを見つめているうちに着信が止まる。

　茫然とした足取りで近くのベンチに座った。

　スマホを眺めること十分。私はようやく柊吾さんに電話をする気持ちになった。

《心春、今空港からアパルトマンに向かっている。授業は終わったんだろう？　どこにいる？》

　柊吾さんの声色はいつもとまったく変わらない。

「あの、空港に迎えに来たの。そうしたら道路が混んでて今になっちゃって……」

　さっき考えた言葉をつっかえることなく口にする。

《空港に!?　電話をくれれば、待っていたのに。引き返すからそこにいるんだ》

　まさか引き返してくれるとは思っていなくて慌てて断る。

「い、いいのっ、もうバスのチケット買っちゃったから。先に帰っていて」

　顔を合わせるには少し時間が欲しかった。

　あの人となにか関係があるとは思わないけれど、柊吾さんが女性と親しそうにしていた姿が予想以上にショックで……。

　相手が柊吾さんと並ぶとお似合いの綺麗な大人の女性だったから、子供っぽい私では太刀打ちできないと思い、気持ちが沈んでいた。

《……わかった。気を付けて帰っておいで》

「うん……じゃあね」

　私は空港へ来たことを後悔しながら、スマホの通話を切った。




　アパルトマンに着いたのは十八時過ぎ。

「心春」

　パンプスを脱いだ私を柊吾さんが抱きしめてくれる。

「柊吾さん、お帰りなさい」

　ギュッと抱きしめられ、顔を見るまで不安だった気持ちが拭い去られていく。

　いつもと変わらない柊吾さんを前にして、あの女性のことは忘れることにした。

「ただいま。留守中なにもなかったか？」

　柊吾さんはおでこにキスをしてから唇を塞いだ。優しく啄むようなキスはしだいに深くなっていく。

「しゅ、ごさん、お義父さま、の……んっ」

　ずっとキスをしていたかったが流されてはいけない。

　話を聞かせてもらいたい私は柊吾さんの胸に両手を置いて一歩離れた。

「……そうだな。心春が恋しくて我慢ができなくなった」

「柊吾さん……」

　私たちは玄関を離れ、リビングへ向かった。部屋の中は暖かい。

　着ていた白いコートを脱ぐと、柊吾さんに奪われる。彼はそれをソファの端に無造作に置き、私の手を引いて座らせた。

「心春、大事な話がある」

　大事な話と聞き、急に怖くなった私はすっくと立ち上がった。

「あ、待って。手を洗ってくる」

「わかった」

　私は寝室に入ってバスルームへ行った。

　大事な話ってなんだろう……。

　お義父さまの病状のことだけじゃない気がする……。

　嫌な予感を払拭するように、頭を大きく左右に振り、手を洗ってうがいをした。

　リビングへ戻ると、柊吾さんはキッチンにいた。コーヒーの香りがしてくる。

　私はコーヒーの準備をしている柊吾さんの背後に立った。

「心春用にミルクを温めてある。カフェオレでいいだろう？」

　柊吾さんが振り返る前に、私は後ろから抱きついた。

「心春？」

「……会いたかったの」

　言葉に出すと柊吾さんへの思いが溢れ出てきて、彼の腰をギュッと抱きしめる腕に力が入る。

「俺もだ。心春から甘えてくれるといい気分になる」

　柊吾さんは私の手を外して振り返り、今度は彼から抱きしめてくれた。

「こうして甘えてくれるのなら、ときどき留守にしたほうがいいのかもな」

「柊吾さん……」

「リビングへ行こう。カップは俺が持っていくから心春は先に座ってて」

　小さく微笑んで素直に頷き、キッチンを離れた。

　ソファに座った私は心許なくて、クッションを抱きかかえる。

　柊吾さんはすぐに大きめのカップふたつを両手で持ってきてローテーブルの上に置いた。そして私の隣に腰を下ろす。

　柊吾さんは私が抱きかかえているクッションを膝の上に下ろさせて手を重ねる。

「父は当分入院をする。半身麻痺は治らないだろう」

　治らないと聞いて、心臓が鷲掴みされたように痛んだ。柊吾さんの気持ちを考えると、涙が出てきそうで瞳が潤む。

「もう仕事には復帰できない。心春、よく聞いてほしい」

　神妙な面持ちの柊吾さんを、私は首を微かに傾げて見つめる。

「俺はパリを離れなくてはならなくなった。本社で父の跡を継いで社長に就任することになったんだ」

　私は目を丸くして愕然となる。

　舌が貼りついてしまったように言葉が出てこない。

　頭の中も真っ白で、ただ柊吾さんを見つめるだけしかできない。

「俺が日本へ戻ることになったら、別れてもいいと約束したよな？」

　柊吾さんは自虐的な笑みを浮かべていて、それが私の胸をザクッとつく。

「あの約束は……私が柊吾さんと別れたかったら……だったよね？　こんなに好きになっちゃったのに、どうしてそんなことを聞くのっ!?　柊吾さんは私と別れてもいいの!?」

　押し寄せてくる言いようのない不安をこらえ、畳みかけるように言い募る。

「落ち着いて。俺は心春を愛している。別れるなんてできるわけがない」

「じゃあどうしてっ、どうしてそんなことを言うの？」

　瞳が潤み始めて、涙腺が決壊しそうだった。

「俺は日本へ戻らなくてはならない。だが、心春にそうしてくれとは言えない」

「私は……」

　柊吾さんと契約結婚を決めたのは、パリにいられるからだ。フランス語を勉強し、美術館を巡って眼識を養って、お父さんの仕事に役立ちたかった。

　でも、私は柊吾さんを愛してしまった。

「心春は若い。いろいろなことを吸収できる歳だ。俺は君の勉強の邪魔はしたくない」

　柊吾さんは……私にパリに残れって、言ってるの……？

　私は膝の上にあるクッションをギュッと握る。

「心春はパリに残ればいい。勉強を続けるんだ」

　私がパリに残りたいと言いやすいように配慮してくれているのだろう。柊吾さんは優しく微笑む。

　だけど……。

「柊吾さんのっ、バカーッ!!」

　私は握っていたクッションを振り上げて、彼の顔にぶつける。柊吾さんは反射的にそれを受け止め、私の手からそっと取り上げた。

　私の目からぽろぽろと涙がこぼれて頬を伝い、手の甲に落ちる。

「心春……」

　私の肩に柊吾さんの腕が回って抱きしめられる。

「離れるなんて嫌よっ！　この一週間でさえ、死にそうなほど寂しかったのに！　何カ月も会えなかったら、寂しくて死んじゃうからね！」

「死なれたら困るな……」

　困ったような声が、泣きじゃくる私の頭の上からする。

「一緒に、ひっく……行くから。来るなって言っても、……ついて、いくからね！」

　涙が止まらなくてしゃくり上げる私の目に、ハンカチが当てられそっと拭われる。

「心春、ありがとう。俺も心春と離れたくない。理解ある大人に見せようと無理をした。本当は嫌だと言われても無理矢理一緒に帰国させたい気持ちと葛藤していたんだ」

　額にキスが落とされてから、これ以上ないくらい優しく唇が重ねられた。

「心春、愛している。君に出会えてよかった」

「……私も」

　少しずつ冷静になってきて、自分の態度があまりにも子供っぽかったと後悔し始める。

「ついていくと言ってくれて嬉しかったよ。ただ……ひと晩考える時間をあげよう」

　私は柊吾さんの言葉にキョトンとなった。

「たった今……無理矢理一緒に帰国させたいって、言ってくれたのに。どうして？」

　柊吾さんの考えていることがわからなくてもどかしい。

「落ち着いたら考えが変わってくるかもしれないからだ。言い出せなくなって、後悔してほしくない」

　柊吾さんは私に逃げ道を作ってくれているんだ。やっぱりパリに残りたいと思い直したときのために。

　寛大な彼にまた瞳が潤み始めてくる。

「柊吾さんは優しすぎるよ。初めて会ったときは、意地悪な男って思ったくらい失礼だったのに」

　柊吾さんはフッと口元を緩ませて笑う。

「意地悪な男は心外だな。心春がかわいくて見惚れていて、助けが出遅れたんだ」

「……今は優しくて、思いやりのある、最高の旦那さまよ」

「最上級の賛辞をありがとう」

　白い歯を見せて破顔する柊吾さんに、私は抱きついて彼の胸に顔を寄せた。




　夕食は簡単にトマトソースのパスタと昨日作っておいたポテトサラダで済ませ、まだ仕事があるという柊吾さんは書斎へ行ってしまった。

　離れて、私に考える時間を与えようとしているのかもしれない。一緒にいては冷静に考えられないだろうと。

　ひとりになって、入浴を済ませてベッドに入る。まだ柊吾さんは書斎だった。

　帰国した日なのに……。

　空いている隣のスペースに身体を向けて、これからのことを考える。

　それが、柊吾さんがここにいない理由だから。




　翌朝、目を覚ましてハッとなった。隣に柊吾さんの姿がなかったからだ。

　でも、枕にくぼみはあるから、眠らなかったわけじゃないと胸を撫で下ろす。

　時計の針は六時を指している。

　パジャマにカーディガンを羽織って、床に足をつけたとき、ドアが開いて柊吾さんが現れた。

「おはよう。起きているとは思わなかった」

　柊吾さんはすでにフルオーダーメイドのスーツを着ていた。

「おはよう……柊吾さん、もう行くの……？」

　彼は片方のポケットに手を入れ、その場につっ立っている私のところへ、アンニュイな雰囲気をまとい近づいてくる。

「いや、カフェで朝デートをしよう」

「えっ？　これから？」

　目を丸くする私の額に、おはようのキスがチュッと音を立てて落とされる。

「そう。たまにはいいだろう？　カフェのクロワッサンが食べたくなったんだ」

「うん！　今すぐ用意するね」

　私はクローゼットに進み、クリーム色の厚手のセーターとブラックデニムを手にすると、パウダールームに駆け込んだ。




　アパルトマンから徒歩三分のところに朝六時から開いているカフェがある。

　そこへ向かう途中、木枯らしが頬に当たり、寒さにブルッと震える。そんな私に柊吾さんは自分のマフラーを外して、頬もすっぽり覆うように巻いてくれた。

「柊吾さんが寒いよ」

　首まで閉まるダウンジャケットを着ているから、マフラーはしてこなかったのだ。

「数分でも風邪を引くんだ。俺は大丈夫。心春よりは頑丈にできているから」

「う……ん……。じゃあ、カフェまで競争しよう！」

「あ、おいっ、心春！」

　私は二十メートルほど先にあるカフェめがけて駆け出し、少し遅れて柊吾さんも追いかけてきた。

　数秒後、スニーカーの私よりも革靴を履いている柊吾さんのほうが早い結果となった。

「っ、はあ～　革靴に負けるなんて思わなかった……」

「足の長さじゃないか？」

　柊吾さんが片方の口角を上げてニッと不敵に笑い、ドアを開けた。

　店内は赤と白のギンガムチェックのテーブルクロスが敷かれ、かわいらしい雰囲気だった。六時三十分を回ったところだが、ほどほどに店は混んでいる。

　私たちは奥のふたり掛けのテーブルに案内された。

　柊吾さんはふたり分のカフェオレとクロワッサン、それにガレットをオーダーする。

　ガレットは目玉焼きと生ハム、チーズがのっているもので、ふたりでシェアすることにした。

　大きなカップに入ったカフェオレとクロワッサンがすぐに運ばれてくる。

「いただきます」

　私は両手を合わせてクロワッサンをちぎってカフェオレに浸してから口へ運ぶ。

　柊吾さんも食べ始める。

　少しお腹を満たしてからジュリアンが謝りに来てくれたことを話す。

「心春が気にかけていたのはわかっていた。仲直りができてよかったな」

「うん。ジュリアンとポーリンはひとりっ子の私にとって、弟妹みたいだったから」

　私は食べる手を止めて、にっこり笑った。

　ほどなくしてガレットも運ばれてきて、柊吾さんが綺麗なナイフとフォーク使いで切り分ける。

「はい」

　フォークの上にのったガレットを私の口元へ持ってくる。

　こういったことも少し慣れてきているから、口を大きく開けてパクッとそれを食べる。

「うん！　いける！　柊吾さんも熱いうちに食べて」

　こんな時間が楽しくて、好きな学校へさえも行きたくなくなってくる。

　お皿がすっかり綺麗になり、帰り支度を始める。

　ダウンジャケットを着た私の首に、柊吾さんがマフラーを巻いてくれた。

「大丈夫なのに……」

「行こう」

　柊吾さんは私の頭を、手のひらでポンポンとふんわり二回撫でた。

　カフェを出ると、再び冷たい風にさらされる。だけど手を繋いでいれば暖かく感じられた。

　街路樹に頑張ってくっついていた枯葉が風で揺れて、ひらひらと私の頭にのった。

「心春にお客さまだ」

　柊吾さんは笑いながら立ち止まり、それを取る。

　彼の言葉がかわいくて、私はフフッと笑って落ち葉を受け取った。

「柊吾さん」

　私は背の高い彼を仰ぎ見て、柊吾さんの両手を握る。柊吾さんは首を微かに傾けて私を見つめた。

「……ひと晩考えたけど、私は柊吾さんのそばにいたいの。昨日話した通り、柊吾さんがそばにいてくれないと寂しくて死んじゃう。だから、一緒に帰国する」

「心春……ラパンみたいだもんな。たしかに小動物っぽい」

　柊吾さんの瞳にホッとしたような色が見えた気がした。

「ラパン……、ラパン……って、あっ！　ウサギね!?　私が小動物っぽいって、褒めてるの？　それともけなしてる？」

「褒めているんだ。かわいらしくてずっと抱きしめていたくなる」

　柊吾さんは端整な顔をほころばせて、繋いだ両手を引き寄せる。

「あっ！」

　次の瞬間、私は柊吾さんに強く抱きしめられていた。

　人々が行き交う歩道で。

「心春、ありがとう。君は最高の奥さんだ」

　柊吾さんが私の唇を優しく塞いだ。

　そのキスは甘く心の中に浸透していった。

　ひとしきりキスを堪能した柊吾さんが身体を離し、私を不思議そうな顔で見つめる。

「どうしてそんなふうに見るの……？」

「いや、心春は大胆になったなと思ったんだ」

「ここはパリだから。日本では道端でキスしないでね」

「それは約束できないが、努力はしよう」

　柊吾さんはスッと近づき、おでこにチュッとキスをして、私の手をしっかり繋ぐとアパルトマンに向かって歩き出した。




　私たちは十日後に帰国することになった。

　パリ市内のあちこちでクリスマスイルミネーションを見られるようになったけれど、ロマンティックなパリでクリスマスを過ごす前に帰国が決定して残念だった。

「クリスマスをここで過ごしたかったな」

　そう言うと、柊吾さんは私の少し膨らませた頬を軽くつまむ。

「心春はあとから帰国してもいいんだよ」

「っ！　も、もうっ！　柊吾さんがいなきゃ意味ないでしょ」

　真っ赤になってしかめっ面する私だ。

「来年はここで過ごせるように努力すると約束する」

「本当!?　約束だからねっ！」

　途端に私の顔が明るくなり、そんな単純な姿を彼は楽しそうに笑う。

　最近、柊吾さんの手のひらの上で転がされているような気がしてきている。

　好きなんだからしょうがないか……。




　語学学校を中退することをアリッサとベラに話した。

　彼女たちはがっかりした表情で、「事情があるのだから、残念だけどしょうがないね。頑張ってね」と、別れに泣きそうな私を励ましてくれた。

　私たちは再び会うことを誓った。

　気の置けないふたりとの別れは寂しかった。彼女たちがいたから、学校生活も楽しく過ごせたから。

　そして、パリで一番お世話になったオーリィ家への挨拶も悲しみに襲われる。

　日本へ帰るのが嫌なのではない。柊吾さんのそばにいたい気持ちはなによりも勝る。

　それでも別れはいつだって悲しい。

　私は泣かないと決めた。私が涙を流せば、柊吾さんに気を使わせてしまうから。

　帰国の前日、私と柊吾さんはオーリィ家へ挨拶に行った。

　梨沙が焼いてくれたガトーショコラとアールグレイティーで午後のお茶の時間を楽しみながらのお別れだった。

　楽しい時間は瞬く間に過ぎて、オーリィ一家はアパルトマンの下で見送ってくれる。

「ハル、日本へ行ってもちゃんとフランス語の勉強は続けてね」

　梨沙が瞳を潤ませながら言葉にする。

「はい。必ず」

　私は梨沙に抱きついて力強く約束した。

「ハル。私のお姉ちゃん。寂しいわ」

　ポーリンが私の手を取る。彼女は別れを惜しんで泣いている。ジュリアンもポーリンの横に立って瞳を曇らせていた。

「私も。今度は東京で会いましょう。クリスマス休暇に。一緒に原はら宿じゅくに行こうね」

　ポーリンが原宿に行きたがっているのを知っていたからそのことを口にすると、彼女は泣きながら笑顔になる。

「うん。絶対ね」

　ポーリンといつも以上に長くハグをした。そして私は隣のジュリアンに笑顔を向ける。

「ハル、またね。柊吾さんと幸せに。東京へ行ったら案内して」

「ジュリアン、勉強頑張ってね。東京で行きたいところ考えておいて」

　ジュリアンとも軽いハグをして、迎えの車に乗り込んだ。

　永遠の別れではない。今月下旬にはオーリィ家が日本へやってくるのだから。

「心春、大丈夫か？　窓を開けよう」

　車の横でオーリィ家が手を振っていた。

　隣に座る柊吾さんは、運転手に窓を開けるように指示する。

　私が窓から顔を出してもう一度別れの挨拶をしたところで、車が動き出した。

「オーリィ家は心春にとって、第二の家族のようなものだな」

「第二の家族……そう。その言葉がぴったりね！　すぐに会えるから、全然寂しくないの」

　にっこり笑う私の手を柊吾さんがふんわりと握る。

「心春、俺の前では無理をしないでいいんだ。俺が全部受け止めるから」

　柊吾さんの端整な顔を見つめ、彼の存在の大きさを再確認する。

　もう私の人生は彼なしでは考えられない。彼がいなければつまらない人生になるのだという思いに駆られる。

「ありがとう。柊吾さん」

　私の心の中は冬の寒いパリで暖炉にあたっているくらい暖かくなった。










日本での新生活




　十二月十日、柊吾さんと私は羽田国際空港に降り立った。

　実家の両親が迎えに来ると言ってくれたが、新しい住居への引っ越しもあり慌ただしいため、また後日に会うことになっている。

　パリを前日の二十時に出発し、到着は日本時間の十四時四十五分。予定より二十分早く着陸した。

　入国審査、税関の手荷物検査を終えて出口に向かう。

　ほとんどの荷物は送っているので、スーツケースひとつだけで、柊吾さんが引いてくれている。

「疲れただろう」

「ううん。機内は快適だったし、残務整理と引き継ぎでずっと忙しかった柊吾さんのほうが疲れていると思う」

「俺は大丈夫だ。迎えが来ているはずだから。すぐに家で休めるよ」

　新しい住まいは八神物産の不動産部門が探してくれた。麻あざ布ぶのタワーマンションだと聞いている。実家と同じ港区。

　到着ロビーを出ると、柊吾さんのもとへひとりの女性が近づき、丁寧に頭を下げた。

「お疲れさまです」

　私はキャメル色のコートを着た女性に見覚えがあった。パリの空港で柊吾さんと歩いていた女性だ。

「心春、紹介しよう。俺の第二秘書をしている辻つじ野のさんだ」

　柊吾さんの言葉で、その女性が秘書だったことがわかり安堵した。

　彼女のことはもう気にはしていなかったが、やはり誰なのかわかるとホッとする。

「社長の第二秘書の辻野です。お車を待たせております。どうぞ」

　挨拶された私はなんと言っていいのかわからず、ただ頭を下げた。

　辻野さんは腕時計を見てから手際よく出口へと促す。

「行こう」

　柊吾さんは私の背に手を置き、歩き出した。

　車に向かいながら、私は妻らしく挨拶できなかったことにため息をつきたくなった。

　でも、ああいう場面でなんて言ったらいい？　『うちの主人がお世話になっています』？　それとも『家内の心春です。よろしくお願いします』？

　いくつかの言葉が頭に浮かんだけど、恥ずかしくて声に出せなかった。

　そんな自分を子供だなと思い、自己嫌悪に陥る。

　空港の外では、黒塗りの高級車が待っていた。運転手が車の横に立っており、柊吾さんからスーツケースを受け取り、トランクに入れる。

　その間に、辻野さんが後部ドアを開けた。私が先に乗り込み、柊吾さんが隣に座る。辻野さんは助手席だ。

　私たちがシートベルトを装着すると車は静かに動き出した。

「辻野さん、明日の予定を確認したい。変更はないか？」

　柊吾さんが声をかけると、彼女は上半身を後ろに向け、手に持つタブレットを見ながら口を開く。

「はい。変更はありません。九時三十分より取締役会議、その後、専務と常務とランチミーティング。十四時から主要な取引先の挨拶回りを予定しております」

　明日から八神物産の社長としての仕事が始まる。スケジュールを聞いているだけで、大変そうだ。

　パリでは真夜中も働いていることがあったけど、それとは比較にならないくらいに忙しくなるのかも。

　早くもパリでの生活が懐かしくなる私だった。

　そのあとも、柊吾さんと辻野さんは仕事の話をしており、私は邪魔をしないように窓の外を眺めていた。




　麻布のタワーマンションの車寄せに停車した。

　外側からドアマンに開けられ、私が車外に出る。と同時に反対のドアから柊吾さんも地面に長い足をつける。

　辻野さんはすでに大きめのバッグを肩から提げ、タブレットを抱えた状態で私たちを待っており、彼女の案内で歩を進める。

　エントランスホールでコンシェルジュの北きた山やまさんという男性に出迎えられ、挨拶された。

　私のお父さんと同じくらいの年代だろうか。五つ星ホテルのコンシェルジュだとしてもおかしくないくらいの清潔感のある男性だ。

　ホールは吹き抜けになっており明るく、御影石と大理石を使った内装は高級ホテルのよう。ラウンジもあり、座り心地のよさそうなソファが置かれている。

　辻野さんの先導で、柊吾さんと私はエレベーターに乗る。

「四十階建ての最上階になります。三十階にはラウンジバーがあり、スパやエステ、ジムなどの施設が一階から三階にかけてあります」

　私は最近のマンションはそんな設備まであるんだと、感心しながら聞いていた。

「柊吾さん、すごいマンションだね」

「そうだな。条件をクリアしたところを選んだんだ」

　パリのアパルトマンも素敵だったが、このマンションは近代的でまるっきり趣が違う。

　私はパリのアパルトマンのほうが好き。とはいえ、ここはパリではなく日本だ。

「最上階は三世帯のみですが、まだ入居はされておりません」

　辻野さんはエレベーターを降りて一軒目のブラウンの大きなドアの前に立ち、鍵を開ける。

　御影石が敷かれた玄関は広く、汚れひとつなくて足を踏み入れるのが申し訳なくなるくらいだ。

　パンプスを脱ぎ、スリッパに履き替え、室内へ入る。

　五メートルほど廊下があり、その先のドアが開けられると、光が飛び込んできた。窓が一面に広がっていてとても明るく、日差しが降り注いでいた。

　そこはリビングで、すでにモデルルームのように洗練された家具が入っていた。

「お時間がなかったので、生活に必要な家具をインテリアコーディネーターに依頼してご用意させていただきました」

　辻野さんの説明に私は頷く。

　柊吾さんとの新生活だから家具などは自分で選びたかったが、急な帰国だったし、すぐに必要なので仕方がない。

「素敵なインテリアですね」

　私が自分で選んだら、この部屋にそぐわないかもしれない。柊吾さんのためにはすぐに落ち着ける環境が不可欠だ。

「気に入ったかい？」

　柊吾さんが隣に来て口元を緩ませ尋ねる。

「なにもかも綺麗だから汚さないようにしないと」

　私がにっこり笑うと、背後で辻野さんが口を開く。

「ハウスキーパーも週三日依頼しております。掃除から料理までできるスペシャリストを手配する予定です」

　ハウスキーパーと聞いて困惑する。

「柊吾さん、必要……？」

「心春に負担をかけたくないんだ。週三日ならちょうどいいと思う」

「八神物産の社長夫人なのですから、ハウスキーパーを雇うのは普通のことです」

　柊吾さんの言葉に続いて、辻野さんも畳みかけるように話す

「様子を見て、心春が家事を負担に思わなかったら変更すればいい。君に任せるから」

　柊吾さんは私の手を引き、奥にあるマスターベッドルームや書斎、私の部屋などを見ていく。広いドレッシングルームまであった。

　ひと通り見て回ると、外の陽も落ちてきた。

「辻野さん、ありがとう。住み心地がよさそうだ」

「喜んでいただけてよかったです。明日は八時に車が迎えに参ります。それでは失礼いたします」

　玄関へ向かう辻野さんを見送る柊吾さんのあとを追いかけ、私も頭を下げた。

　ドアが閉まり、ふたりだけになった。柊吾さんが私を抱きしめる。

「心春。お疲れ」

「柊吾さんもね」

　ピタッとくっついている身体を離し、手を繋ぎながらリビングへ入る。

「もう五時か」

　腕時計を確認した柊吾さんは私をソファに座らせる。

「柊吾さん、お義父さまのお見舞いに行きたいのだけど……」

「ありがとう。だが、どうだろうな。父の姿に心春はショックを受けると思う。俺でさえ、すぐに立ち直れなかったくらいだ」

「でも、私は柊吾さんの奥さんでしょう？　お義父さまがどんな姿でも顔を見せに行かなきゃ。明日から柊吾さんは忙しいはずだから」

　柊吾さんは笑顔で頷き、私の鼻のてっぺんにキスをした。

「さすが、俺の奥方だ。出かける用意をして」

「はいっ」

　私はソファから立ち上がり、マスターベッドルームの隣にあるパウダールームへ向かった。




　部屋を出てエレベーターに乗り込み、柊吾さんがボタンを押す。

　行き先はエントランス階ではなく、地下一階だ。

「地下一階……？」

「車で行こう」

「えっ!?　車って、柊吾さん免許持っていたの？」

　素っ頓狂な声を出した私に、柊吾さんは苦笑いを浮かべてからクッと喉の奥で笑う。

「もちろんある。どうしてそう思うんだ？」

「だって、ずっと運転手付きの車だったから……」

「運転手のほうが土地に詳しいからね」

　私は納得して頷く。

「心春は持っていないよな？　ドライビングスクールへ通う？」

「う～ん……落ち着いたら」

　電車の駅が近くにあるから、運転免許は必要かよく考えてからにしたい。




　それから私たちは車で、千ち代よ田だ区にある渡わた会らい医科大学付属病院へ向かった。

　イタリアの高級車を柊吾さんは巧みに操っている。

　シルバー色の高級セダンで、柊吾さんのようにかっこいいフォルム。シートは包み込まれるように座り心地がよくて、飛行機のファーストクラスのように最高だ。

　柊吾さんが運転する姿を、助手席から素敵だなと思いながら見ていた。

　お義父さまは特別室に入院していた。柊吾さんの言う通り半身が動かなくて、言葉も拙つたなくなっていたけど、私を見て喜んでくれた。

　柊吾さんの示し唆さしたように、変わらざるを得なくなった姿に、やはりショックを受けたことは否めない。

　病室にいたお義母さまと三十分ほど話をして、「帰国した当日で疲れているでしょうし忙しいのだから、帰りなさい」と気遣われた私たちは病院をあとにした。

　車内時計はもうすぐ十九時になろうとしていた。

「お腹が空いただろう。レストランへ寄っていこう」

　レストランかぁ……ちょっと疲れちゃったし、柊吾さんも明日からお仕事……。

「どうした？　なにか食べたいものがある？」

　ちょうど赤信号になり、ステアリングを握る柊吾さんは私のほうを見る。

「……ん。お弁当屋さんののり弁が食べたいな。明日から仕事が大変だし、買ってお部屋でゆっくり食べよう？」

「のり弁か。懐かしいな。それでいいよ」

「どこにあるか、今検索するね」

　私はスマホをバッグから取り出して、マンション近辺のお弁当屋を探した。

「あった！」

「心春、ナビに住所を入力して」

「はい」

　私は慣れないナビをいじって、お弁当屋の住所を入れた。




　無事にお弁当を買い、タワーマンションの部屋に戻ってきた。

　キッチン道具は不自由しないくらいに一式揃っている。

　最新式のウォーターサーバーもあり、キッチンでお茶を淹れると、ダイニングテーブルでお弁当の包みを広げている柊吾さんのもとへ持っていく。

　イスに座り、私たちは「いただきます」と両手を合わせて食べ始めた。

　柊吾さんのお弁当は大盛り。

　久しぶりに食べるのり弁はとてもおいしく感じる。

「……柊吾さん、私がいるのに、ハウスキーパーはいらないと思うの。私、主婦だし、ちゃんと家庭のことをやらなきゃ」

「心春、君はこれからなにをしたい？　夢を諦めることはないんだよ」

　私の夢はフランス語を流暢に話せるようになって、美術の眼識を養い、お父さんの仕事を手伝うことだ。

　フランス語は柊吾さんに普段話してもらって、勉強すれば上達するだろう。

「大学もいいと思うが？」

「フランス留学から戻ったら、大学で美術史学を学ぼうかと考えていたけど……」

「藤井画廊を手伝いたいんだろう？　心春の美術の知識は俺も舌を巻くくらいだが、まだ若いし、すぐに働かなくてもいいと思うんだ。まずは外語大学でフランス語を専攻してもいい。もちろん、美術史学のある大学も選択肢に」

　柊吾さんと結婚したときは、約束の日で離婚をして、語学学校の卒業を待って帰国し、大学で勉強をしてお父さんの仕事を手伝おうと思っていた。

　でもそれは柊吾さんを愛した時点で、二の次になってしまった。

　私はここで柊吾さんのためになにができるかな……。

「……柊吾さんは、私に望むことはある？」

「心春に望むもの？　君が幸せで毎日が楽しければなにもない」

　彼は真摯な表情で、すぐにきっぱりと言い切る。

　深い海のように私を愛してくれている柊吾さんにやっぱり報いたいと思う。

「……少しだけ考えたい」

「ああ。それがいい。しばらく遅い帰宅になると思う。友人に会って相談するのもありだよ」

　私はコクッと頷いて、残りのから揚げを口にした。




　翌日、私が作ったイングリッシュブレックファーストを食べた柊吾さんは仕事に出かけていった。

　今日はパリから送った荷物が届く予定で、お昼前に十五個の段ボール箱が運ばれてきた。

　主に柊吾さんの衣服や書籍。それらを開かい梱こんし、書籍は書斎の本棚へ、衣服はドレッシングルームにしまう作業に費やした。

　まだ六箱しか開梱できていないのに、その作業は午後いっぱいかかってしまった。

　夕方に柊吾さんから夕食はいらないとの電話があり、夕食は簡単にわかめと卵を入れたうどんにした。二十一時と、遅い夕食になってしまった。

　リビングの隅に段ボール箱はまだ九個残っている。

　あ！　そういえば、柊吾さんのネクタイをまだ出していなかった。何本かはクローゼットに入っているようだけど、好きなネクタイをつけたいかもしれない。

　私はうどんを食べ終えると、再び段ボール箱の中身と格闘した。ようやく目当てのネクタイを見つけた頃には一時間が経っていた。

　十畳ほどのドレッシングルームは壁に沿って服がかけられ、中央にはカフスや腕時計などの小物が収納できるガラスケースがあった。

　ネクタイを皴しわにならないよう丁寧にクルッと丸めてガラスケースの仕切りの中にしまう。

「ショップみたい。お客さま、こちらのネクタイがお似合いかと思います。なんてね」

「お店屋さんごっこかい？　心春が店員だったら全部買い占めそうだ」

　半分ほどしまい、出来栄えに満足していると、突如として柊吾さんの声が響き、ビクッと肩を跳ねらせた。

　あわあわと振り返った私の目に、開いていたドアに寄りかかり口元を緩ませる柊吾さんが映った。

「柊吾さんっ！　気がつかなかった。お帰りなさい」

「ただいま」

　柊吾さんが私のところまで来て抱きしめる。

「心春に会えない一日は長かった」

　大事な宝物を抱きしめるような優しさで腕が回り、チュッと唇にキスを落とされる。

「私も」

「それにしても大変だったろう？　ゆっくり整理すればいいのに。まあ、かわいい心春が見られたから俺は得したが」

「もうっ、顔から火が出そう……」

　楽しそうにからかわれて恥ずかしくなり、頬に熱が集中した私は両手を顔にやった。

「お風呂はまだ入っていない？」

「う、うん」

「ちょうどいい。一緒に入ろう。バスタイムさえも離れているのがもったいない。心春にそばにいてほしい」

「柊吾さん……私も」

　私は背伸びして柊吾さんの形のいい唇にキスをした。




　その週の金曜日、真悠と裕美のふたりと会うために私は渋しぶ谷やに向かっていた。

　待ち合わせは十七時。

　今日の服装は、赤いワンピース。腕とデコルテにレースが施され、スカートは膝下のマーメイドライン。その上からパリで柊吾さんに買ってもらった上質なカシミアの黒いコートを羽織っている。同じ生地のベルトでウエストを結ぶエレガントなデザインだ。肩甲骨まである黒髪は、そのままふんわりと肩に下ろしている。

　帰国してから、おしゃれをして出かけるのは初めてだ。

　道どう玄げん坂ざかにあるチーズフォンデュのお店を、チーズ好きな真悠が予約してくれていた。

　ショルダーバッグの他に、彼女たちのパリのお土産が入っているショッパーバッグを手にして、お店のドアを開けた。

「いらっしゃいませ」

「工藤さんで予約しています」

　男性店員に名前を告げると、奥のほうで真悠が手を振るのが見えた。

「あ、あそこに」

　私は男性店員から離れ、奥へ歩を進める。

「心春！」

　四人掛けのテーブルに裕美と真悠が座っていて、笑顔で私を見る。

「心春ったら、結婚する前より綺麗になってる！」

「そりゃ、旦那さまに愛されていたら綺麗になるよ」

「めちゃくちゃ幸せそうだよね」

「うん！　オーラがピンク色！」

　私を見たふたりはふざけているのか口々に褒める。

「はいはい。お土産どうぞ」

　コートを脱いで真悠の前に座り、持っていたショッパーバッグを彼女たちに渡す。

「ありがとう！　開けていい？」

　ふたりは笑顔でお土産を受け取り、裕美が聞いてくる。

「もちろん！」

　そこへ女性店員が注文を取りに来たので、一時中断し、オーダーをする。

　それから彼女たちは嬉しそうにお土産を取り出し、四角い箱のブルーのリボンを外した。

「きゃーっ、ネックレスっ！　かわいい！」

　私はふたりにアクセサリーを選んでいた。それぞれの誕生石が入ったものだ。

　喜んでくれる彼女たちを見て笑顔になる。

「それと……イタリアのチョコレート？　イタリアへ行ったの!?」

　ローマで買ったチョコレートは、各観光名所のイラストが入った〝ザ・お土産〟を選んだ。

「うん。一泊二日だったけれど、すごく楽しかったよ」

「いいな～。素敵な旦那さまと幸せなんだろうな～」

　以前、私は柊吾さんとのツーショット写真を彼女たちにＬＩＮＥで送っていた。柊吾さんの姿を見たふたりは『めちゃくちゃかっこいい！』と褒めてくれていたのだ。

「幸せだから、一緒に帰ってきたの。一週間柊吾さんが日本へ戻ったとき、寂しくて死にそうだったんだ」

「死にそうって、大袈裟なんだから」

　真悠が大きな口を開けて笑う。

　果肉の入ったフレッシュなフルーツジュースと、前菜のチーズと生ハムが運ばれてきた。ここはチーズのお店で、一番のメインがチーズフォンデュ。

「でもさ～あんなに悩んでいたのに、結局は寂しくて死んじゃうって、どうなのよー。羨ましすぎる。私にもあんな旦那さまが欲しい。心春にあやかりたい」

　真悠がニヤニヤしながら私をからかいつつも本音を言うと、裕美も大きく頷く。

　ゴルゴンゾーラチーズと蜂はち蜜みつをのせて食べるピザやフライドポテトもテーブルに並ぶ。

　恋バナも好きだけど、食欲もある三人はがっつり口に入れている。

「それで、心春。これからなにするの？　専業主婦？」

　フルーツジュースをおかわりしたところで裕美が聞く。

「大学へ行こうか迷ってる」

　そのことを彼女たちに相談しようと思っていたところだ。

「行けばいいじゃん。まだ若いんだし、専業主婦も羨ましいけど、時間はたっぷりあるんだし勉強すればいいよ」

　真悠の言葉に裕美も大きく頷く。

「だよね。家にいてもつまらないし、お父さんの仕事を手伝うにはまだまだだし……」

「まあセレブ妻なんだから、エステにネイルにのーんびり生活もできると思うけど、それじゃあ、好奇心旺盛な心春は退屈だもんね」

　私のことを一番よくわかっているのはこのふたりだ。ふたりとはどんな恥ずかしいことも話せる関係だった。

　メインのチーズフォンデュが運ばれてきて、フォンデュ鍋の中でチーズがグツグツいっている。

「うわっ、よだれが出そう。食べよう！」

　真悠が、先がフォークのようになっているチーズフォンデュ用の長い串を私たちに渡してくれた。

　私はお肉よりもパンにつけるのが好きで、まずそれを刺してチーズに絡めると、熱々を口に入れる。

　ハフハフしながら食べると、口の中が濃厚なチーズでいっぱいになった。

　とてもおいしい。今度は柊吾さんと来たいな。

　彼は帰国してからずっと忙しく、今日も会食で遅くなると言っていた。

　明日は土曜日。

　ようやくふたりの時間がもてるのが楽しみだった。




　土曜日は柊吾さんと部屋で濃密で幸せな時間を過ごし、日曜日は千代田区にある美術館へ足を運んだ。

　ピカソやシャガールなど有名画家の作品が数点展示されているのだ。

　それから夕食は五つ星ホテルのレストランでフランス料理を堪能し、有意義な休日になった。

　大学受験をすることも話した。柊吾さんは満足そうに頷いて喜んでくれた。

　高校では志望の私立大学は合格ラインだった。でも、今は勉強からだいぶ遠ざかってしまっている。

　来年の受験に備えて書店で参考書を買い、勉強を始めた。




　月曜日は柊吾さんが仕事に出かけたあと、ハウスキーパーの女性がやってきた。

　今日から月・水・金曜の午前中だけ来てもらうことになった山やま下したさんだ。

　ベテランの彼女は五十代で、三人の大学生の子供がいる。ふくよかな体型はドラマに出てくる日本のお母さんみたいで、会ってすぐに親しみが湧いた。

　山下さんにはお掃除と食材の買い物を頼む。それと、二品くらいの煮物や副菜を。すべて作ってもらうと、私の料理が上達しないからだ。

　山下さんにお掃除を任せて、私は自室へ行く。

　八畳ほどのその部屋には白いデスクと本棚があるだけ。

　デスクにつき、パソコンを開いて電源を入れると、メールが届いていた。

「梨沙からだ」

　嬉しくて顔をほころばせながら読み進めているうち、落胆していく。

　クリスマス休暇は、オーリィ氏が仕事関係の友人にイギリスへ招待されたため、家族で行くことになったそうだ。日本へは来年行くからね、と。

「そっか……残念……」

　独り言ちて、大きなため息が漏れる。

　でも一生会えないわけじゃないし。来年を楽しみにしておこう。

　梨沙に返事を送り、パソコンを閉じた。




　柊吾さんは二十一時過ぎに帰宅した。

　私が作った大根おろしと大葉の和風ハンバーグと、山下さんお手製のきんぴらとマカロニサラダをテーブルに並べた。

　今日から働いてもらった山下さんがとても感じのいい人だったことを話す。

「さて、問題です！　私はどれを作ったでしょうか？」

　席についてお箸を持った柊吾さんに私はニコッと笑みを浮かべる。

「心春が作った料理？」

　柊吾さんはランチョンマットに並んだ料理を、涼しげな眼差しで眺める。

「食べてからじゃダメか？」

「ダメです。食べたらわかっちゃう。見た目でお願いしますっ」

　首を左右に振って顔をしかめる私に、柊吾さんは苦笑いをする。

「なるほど……」

　柊吾さんは顎に手を置いて少し考えてから口を開く。

「ハンバーグだな」

　ズバリ断言されて私はポカンと口を開ける。

「なんで、わかったの？」

「当たったか」

　柊吾さんはフッと笑みを漏らす。

「当てずっぽうだったの？」

「当てずっぽうというか、心春は一生懸命だからメインはなにがなんでも自分で作ると思ったんだよ」

　柊吾さんの言葉に私の顔が緩みそうになる。

　私のことをわかってる……けど、一生懸命だからじゃなくて、主になるメニューは私が作って柊吾さんに食べてもらいたいからだ。

　ハンバーグを切って口に入れた柊吾さんは「うまい！」と言ってくれる。

「さっぱりしていて、何個でも食べられそうだ」

　柊吾さんのお皿には手のひらより少し小さめのハンバーグがふたつ。

「まだあるからおかわりしてね」

　最初の頃は失敗ばかりだったけれど、最近は簡単な料理はまずまずの出来だった。

　柊吾さんが満足してくれるのがなによりも嬉しい私だ。

「あ、オーリィ家なんだけど、日本へ来られなくなったの。オーリィ氏の仕事関係の友人に誘われたとかで、家族でイギリスへ行くことになって」

「そうか……政治家だから、付き合いもあるだろう。残念だな」

「うん……でも来年は来られるそうだから。それを楽しみにしてる」

　ジュリアンとポーリンからも、残念でがっかりしているとメッセージをもらっていた。

「来年を楽しみにしよう。その前に俺たちが先にパリへ行けるかもしれない。そうだ。父が二十四日に退院するんだ。母から退院祝いをするから日曜日に遊びに来てくれと言われている」

「お義父さまが金曜日に退院……よかった」

　もっと長い入院だと思っていたから安堵した。

「まあ常勤のヘルパーに付き添ってもらうが、父も自宅に戻れば気分転換になるだろう。心春？」

　私がお義父さまのことで考え込んでしまったのがわかったのか、柊吾さんが名前を呼ぶ。

「クリスマスイブはなにをしたい？　なんでも言って」

「イブは……金曜日だよ？　柊吾さん、お仕事あるし……私がお料理作って待っていてもいい？」

「心春が大丈夫なら。本当にそれでいいのか？」

「はいっ」

　私はさっそく、ふたりの初めてのクリスマスになにを作ろうかなと考え、楽しみで顔をほころばせた。




　翌日、勉強の合間にクリスマスメニューをネットで検索した。

　マウスをクリックしてレシピを見る。

「チキン、チキン……あ！　鶏肉のフリカッセ！　これにしよう」

　生クリームを使ったフレンチだ。パリを思い出しながら食べられそう。

　クリスマスケーキはお店で買ってこよう。さすがにケーキを作る自信はないから。

　スマホのメモ帳に夕食に必要な食材を書き出し、私は満足げに微笑んだ。




　金曜日のクリスマスイブ当日、朝からやってきた山下さんに食材の買い出しをお願いして、私は銀座のデパートへ向かった。

　柊吾さんのプレゼントを購入してから、大混雑しているデパ地下で好きなパティスリーのホールケーキを三十分ほど並びなんとか買って、急ぎ足で戻る。

　自宅に戻ったのは十四時近くで、午前中契約の山下さんはすでにいなかったけれど、メモがあり、冷蔵庫にお願いした食材が入っていた。

　柊吾さんの帰宅予定は十九時。

　クリスマスプレゼントはネクタイにした。ショップを開けるくらいたくさん持っているけれど、私が自分で選んだネクタイを身につけてほしかった。

　柊吾さんからは『必要なものがあれば使いなさい』とクレジットカードを受け取っている。しかも、未成年が使用するには恐れ多いブラックカードを。

　でも、プレゼントは自分のお金で買いたかったから、カードは使っていない。

　十六時からキッチンに立って料理を作り始め、見た目は上手にできた。実際に味見をし、自分でもこんなにおいしくできたのには驚きだった。

　テーブルにバラの花を飾り、ガラスに入った円柱型のロウソクも三個真ん中に離して並べた。ランチョンマットはグリーンで、クリスマスカラーを意識したテーブルセッティングができあがった。

　この部屋に足りないとしたら、クリスマスツリーだ。

「来年は飾ろう」

　綺麗に仕上がったテーブルを見て、笑みを浮かべた。




　それからリビングのソファで柊吾さんの帰宅を待ちながら勉強をしていると、スマホが鳴った。

　時刻は十八時三十分。電話は柊吾さんだった。

　私はふいに嫌な予感に襲われる。

「もしもし……？」

《心春、すまない。まだ仕事が終わらなくて、帰宅が遅くなりそうだ》

　電話の向こうはガヤガヤしている。会議の合間に電話をしてきてくれたのかな。

「うん。わかった。仕事頑張ってね」

　そのとき、電話の向こうで《シャンパンはいかがですか？》と、女性の声が聞こえた。聞き覚えのあるその声は、辻野さんみたいだ。

　シャンパン……。

《料理は帰ってからいただく。心春は待たずに先に食べているんだよ》

「……先に……うん。なかなかの出来だから、柊吾さん食べてね」

　柊吾さんはもう一度謝ってから通話を切った。

　スマホをテーブルの上に置いて、ガクッとうなだれる。

　会社勤めをしたことがない私には柊吾さんの世界はわからない。事情があるのだろうし、柊吾さんは連絡をしてくれたのだから、理解のある奥さんにならなきゃ。

　待たずに先に食べてと言うからには、帰宅が遅くなるに違いない。

「うん！　食べよう！」

　私は大きく頷いて、ソファから元気よく立ち上がった。




　柊吾さんは二十四時になる少し前に帰宅した。

「お帰りなさいっ」

　リビングのラグの上から立ち上がる。

「ただいま。夕食をひとりにさせてすまなかった。勉強していたのか」

　柊吾さんは黒のロングコートを脱いでから、私を抱きしめて額にキスを落とす。

　外気をまとった彼の身体は冷たい。もこもこした素材のルームウエアを着ていた私にもそれが伝わってきた。

「寒かったでしょう？　お仕事お疲れさまです。スープ温めてくるね」

「ありがとう。手洗いをしてくる」

　柊吾さんはマスターベッドルームの横のドアへ消え、私はキッチンへ向かう。

　梨沙に教わったオニオングラタンスープとチキンを温めているうちに、冷蔵庫から真ま鯛だいのカルパッチョを出して、テーブルへ運ぶ。

　柊吾さんはスーツの上着を脱いだ姿で現れた。ネクタイはなく、ワイシャツのボタンが三つほど外されていて、袖をまくっていた。

　ベスト姿の柊吾さんもかっこよくて、ポケッと見惚れそうになってしまう。

「柊吾さん、飲み物はどうする？」

「スープがあるんだろう？　飲み物はいらないよ」

　キッチンにいる私の隣に来た柊吾さんはそっと肩を抱き寄せて、こめかみにキスを落とす。

「これだけ作るのは大変だっただろう？　ありがとう」

「ケーキも買ってあるんだけど、もう夜中だから明日にしようと思って」

　トレイにオニオングラタンスープとチキンのフリカッセのお皿をのせて運ぼうとすると、柊吾さんが持っていってくれる。

「バゲットとご飯どっちがいい？」

「ご飯にしよう。チキンにも合いそうだ」

「はいっ。スープ飲んでてね」

　ご飯をお茶碗によそって戻る。

「オニオングラタンスープ、懐かしいな」

「ホームステイしていたときに梨沙に教わったんだけど、どうかな？」

「うまいよ。心春、座って」

　柊吾さんは自分の隣のイスを引いて、私に腰を下ろさせる。

「勉強もあるのに、料理を作ってくれてありがとう。約束を破ってしまったお詫びに明日は心春の言うことをすべて聞こう」

　真面目な顔で見つめる柊吾さんに、私はクスッと笑う。

「柊吾さん、いつも私の言うことを聞いてくれているよ？」

「じゃあ、やりたいことだ。考えておいて」

「はい。寝ながら考えるね」

　そう言うと、柊吾さんは口元を緩ませ不敵な笑みを浮かべる。

「それはどうかな？」

「えっ？」と首を傾げると、さらに柊吾さんの笑みが深まった。

「考える暇がないくらい心春を抱くつもりだから」

「も、もうっ。遅いから寝ようと思っていたのに」

「じゃあ先に寝てていいよ。心春の身体を自由にさせてもらうから」

「柊吾さんの変態っ！」

　からかわれているのはわかっている。

　でもこんな会話は愛されている実感があって嬉しい。




　翌日の土曜日、私のやりたいことを聞いてくれるという柊吾さんに、今日一日フランス語で会話をするように頼んだ。

　柊吾さんは快諾してくれて、朝食を食べているときから私たちの会話はフランス語になった。

「俺のラパン、今日はなにをする？」

　フランス語になると、声まで甘く聞こえてきて胸がドキドキしてくる。

「え……っと、どうしよう……」

「じゃあ、箱はこ根ねまでドライブしようか」

「箱根！　行きたい！　美術館があったよね？」

「まあいろいろあるな。初ドライブだな。準備して」

　私は白いニットワンピースと赤いダウンジャケットに着替えて、リビングで待っている柊吾さんのもとへ行った。

　柊吾さんは黒のスリムなデニムに白いニット、手に黒のダウンジャケットを持っていた。

　私が白のニットワンピースを選んだのは、今朝から柊吾さんが着ていたニットに合わせたからだ。ちなみに黒いロングブーツを履いて、足元も彼に合わせるつもり。

　出発したのは九時過ぎ。土曜日ということもあり道路は混んでいて、箱根に到着したときには十二時近くになっていた。

　東京よりこっちのほうが、ひんやりと冷蔵庫の中にいるみたいに寒い。

　柊吾さんの知っている旅館でお豆腐の懐石料理を食べてから、モネやルノアールなどが展示されている美術館を鑑賞し、気づけば二時間近く経っていた。

　美術館の外へ出たとき、空から雪がふわふわ舞っていた。

「柊吾さんっ、雪！」

　フランス語で話すという約束をすっかり忘れ、日本語で喜ぶ私に柊吾さんは顔をほころばせる。

「心春、フランス語で雪は？」

「あ……」

　忘れている私に柊吾さんは「ネージュ」と教えてくれる。

「そうだったわ！　ネージュ！」

　両手をパンと叩いて大きく頷く。

「道路事情が悪くなると困る。残念だが帰ろう」

「はい。柊吾さん、連れてきてくれてありがとう」

　素直な気持ちでお礼を言う私の背に柊吾さんが腕を回し、ギュッと抱きしめる。

「ダ、ダメっ。日本ではやらないでって、言ってあるのにっ」

「心春がかわいすぎるからいけないんだ」

　近くにカップルがいるのに、柊吾さんは気にせずに私の額にキスをした。

「も、もうっ！」

「唇にしたいのを我慢して、額にしたんだ。褒めてほしいな」と、あっけらかんとした態度で、私の手を握って駐車場へ向かった。




　美術館を出て高速道路の入口に向かって走っていると、雪はやんでしまった。

「日帰りでは物足りなかったな。今度は泊まりで来よう」

「昼食をいただいた旅館が素敵だったから、あそこに泊まりたいな」

　箱根でも老舗の高級旅館だそうで、『食事だけでなく、お風呂も満足いただけますのでぜひいらしてください』と、支配人から言葉をかけてもらった。

「昨晩、遅かったから眠いだろう？　寝ていなさい」

「そういえば、寝ていたら襲うって言っていたのに……」

　柊吾さんがお風呂に入っている間にいつのまにか眠りに落ちていて、目が覚めると朝だった。

「襲うじゃなくて、自由にさせてもらうと言ったんだが。心春は襲ってほしかったのか？」

　ステアリングを握りながら、柊吾さんは私をからかう。

「そ、そうじゃなくて……」

　否定したものの、図星だったりするから口ごもる。

　そんな私に楽しそうに笑う柊吾さんだ。

　やっぱり手のひらでコロコロ転がされているみたい。

「シートを倒して寝るといい」

「大丈夫。こんな時間は久しぶりだから、ずっと起きて話をしていたいな」

「俺もだ」

　柊吾さんの言葉に頬が一気に熱くなった。

　私、すごく幸せ。




　それから夕食にホテルのイタリアンを堪能して帰宅した。

　まだ冷蔵庫にホールケーキがあるというのに、お腹がいっぱいで食べられないな。

　クリスマスプレゼントいつ渡そう……。

　渡すタイミングがなくてまだあげられていない。

　柊吾さんは書斎へ行っており、私はバスタブにお湯を溜めてからリビングのソファに座った。

　今、渡しちゃおう。

　すっくと立って自分の部屋へ行き、赤い包装紙に包まれたプレゼントを抱えて書斎へ向かう。

　書斎のドアは少し開いていた。ドアノブに手をかけたとき、中から柊吾さんの声がして立ち止まる。

　電話中なんだ。

「――ほうがいい。愛し合っているじゃないか」

　え……？

　柊吾さんの言葉に、私の目が大きく見開く。

　愛し合っているじゃないか……？　どういうこと？　柊吾さんと誰が……？

　じりっと後退し、ドアから離れる。プレゼントを抱えたまま、リビングのソファに座り、大きく深呼吸した。

　心臓がドクドク暴れて痛いくらいだ。

　息が苦しい……。

　柊吾さんには愛し合っている人がいるっていうこと……？

　でも……と、認めない自分がいる。

　柊吾さんは私を愛していると……。

「心春？　ぼんやりしてどうした？」

　ハッと顔を上げると、柊吾さんがソファの横に立っていた。

「え？　ううん。ちょっと疲れただけ……運転して疲れているのは柊吾さんなのに」

　さっきのことを引きずってしまい、こわばった笑顔になってしまう。

「それは？　俺のクリスマスプレゼント？」

　だけど柊吾さんは私の表情に気づかなかったようで、私が抱えている箱へ視線を向けている。

「う、うん。そう」

　動揺を隠そうとして、持っていたプレゼントを柊吾さんへ差し出す。

「ありがとう。俺もあるんだ。メリークリスマス」

　柊吾さんは私のプレゼントを受け取る前に、後ろ手に持っていた白いバラの花束を私に渡し、隣に腰を下ろす。

　花束はこぢんまりとした大きさだけど、男性から花束をもらったことがない私は感動した。

「柊吾さん……ありがとう」

「白バラの花言葉を知って、贈ろうと思ったんだ」

「花言葉……？」

　私は首を傾げて柊吾さんを見つめる。まだ表情がこわばっている気がした。

「ああ。上品、気品、美しい少女。なによりも美しい少女という言葉に惹かれたんだ。心春にぴったりだとね」

「私は美しくも、少女でもないよ」

　まだ柊吾さんにプレゼントを渡せないままで、花束と一緒に抱えている。

「今は少女ではないのは十分承知している。だが、その花言葉を知って、初めて出会ったときのことを思い出したんだ。あのときの心春はまさに美しい少女だった。勝気なじゃじゃ馬の雰囲気もあったが」

　そのときのことを脳裏に巡らせているのか、柊吾さんは口元を緩ませる。

　こんなふうに私を喜ばせてくれるのに、他に愛している人がいるなんて信じられない。さっきの会話はきっと聞き間違いなんだ。

　柊吾さんの楽しそうな顔を見ていたら、気にしないでいいのだと思い始めてくる。

「か、勝気なじゃじゃ馬って、ひどいっ」

　彼の調子に合わせて、私は頬を膨らませてみせる。

「あれくらい勝気だったから、俺と会うまでナンパされても無事だったのだと思う」

　ふいに柊吾さんの顔が近づいて、唇にチュッと触れるだけのキスをする。

「プレゼントは花束だけじゃない」

　柊吾さんはポケットから紺色の小さな箱を取り出す。それから私が持っている花束を取り、テーブルの上に置くと、代わりにそれを手のひらにのせた。

　その箱は有名なラグジュアリーブランドのもので、赤いリボンがかけられている。

「開けていい……？」

「もちろん」

　私はリボンをほどき、箱を開けた。その瞬間、目を見張る。

　四つ葉のクローバーをかたどったペンダントヘッドのネックレスだった。ゴールドのクローバーの真ん中にダイヤモンドが光っている。

「四つ葉のクローバーの小葉はそれぞれ希望、誠実、愛情、幸運を指していると言われている。だから心春に身につけていてほしいと思ったんだ。花束といい、ネックレスといい、プレゼントを選ぶのにこんなに考えたことはなかった」

　柊吾さんは端整な顔に苦笑いを浮かべる。

「柊吾さん……」

　こんなに優しくて、私のことを考えてくれているのに、他の女性を愛しているなんてあるはずがない。

「ありがとう。すごく素敵。大事にするね。柊吾さん、つけて」

　私は柊吾さんに背を向けて、ネックレスがつけやすいように髪の毛を手で束ねて持ち上げる。

　喉元にひんやりしたネックレスの感触がする。柊吾さんの指が首筋に触れるたびに身体が反応するのがわかった。

　ネックレスをつけ終えたところで、首筋に温かい唇が落とされ、ピクッと身体を跳ねさせてしまった。

「っ……、あ！　これを」

　髪の毛を下ろし彼のほうへ身体を向けて、クリスマスプレゼントを差し出す。

「たくさん持っているけど……」

　柊吾さんはプレゼントを受け取って包みを開けた。

「ネクタイか。たしかにたくさんあるが、心春からのプレゼントはとても嬉しい。俺好みだ」

　薄い紫のシルク生地に斜めにストライプが入ったネクタイだ。

「気に入ったよ。ありがとう。毎日つけていきたいくらいだ」

「それはダメ！　笑われちゃう」

　大きく首を左右に振った私に、柊吾さんはクックッと楽しそうに笑う。

「〝いきたいくらい〟だと言っただろう？　だが、週に一回はつけるよ」

　週一でも多いと思うけど、そう言ってくれて嬉しかった。

「いつかあのガラスケースを私が買ったネクタイばかりにするからね」

「そうして」

　柊吾さんは微笑み、首を伸ばしてキスをした。










心春の決心




　日曜日はお義父さまの退院祝いをする日だった。

　一緒に昼食を食べることになっており、私は初めて柊吾さんの実家へ出かけた。

　場所は千代田区で、近隣には首相官邸や国会議員宿舎などがあるという。

　大通りから曲がると、石造りの塀沿いに柊吾さんは車を走らせている。塀は高さがあり、かなり走った気がした。

　驚くことにこの塀の向こうが八神家の敷地だと柊吾さんが教えてくれる。

　世界に名だたる八神物産なのだから、裕福ではあると思うが目を丸くするほどの広さだった。

　車二台分ほどの幅がある正門に車を進ませると、門が自動で開いた。

「すごい……公園みたい……」

　正門から家に向かう中、周りの木々を見て率直な声が出る。

「それほど広くはないさ」

　百メートルほど走り、大きなヨーロピアンスタイルの建物の前に停車した。

　ブラックスーツを着た白髪交じりの男性が待ち構えていて、助手席側のドアを開けてくれる。

　車から降りると、クリーム色のワンピースのスカートの裾がふわりと揺れた。

「若奥さま、私は執事の神かん田だと申します。よろしくお願いいたします」

　神田さんに深く頭を下げられ、私はコートを前に持ったままお辞儀をした。

「よ、よろしくお願いします。あ、心春です」

　まさか執事がいるとは思ってもみなくて、自己紹介をする声が上ずってしまう。

　そこへ柊吾さんが隣に来て、私の肩に手を置く。

　柊吾さんは私のクリスマスプレゼントの薄紫色のネクタイをつけてくれている。

「神田。俺の奥さん、かわいいだろう？　よろしく頼む」

「本当に。お似合いのご夫婦でございます。コートをお預かりいたします」

「車に花カゴと手土産がある」

「かしこまりました」

　私たちのコートを神田さんに渡した柊吾さんは、私の背に手を置いたまま玄関へ向かう。

　大理石が敷かれた広い玄関では、お義母さまと正巳さんが迎えてくれた。

　玄関の正面には二階へ繋がる白い螺ら旋せん階段がある。

「心春さん、いらっしゃい。お待ちしていたわ」

　私は挨拶をして、お義父さまの退院のお祝いを伝える。

　スリッパへ足を入れたとき、神田さんが花カゴと手土産を持って入ってきた。

「まあ、素敵なお花だわ。柊吾さん、心春さん、ありがとう」

　お義母さまは嬉しそうににっこり微笑む。

「正巳さん、お花をリビングに置いてちょうだい。あとで寝室に飾るわね」

　お義母さまは正巳さんに頼む。

「はい」

　正巳さんは結婚パーティーでの第一印象の通り、目が垂れていて優しそうだ。

　彼は神田さんから花カゴを受け取り、その場を離れた。

　恵里菜さんがいないのは、この冬休み、ニューヨークに短期語学留学をしているからだそうだ。

「お父さまがお待ちですよ」

　右手のステンドグラスが埋め込まれたドアの向こうがリビングで、そこに車イスに座ったお義父さまがいた。後ろに理学療法士のような制服を着たすらっとした男性と、看護師らしき年配の女性が立っている。

「父さん、退院おめでとう。焦らずに回復に努めて」

　絞り出すような声でお義父さまは返事をして小さく頷く。

「お義父さま、退院おめでとうございます」

　心を込めて口にすると、お義父さまは動くほうの手で手招きをした。一歩近づいた私の手を握る。

「しゅう、ごは、しあ……わせ、そうだ。ありが……とう」

　一生懸命言葉にしようとするお義父さまに涙が出そうだった。

「私も柊吾さんと結婚できて幸せです」

　お義父さまは嬉しそうに片方の口角を上げて頷いた。




　昼食は、八神家の専属シェフが腕によりをかけて作ったローストビーフなど、おいしいごちそうをいただいた。

　お義父さまは流動食を一緒に。

　食事が終わると、柊吾さんはお義父さまと書斎へ向かい、お義母さまも席を外した。

　リビングには私と正巳さんだけ。正巳さんは初対面から感じがよかったので、ふたりきりでも戸惑うことなく会話ができる。

「紅茶を入れよう」

　私のカップが残り少なくなっているのを見て、正巳さんは保温されているガラスのポットから注いでくれる。

「ケーキもシェフが作っているんだ。なかなかだから食べて」

　イチゴがたっぷり断面から覗いているＳＮＳ映えしそうなケーキを、正巳さんはすすめてくれる。

　私は、西洋わさびとグレイビーソースのローストビーフがおいしすぎてつい食べすぎてしまい、まだケーキに手をつけていなかった。

「嫌いじゃないよね？　食べてもらえなかったとシェフが知ったら、がっかりすると思うな」

「がっかり……す、好きです。いただきます」

　私はフォークで端を切って口へ運ぶ。そんな私に正巳さんが笑う。

「ねえ、兄さんが政略結婚をしたことに俺、驚いたんだよ」

　唐突に政略結婚の話を出されて、私は目を瞬かせる。

「以前から身を固めろと父さんからは言われていたんだ。だけどミスユニバース級の美女の写真を見せられても気に入らなくて断わっていたんだよ」

　そうだったんだ……。

　そういえば、契約結婚を持ちかけられたとき、そんなことを言っていたっけ。

「パリへ出向した頃、兄さんは結婚している女性を愛したんだ。兄さんは男から見てもかっこよくて魅力的だろう？　彼女も兄さんを好きになったんだ」

　私は耳を疑った。

「えっ？」

　それって不倫をしたってこと……？

「心春さん、気を付けて。兄さんの秘書に」

　秘書……？

　辻野さんの顔が脳裏に浮かぶ。

　でも、第二秘書だし、第一秘書って、ことも……。

「気を付けてって、どういうことですか？」

「まだ付き合っているんじゃないかな。一緒に日本へ戻ってきたし」

　日本へ戻ってきた……。

　シャルルドゴール空港で親しげに彼の名を呼んでいた辻野さんの顔が思い出された。

　愕然となって、持っていたフォークをお皿の上に落としてしまう。

「ショックを受けた？　心春さんも兄さんに夢中になってしまったんだね？　かわいそうに」

「そ、そんなことを私に話して、どういうつもりですか？」

　柊吾さんの人に知られたくないであろう過去を、妻の私に淡々と微笑みすら浮かべて話す。私には柊吾さんを陥れようとしているように見えた。

　ショックを受けたけれど、正巳さんの言うことを信じてはいけないと思う。

　でも、昨晩の電話のこともある。

　柊吾さんは『愛し合っているじゃないか』と言っていた。

　電話の相手は辻野さんだったのかもしれない。だとしたらその言葉は、正巳さんの話を証拠づけるもの……。

　心臓がギュッと鷲掴みされたように痛みを覚える。

「……これは私と柊吾さんの問題です。下手な噂になりかねないので、もう他言しないでください」

　私がそう言うと、正巳さんはキッと私を睨んで立ち上がった。

「心外だな。君が気の毒だと思って教えたんだ。兄さんと離婚したくなければ、黙認すればいい。女にだらしない夫を持ってかわいそうに」

　正巳さんは憤慨した様子でリビングを出ていってしまった。

　ドアが閉まって、私は大きく息をついた。

　正巳さんはどういうつもりなんだろう……。家族なのに柊吾さんを陥れるような話をするなんておかしい。

　柊吾さんが言っていた勝気な部分が出ちゃった……。九歳も年上の男性にお説教めいたこと言うなんて。

　柊吾さんを信じたいのに、昨晩の電話を聞いてしまったことに加え、シャルルドゴール空港でもふたりの親密な姿を目撃していることから、私の心に黒い影が現れる。

「あら！　心春さんおひとりだったなんて。ごめんなさいね」

　お義母さまの声にハッとして顔を上げる。

「い、いいえ。正巳さんは用事があるそうで……ケーキをいただいていました」

「そうだったの。ごめんなさいね。正巳さんは気が利かないのよ。二十七だし、心春さんのような素敵な奥さんをもらってほしいのだけど」

　お義母さんは正巳さんが座っていた場所に腰を下ろして家政婦を呼んだ。

「お紅茶のおかわりとケーキを持ってきて」

　家政婦さんが運んでくると、お義母さまは紅茶をひと口飲んでから私に視線を向けて話し出す。

「心春さん、大学受験するそうね」

「はい。柊吾さんがすすめてくださったので……」

「柊吾さんはあなたに気を使ったのね。だけど、主人もあんな状態ですし、柊吾さんも三十一よ。子供がいてもいいくらいだわ。心春さん、子供を産んでから大学なり好きなことをすればいいと思うの」

　私は驚いて言葉を失う。

　子供を産んでから好きなことをすればいい……？

「心春さんは八神家の一員なのだから、嫁としての務めを私たちは期待しているのよ」

「子供を早く生んで……ほしい……と、おっしゃって――」

「勘違いしないでほしいの。心春さんは素敵な娘さんで、八神に嫁いでくれて本当に嬉しいの。だから早くふたりの子供が見たいの」

　お義母さまの言い分はもっともだと思う。私は嫁としての立場を考えていなかった。

　お義父さまも病気をされて、早く柊吾さんの子供を見たいと思っているのは理解できる。

「心春さんと柊吾さんの子供はとてもかわいいと思うわ。年子でふたり生んでも四年以内には自由になるわ。子供は使用人に見てもらえばいいのだし。ね、考えてみてね」

「……わかりました。お義母さま、考えてみます」

「お話ができてよかったわ。お紅茶のおかわりはいかが？」

　お義母さまは家政婦さんをもう一度呼んで新しいカップを持ってこさせると、熱い紅茶を入れた。

　一緒にケーキを食べていると、ほどなくして柊吾さんが戻ってきた。

「父さんは眠った。俺たちもそろそろ帰ろう」

「はい」

　正巳さんは出ていったきりだったけど、できれば会いたくないからホッとしている。

　私はソファから立ち上がって、柊吾さんのもとへ近づいた。




　マンションに戻ったのは十五時を過ぎた頃。

「心春、表情が暗いな。母になにか言われたのか？」

「ううん。少し疲れただけだよ」

「本当に？」

　柊吾さんは疑わしい瞳で私を見つめる。

「うん。柊吾さんって、すごい環境で育ったんだね。執事までいるなんてびっくりした」

　おどけて言う私の頬を柊吾さんの手が包み込む。

「ああ。不自由はさせないから、心春は気にせずに好きなことをすればいい」

　その言葉は、お義母さまとの会話を聞いたのかと思うほどだった。

「好きなことをさせてもらってるよ」

　柊吾さんは額にキスを落として笑みを浮かべる。

「少し仕事をするから書斎にいる。夕食は外で食べよう。なにがいい？」

　私は首を左右に振る。

「お昼もたくさん食べちゃったし、ケーキまで。そのうえ、レストランでおいしいものを食べたら太っちゃう。冷蔵庫にたくさん食料が入っているから作ってもいい？」

「太った心春もかわいいと思うが」

　私の頬を柊吾さんは軽く摘まむ。

「柊吾さんがよくても私が嫌なのっ。じゃあ、作るからね」

　彼はおかしそうに笑みを漏らし、書斎へ入っていった。

　書斎のドアがパタンと閉まるのを見て、肩から力が抜けて重いため息が出る。

　柊吾さんは優しい。

　彼の態度だけ見ていれば、正巳さんの言葉は嘘だと思える。

　だけど、私は柊吾さんが電話で『愛し合っているじゃないか』と言っていたのを聞いている。辻野さんと空港で親しげにしていた姿も見ている。

　嘘だと思いたいけど、そうは思えなくて、私の心は揺れていた。




　柊吾さんにはなにも聞けないまま年が明けた。

　もし正巳さんの話が本当だとして、それを柊吾さんの口から聞いてしまったらこの生活が壊れる。

　柊吾さんのことを愛しているからこそ、真実を知りたくなかった。

　愛しているのは私だけだと思わせてくれる彼と、このまま平穏に過ごしていきたい。

　知らないふりなんて私らしくないけれど、今の関係は絶対に壊したくない。

　それほど柊吾さんを愛していた。

　そしてお義母さまの言う通り、私は大学受験を諦めた。

　これは自分自身が出した決断。子供を産んでからでも大学へは行ける。

　ただ、それを柊吾さんには伝えてはいない。彼なら子供は大学を卒業してからでも問題ないと言うに違いないから。

　大学の試験は受けに行ったが、回答は白紙だったり、適当に書いたりした。もちろん落ちるために。

　お義母さまに言われたから受験をやめたと知ったら彼は怒るだろう。




　大学の合格発表の日。

「心春、俺も一緒に行こうか」

「柊吾さんはお仕事があるでしょう？　ひとりで大丈夫」

　朝食の席で、コーヒーカップを置いた柊吾さんににっこり笑う。

「だけど、昨晩は眠れなかっただろう？　心春がそんなに心配をするのは初めてだ」

　私がなかなか寝つけないのがわかった柊吾さんは抱きしめて眠ってくれたのだ。

「ちょっと神経質になっているみたい」

　ただ、それは大学のことではなく、クリスマスの夜の電話が気になっていたから。

　あれからずっと心に不安がつきまとっていた。

「無理もない。正月もずっと勉強をしていたし。気晴らしが必要なんだろう。近いうちに真悠さんたちと旅行の予定でも立てるといい」

「真悠たちと……」

　旅行は俺と一緒に行こうと言ってくれなかったことが、胸を痛くついた。

　私が一緒にいたいのは柊吾さんなのに。




　十二時過ぎ、リビングのソファでぼんやりしていると、テーブルの上に置いてあったスマホが鳴った。柊吾さんだ。

「もしもし」

《心春、結果は？》

「……ごめんなさい。落ちちゃった」

　一瞬、柊吾さんが息を呑んだのがわかった。

《そうか……》

「受験勉強から離れちゃっていたから無理もないの。でも、努力が足りなかったなって。しばらく勉強のことは考えたくない気持ち……」

　他にも受けてはみないかと言われないため、そう口にした。

《また来年受ければいい。今回は時間がなかったんだ。残念だったな……だけど、心春。俺に謝らなくていいんだ。ショックなのは君なんだから》

「……ん」

《今日は早く帰るよ》

　わざと落ちたのに、それを柊吾さんには言えないことに罪悪感があって、電話を切ったあと、涙が頬を伝った。

　いろいろな思いに押しつぶされそうになっている。

　ソファの上で膝を抱えてこらえようとしてもなかなか止まらなかった。




　その週の金曜日の午後、家にいると柊吾さんから電話がかかってきた。

「柊吾さん、どうしたの？」

《書類を忘れた――》

「それなら私が持っていくわ！」

　柊吾さんの役に立てると思い、彼の言葉を遮り、張り切って言った。

《いや、ありがとう。でもいいんだ。書類は心春にはわからない。辻野さんを向かわせたから》

　辻野さんが……。

　私の悩みの種の人だ。

《心春？　聞いている？》

「あ、う、うん。わかった」

　私の動揺に気づかず柊吾さんは《じゃあ》と言って通話を切った。

　それから三十分後、玄関のチャイムが鳴った。普通ならばエントランスからのアプローチなのに。ということは、柊吾さんは鍵を辻野さんに渡したのだ。

　玄関のドアを開けた先にアイスブルーのコートを着た辻野さんが立っていた。

　しばらくぶりだけど、記憶にある通りに綺麗な女性で、大きな黒いバッグを肩から提げている姿は有能なキャリアウーマンだ。

　私とは正反対の人……。

「奥さま、ご無沙汰をしております」

　小さく口元を緩ませた辻野さんは丁寧にお辞儀をした。

　手を身体の前に置いたとき、彼女の左手の薬指にプラチナのマリッジリングが見えた。

　この前は気づかなかった。正巳さんが言っていた不倫相手というのはやはり辻野さんなんだ。

「……こんにちは。どうぞ上がってください」

「失礼します」

　この家を手配したのが辻野さんだから、彼女は迷うことなく書斎へ向かった。

　その姿にズキッと胸が痛んだ。

　彼女のためにキッチンでお茶を淹れていると、少しして私の前に姿を見せる。

「辻野さん、お茶をどうぞ」

　トレイを持ち、ソファのほうへ運ぼうと歩を進める。

「ありがとうございます。急いでおりますので、これで失礼いたします」

　たしかに電話の柊吾さんは急いでいるようだった。

「……はい。ご苦労さまでした」

　私はトレイをもとの位置に置いて形ばかりのねぎらいの声をかけた。辻野さんは軽く頭を下げてから玄関へ向かう。

　その瞬間、私は衝動的に、彼女の背中に向かって呼び止めた。

「辻野さんっ！」

　愛人かもしれない人に直接聞くなんてどうかしている。でも、声をかけらずにはいられなかった。

　辻野さんは玄関でパンプスに足を入れたところだった。彼女は私の顔を不思議そうにじっと見つめる。

「奥さま、どうかなさいましたか？」

「聞きたいことが」

　口の中がカラカラに乾いていく。心臓も不規則に打ち、冷や汗が出てくる。

「はい。私でわかることであれば」

　緊張が極限にまで達している私と反対に、辻野さんは涼しげな顔で首を微かに傾けた。

「あなたは夫……柊吾さんと愛し合っているんですか？」

　もしそうだったら……なんて、なにも考えていなかった。そう聞いてしまってから、『はい』と答えられたら、私は柊吾さんと別れようととっさに思った。

　一瞬、辻野さんはキリッとした目を大きくさせてから、ふっと息をつく。

「なにか勘違いなさっているんですね」

　同情の目を向けられて、私は困惑した。

　勘違い……？

「奥さま、社長が愛しているのは奥さまです。私とはなんでもありません」

「なんでもない……？　でも、柊吾さんが電話で『愛し合っているじゃないか』と言っているのを聞いてしまったんです。正……知っている人からも、あなたと柊吾さんはパリにいるときから愛し合っていると……。本当のことを言ってください。私は柊吾さんに幸せになってほしいんです」

　涙を流さないように下唇を噛む私の手が、ふいに両手で包み込まれる。

「かわいそうに。悩まれていたんですね。社長と私の間に、恋愛感情はまったくありません。私は夫のことを愛していますから」

　私の頭の中が真っ白になる。

　柊吾さんととはなんでもない……？　信じられるの？

「あの電話は覚えています。クリスマスの夜ですよね？　どうしようもなくて、夫に愛されないと相談してしまったんです。その言葉だけでは勘違いなさるのも無理はないです。私と夫、社長は大学時代からの友人なんです」

「友人……だから柊吾さんを名前で……」

　最後のほうは呟きにしかならず、辻野さんは言葉を続ける。

「はい。社長と夫は親友です。パリで私たち夫婦は社長の補佐をしていました。現在も第一秘書は夫です。安心してください。社長は清せい廉れん潔白です。浮気なんてしません。かわいい奥さま一筋なんですから」

　私を説得するように包み込まれていた手が握られた。

「……私は……お門違いな嫉妬をしていたんですね……恥ずかしいし、柊吾さんに申し訳ない……」

「私がいけなかったんです。無神経な電話をしてしまいました。誤解をさせてしまって申し訳ありませんでした」

　辻野さんは優しい微笑みを浮かべた。

「本当に嫉妬などなさらないで大丈夫なんですよ。社長は奥さまを溺愛していますから。あ、時間が」

　辻野さんは時計を見て、バッグからエメラルドグリーンの革の名刺入れを取り出した。そこから一枚名刺を出して私に渡す。

「いつでも電話をかけてくださいね。今日はこれで失礼します」

「お時間を取らせてしまい申し訳ありませんでした」

「いいえ。では失礼します」

　上品に頭を下げた辻野さんが出ていき、玄関のドアが静かに閉まった。

　その途端、私は冷たい床の上にくずおれた。涙が溢れ出てきて、両手で顔を覆う。

　ここのところ泣いてばかりだ。でも、涙は止まらない。

　柊吾さんに愛している人がいなくて安堵した反面、彼を疑ってしまったことに罪悪感を覚える。

　考えてみれば、柊吾さんは私を愛してくれる態度はずっと変わらなかったし、いつだって私のことを考えてくれていた。

　最愛の人を疑っていた自分が嫌になり、しばらく冷たい大理石の床の上から動けなかった。




　その夜、柊吾さんは二十時過ぎに帰宅した。

「お帰りなさい」

　リビングで出迎えた私を見て、柊吾さんの眉間に皴が寄る。

「具合が悪い？」

「少し頭痛がするだけ」

　泣いたせいであれからずっと頭が痛かった。だけど、いつ妊娠してもいいように薬は飲まないと決めている。

「大丈夫か？　具合が悪そうだ。食事は？　先に食べて休めばよかったのに」

　いたわる優しい眼差しに、また泣きそうになった。

「平気。一緒にご飯食べたかったの。着替えてきて。温めておくから」

　私は無理矢理笑顔を作り、柊吾さんの背中を軽く押した。

　今日は午前中に山下さんが作ってくれた筑前煮があったから、サバの味噌煮とほうれん草のお浸し、それに豚汁にした。

　ラフな服に着替えてきた柊吾さんはテーブルにつき、用意した料理をおいしそうに食べている。

　けれど、私の箸が進まないのを見て瞳に心配そうな色を浮かべた。

「食欲もないのか。病院へ行こうか？」

「頭痛くらいで行かないよ。こんな時間だし。眠れば大丈夫だから」

　心配をさせてしまい、また心臓がギュッと掴まれたように痛くなった。

「片付けておくから、もう寝なさい」

　このままここにいたら泣き出してしまいそうで、コクッと頷き立ち上がった。

　食べかけのお皿を手にすると――。

「そのままでいいから」

　柊吾さんはすっくと立ち上がり、私のところへやってきた。それから私をお姫様抱っこする。

「大事な奥さま、ベッドへお連れしましょう」

　芝居がかった口調に、クスッと笑った私はすぐに目頭が熱くなって、柊吾さんの首元に顔を埋めた。

　マスターベッドルームに入り、静かにベッドに下ろされる。

「ありがとう。柊吾さん。あとは自分でできるから」

「残念だな。脱がしてパジャマを着せてあげようと思ったのに」

　軽口を叩く柊吾さんに、私は小さく笑って舌をベーッと出す。

　ふいに柊吾さんの手のひらが額に当てられた。

「熱はないようだ。着替えたらすぐに横になるんだよ。あとで様子を見に来る」

　柊吾さんは額にキスを落として部屋を出ていった。




　真夜中、ふと目を覚ました私は柊吾さんにしっかり抱き込まれていた。柊吾さんは規則正しい呼吸で眠っている。

　頭痛はなくなっていた。泣きすぎたせいだから眠れば治るとわかっていた。

　もっと大人にならなくちゃ。来月の八日で十九歳になるんだから。

　翌朝の朝食後、クリーニングから戻ってきたスーツやワイシャツをドレッシングルームにしまっていると、背後から柊吾さんが現れ、私の腰に腕を回す。

「体調がいいようなら、気分転換に出かけようか？」

　頬に唇が寄せられる。

　このまま誰もいない空間でふたりきりで過ごしたいと思う気持ちもあったけど、それはいつでもできると提案に賛成する。

「行きたい。デートしたい。かっこいい柊吾さんを見せびらかしたい」

「見せびらかしたいって」

　柊吾さんはおかしそうに目尻を下げた。

　セーターとデニム、赤のダウンジャケットにムートンブーツというカジュアルな格好にした。玄関にある姿見に映る自分を見て満足げに頷く。

　柊吾さんも同じようなスタイルで、ブラックデニムを履いた姿は通り過ぎる女性が振り返りそうなほど素敵だ。

　笑顔で柊吾さんの腕に腕を絡めると外へ出た。

　今日は電車でぶらぶらしたいという私のリクエストで、私たちはメトロに向かっている。

　目的地は代だい官かん山やま。書店やアクセサリーなどのショップを見て歩きたい。

　私のリクエスト通りに柊吾さんは付き合ってくれた。

　あちこちの小さなショップに入り、気に入ったものを柊吾さんは買ってくれる。

　というより、手に取っただけで買おうとするから当惑しっぱなしだ。

　大学受験に落ちたから、慰めてくれているのかも……。

　そう思うと、後ろめたい気持ちに襲われて胸がグッと締めつけられる。

　私たちはおしゃれなカフェで少し遅めのランチをとることにした。

「あ、ガレットがある。私はこれとカフェオレ。柊吾さんは？」

「ガレットか、懐かしいな。俺も同じものにする」

　柊吾さんは店員を呼び注文すると、イスの背に身体を預けて足を組む。

「食べ終えたら本を見に行きたいな。洋書もある本屋さんが近くにあるの」

「それはいいな。食べたら行ってみよう」

　ほどなくして、生ハムと目玉焼きののったガレットが運ばれ、私たちは話をしながら楽しく食事をした。

　ふいに赤ちゃんの泣き声が近くでした。隣の席のベビーカーからだった。夫婦で食事中のようで、奥さまがベビーカーから泣いている赤ちゃんを抱き上げてあやす。

　その姿を食べるのも忘れて見てしまう。

　私もあんなふうに……。

「心春？　どうした？」

「え？　あ、うん。なんでもない」

　柊吾さんににっこり笑って、ひと口に切ったガレットを頬張った。




　カフェを出ると少し歩き書店へ到着した。

　広い店内へ入り、洋書コーナーへ歩を進める。そこには種類は少ないものの、五カ国ほどの書籍が並んでいた。

　柊吾さんはアメリカのビジネス書を手にして真剣な眼差しでめくっている。

　私は彼から離れ、美術書のあるコーナーへ向かった。日本で過去に開かれた絵画展の解説などが入った書籍が欲しかったのだ。

　少しして柊吾さんが二冊の洋書を持ってやってきた。

「決まったよ。心春は？」

「私はこれに」

　Ａ４判の書籍を柊吾さんに見せる。

「ドラローシュの絵画か」

「それだけじゃないの。西洋文化史に精通している著名な人が解説していておもしろそう」

「たしかに、絵画と両方楽しめそうだ。俺も読んでみたい。会計しよう」

　柊吾さんは私が持っていた書籍を取り上げて、自分の二冊に重ねるとレジへ向かう。

　レジ近くの雑誌コーナーで赤ちゃん雑誌が目に入り、私は思わず柊吾さんのダウンジャケットの裾を引っ張る。

「買い忘れたものでもあるのかい？」

「ううん。柊吾さん、私、赤ちゃんが欲しい」

　お義母さまに言われたからというのも否めないけど、私自身、柊吾さんの赤ちゃんが欲しくなっていた。

　柊吾さんは切れ長な目を大きくして驚いている。

「心春？　急にどうしたんだ？」

「急じゃないの。前から考えていたの。受験に失敗したら、赤ちゃんが欲しいって」

　こんなところでする会話ではないけど、赤ちゃん雑誌が目に入ったら言わずにはいられなかった。

「柊吾さんは欲しくないの？」

「心春、この話は家でしよう」

　優しく諭すような口調だったけれど、柊吾さんの気持ちは読み取れなかった。

　家でちゃんと話せるときに切り出せばよかった……。




　その夜、ベッドで今日買ってもらった書籍を読んでいると、柊吾さんがバスルームから出てきた。

　黒髪が濡れていて、タオルで拭いている。

「柊吾さん、私にやらせて」

「自分でできるよ」

　柊吾さんは微笑む。

「いいの。やらせて」

　書籍をサイドテーブルに置いて、ベッドの端に腰かけた柊吾さんの後ろにペタンと座る。柊吾さんの手からタオルをもらい、髪を拭き始めた。

「男の人は短いから乾くのが早くていいな」

「もしかしてその美しい黒髪を切ろうと思っている？」

「もう少し短くてもいいかなって」

　背中の真ん中くらいまで伸びたので、乾かすのが面倒になっている。

「心春がそうしたいというのなら、俺はかまわないが……」

「かまわないが……？」

　その先を促そうと、首を伸ばして柊吾さんの顔を見る。

「先を続けて？」

　そう言う私の頬に唇が触れたと思ったら視界が反転し、あっという間に組み伏せられていた。

「心春には俺の言葉に左右されずにいてほしい」

　顔の両側に手をついた柊吾さんは黒い瞳で見つめる。

「好きだから、左右されるよ。柊吾さんの好きなものは好きになるし、嫌いなものは近づけたくない。でもそれは自分を失うわけじゃなくて……愛している証拠なの」

　私は柊吾さんの首に腕を巻きつけ、唇にキスをする。

「だからなんでも言ってね」

「心春……愛している」

　柊吾さんの唇が甘く私の唇を食む。

「で、俺の嫌いなものって？」

「セロリとか？」

「食べ物か。たしかに。食卓には出ていない」

　パジャマのボタンがひとつずつ外され、ふたつの膨らみが柊吾さんの目に晒さらされる。

「心春、赤ん坊のことは俺に気を使っているんじゃないか？」

「ううん。そうじゃないの。若いうちに産んで育てると楽だっていうし、最近赤ちゃんを見るとかわいくて仕方ないの。私にも母性本能があるんだなって」

「俺も欲しいと思っている。気負わないで、自然に任せよう」

　そう言った柊吾さんは唇を重ね、薄く開いた唇から舌を割り込ませた。

　彼のキスは唇から頬、首筋へと移り、胸の頂を舌先で愛あい撫ぶされると、快感で天井がぼやけ、私は柊吾さんの黒髪に指を絡ませた。

　しだいに激しくなる愛撫に、私の全身はとろけていった。










解けていく誤解




　三月八日の誕生日は今まで生きていた中で一番幸せなものになった。

　雰囲気のあるホテルのフレンチレストランでのお祝いと、数えきれないほどの高価なプレゼント。

　なによりも嬉しかったのは、休日ではないのに、柊吾さんが一日ずっと一緒にいてくれたこと。

　この日のために遅くまで働き、スケジュールを調整してくれたのだ。

　贅沢な十九歳の誕生日だった。




　それから一カ月が経った月曜日の朝。

　柊吾さんが出社したあと、珍しくお父さんから電話があり、頼みがあるから画廊に来てほしいと言われた。

　頼みってなんだろう？

　お父さんの画廊の本社は銀座にある。久しぶりに出かけることもあり、気分転換におしゃれをする。

　紺色の生地に大きめの赤い花柄があしらわれたＡラインワンピースはウエストが絞られ、フリル袖。Ｖネックから覗く首元にはクリスマスプレゼントのネックレス、腕には誕生日にもらった時計をつける。

　これから時を一緒に刻もうという意味の時計を見るたびに顔が緩む私だ。

　外は春の気配を見せ始めている。

　おろしたてのクリーム色の春コートを着た私は家のことを山下さんに任せて、電車で銀座へ向かった。




　画廊は六階建てで一、二階が画廊、三階から事務所になっている。全国に展開する画廊の事務関係はすべてこの本店で担っている。

　一階の画廊に足を踏み入れると、スーツを着た受付の女性がイスから立ち上がった。

　三十代前半の藤ふじ原わらさんは私が中学一年の頃からこの画廊で働いているので、よく知っている。

「お嬢さま、いらっしゃいませ。遅くなりましたが、ご結婚おめでとうございます」

「藤原さん、こんにちは。お久しぶりです」

「見ない間に、とても綺麗になられて。今日お見えになると聞いて楽しみにしていたんですよ」

　藤原さんは嬉しそうな笑みを浮かべ、並んで奥のエレベーターに足を運ぶ。

「どうぞ。社長がお待ちかねです」

「ありがとうございます」

　藤原さんは六階のボタンを押してから外に出て、ドアが閉まるまで見送ってくれた。

　画廊に来るのは留学してからは初めてで、約一年ぶりだった。

　六階へ到着すると廊下を進み、一番奥の社長室のドアをノックした。

「心春」

　すぐに中からドアが開き、お父さんが立っていた。

　いつもなら秘書の田口さんがいるのに、今日は見当たらない。

「田口さんは？」

「外出をしている。中へ入って座りなさい」

　私は中央の茶色の革のソファに腰を下ろした。お父さんは斜め前のひとり掛けソファに座り、サイドテーブルにあるインターコムを押して飲み物を頼む。

「大学は残念だったな」

「うん。勉強が足りなかったみたい」

「勉強もいいが、柊吾くんを支えてあげなさい。社長になって目も回るほど忙しいだろう。身体にも気をつけてあげるんだ」

　お父さんは内助の功も必要だと口にする。

「はい。ところで頼みって……？」

「そんなことを言ってなんだが、パリへ行って画家に会ってほしいんだ」

「えっ？　パリへ？」

　私は目を丸くした。

　そこへ女性社員がコーヒーを運んできた。私のコーヒーはミルクがたっぷりだ。

　女性社員が出ていき、お父さんは口を開く。

「パリに住む女流画家から数点買わせてもらうんだが、契約は書面だけではなく、会って直接したいと言うんだ。作品は自分の子供のようなものだから、しかるべき契約ができるか心配をしているそうだ」

「田口さんは？」

　いつもなら田口さんが行くはずだった。

「一週間以内に来てくれと言われているのだが、私はロシアへ明後日から行く。もちろん田口くんもな。心春なら多少なりともフランス語ができる。パリの道も困ることなく移動できるだろう。うちの社員よりもお前が適任だと思ってな」

「たしかにそうだけど……」

　パリと聞いて、住んでいたのは遠い昔のように思ってしまった。ビジネスを知らない私がそんな大役を任されて大丈夫なのだろうか。

「柊吾さんに相談しないと。今日中に返事をするね」

「ああ。聞いてみてくれ。カフェオレが冷める。飲みなさい」

　私はカフェオレのカップに口をつける。

「どうだ、パリから戻ってきたら週に数日私を手伝ってくれないか？」

「お父さん、さっき柊吾くんを支えてあげなさいって言ったばかりなのに」

　そう言うと、お父さんは頭に手をやり苦笑いをする。

「柊吾くんが仕事中の数時間ならいいのではと思ってな。パリ行きは申し訳ないが。ハウスキーパーもいることだし、パートくらいなら都合がつくんじゃないか？」

　結婚する前は、いずれこの画廊で働くつもりだった。お父さんが困っているのなら手伝いたいという思いはある。

　だけど今の自分の状況を考えるとすぐには返事ができず、私はカフェオレを半分ほど飲んで画廊をあとにした。




　柊吾さんに連絡をしてみると、ランチを用意するから会社へ来ないかと誘われ、私はタクシーで八神物産へ向かった。

　ビジネスの中心地と言われる丸まるの内うちにある、三十五階建ての社屋の車寄せにタクシーが停まる。

　腕時計を見ると、十二時五分だった。

　会社というところに縁のない私には、足を踏み入れること自体ハードルが高く胸がドキドキしてきた。

　タクシーを降りたところで、ガラス張りのドアの向こうから辻野さんが近づいてくるのが見えた。

「奥さま、お迎えに上がりました」

　辻野さんが綺麗な顔を微笑ませ、私に頭を下げる。

「ありがとうございます」

　先日の一件で気まずさもあって、はにかんだ笑みになってしまう。

「社長がお待ちかねです。ご案内します」

　辻野さんは社屋の中へ私を進ませる。

　ロビーへ一歩入って驚いた。スーツ姿の人たちが慌ただしく行き交い、受付にはピンク色の制服を着た華やかな女性が六人並んでいる。

　受付の横には駅の改札のような機械があり、ＩＤをタッチさせて先へ進むシステムになっていた。

　辻野さんは一番端のガラスドアの横に立っている警備員のところへ私を案内する。

「八神社長の奥さまです」

　辻野さんは私を通すように警備員に指示し、彼はドアのカギを開けた。

　そこを過ぎると、エレベーターホールになっており、数えきれないくらいの台数のエレベーターがあった。

「社長室は最上階の三十五階になります。どうぞ」

　三十階以上の高層階専用エレベーターの扉が開き、私たちは乗り込んだ。

　高速で上がっていくエレベーターに眩暈めまいを覚えそうだ。

「辻野さん、先日はすみませんでした」

「お気になさらないでください。お付き合いの期間がないまま結婚されて、まだ社長のことを知らない部分もあるでしょうし、不安ですよね」

　不安……うん。その言葉が当たっている。

　それに正巳さんがどういうつもりで私に話したのかが不可解だった。

「弟の正巳さんはご存じですか？」

「はい。どうかしましたか？」

「正巳さんが、おふたりが愛し合っていると……」

　こんな話をしてしまっていいのか躊躇したけど、血は繋がらないまでも弟なのにおかしい気がした。

「実は正巳さんはお兄さまが社長になったことをよく思っていないんです。血は繋がらないとはいえ、八神家の御曹司なので、以前から対抗意識をお持ちの方です。家庭に荒波を立てて仕事に影響させたかったのかもしれません」

　あの温厚そうに見える正巳さんが密かに対抗意識を持っていたことに内心驚きながら頷く。

　そこでエレベーターは三十五階に到着した。

「奥さま、正巳さんの話は聞き流すのがいいかと思います」

　私は辻野さんの言葉にコクッと頷いた。

　社長室へ続く廊下の両サイドにはドアがたくさんあった。

　こんなすごい会社の社長なんだね。ものすごい数の社員、そしてその家族たち、柊吾さんは彼らの生活という重責を担っているんだ。

　愛情はもちろんのこと、柊吾さんに尊敬の念が強く芽生えた。

「こちらになります」

　金色のプレートに【president's office】とある。

　辻野さんはノックしてからドアを開けた。

「心春」

　私が入室すると、柊吾さんは窓を背にした大きなデスクを離れて、こちらへ近づいてくる。

　辻野さんは礼をして社長室を出ていった。

「すごいオフィスビルで驚いちゃった」

「うちで仕事をしてみる？」

　私のコートを脱がせた柊吾さんは、頬に軽く唇を押し当てる。

　柊吾さんが本気ではないのはわかっているけど、お父さんにも画廊で働かないかと言われたし、今日は仕事運がいいのかも。

　八神物産のようなところで学歴のない私が働けるわけがない。

「もしかして、清掃員で、っていう冗談でしょう？」

　私は勝手にオチを作って、おかしそうに笑う。

「まさか。心春にぴったりな仕事はもっとある。食べよう。お義父さんの話を教えて」

　柊吾さんは応接セットの白いソファへ座らせ、自分も隣に腰を下ろす。

　テーブルの上には、陶器の小鉢などが使われた松花堂弁当が用意されていた。

「おいしそう！　いただきます」

　高野豆腐の煮物を口に入れ、頬を緩ませる。

「それでお義父さんはなんだって？」

「パリへ行って女流画家と契約をしてきてほしいと言われたの」

「パリへ？」

「うん。その画家が、自分の子供みたいな作品が心配だから、書面だけではなく、ちゃんと会って契約したいって。お父さん、明後日からロシアへ行く予定で」

　女流画家は一週間後にパリを離れるから、早く行かなければならないことも付け足す。

「行ってくるといい。お義父さんが心春を必要としているんだ。パリなら安心だ。もしロシアへひとりで行くのであれば頷けないが」

　柊吾さんはそんな大役ができるのか二の足を踏んでいた私の背中を押してくれた。

「はいっ！　柊吾さん、ありがとう。パリへは行きたいけど、お仕事を任されるのは心配だったの」

「心春なら大丈夫だ。藤井画廊の娘で、美術にも詳しいのだから。年齢が少し上に見えるように落ち着いた服で会うといい」

　柊吾さんのアドバイスに私はにっこり笑って頷いた。




　パリへは水曜日に発つことになった。

　オーリィ家のみんな、アリッサやベラに会う予定も入れて、帰国は一週間後だ。

　出発当日、仕事終わりに柊吾さんは羽田国際空港まで送ってくれた。

　フライトは前回と同じで、二十二時五十五分に出発する。

　なかなか見送りの柊吾さんと別れられず、ようやく一時間前になってベンチから立ち上がった。

「柊吾さん、行ってきます」

「ああ。気をつけて行ってくるんだよ」

　柊吾さんは私を抱きしめて唇を重ねた。そして離れながら彼はフッと笑う。

「今日はこんなところでキスしないでって、言わないんだな」

「だって……」

　一週間も離れると思うと寂しさに襲われて、瞳が潤んでくる。

「俺のことは気にせずに楽しんでおいで」

　もう一度額にキスが落とされる。

　私はコクッと頷いて、ガラガラに空いている保安検査場へ歩を進めた。




　シャルルドゴール空港へは朝の四時三十分に到着した。

　気温は東京と変わらないが、早朝ということもあり肌寒く感じる。

　手にしていたストールを首に巻くと、柊吾さんがマフラーを巻いてくれたときのことを思い出してしまい、着いたばかりなのに早くも帰りたくなった。

　一週間会えないのはつらいな。ともかく仕事を終わらせないと！

　自分に活を入れた私はタクシーに乗って、柊吾さんが取ってくれた五つ星ホテルへ向かう。

　ルーブル美術館のそばにあるホテルで、オーリィ家の住居のあるマレ地区にも近い。

　女流画家はセーヌ川を挟んだ十三区に住んでおり、さほど遠くはない。

　今日の十一時に会う約束をしており、それまでアーリーチェクインをしてホテルの部屋で休むことにした。

　柊吾さんに着いたことをメールで知らせると、すぐに【お疲れさま。心春のいない夜は寂しかった】と返事があった。




　約束の時間になり、ホテルからタクシーに乗り、女流画家のシモーヌ・バラチエさんの自宅へ向かった。

　自宅は三階建ての一軒家。チャイムを鳴らし、出てきたのは五十代から六十代くらいのグレイヘアの小柄な女性だった。

「藤井画廊のコハル・ヤガミです」

　玄関でフランス語の自己紹介をすると、バラチエさんは優しそうな笑みになる。

「まあ、フランス語ができるのね！」

「少しですが」

「どうぞ入りなさいな。わざわざ日本から来させてしまってごめんなさいね。実は絵を買いたいと連絡が来たとき、詐欺なのかと思ったの」

　バラチエさんは明るいリビングに私を通し、イスに座るように言ってから出ていく。そして、すぐにカフェオレが入ったカップと焼き菓子を持って戻ってきた。

　私はバッグから書類を取り出して待っていた。

　話はあっけないくらい順調に進み、楽しい時間が過ぎていく。アトリエも見せてもらい、私も彼女の絵のファンになった。

　バラチエさんが描くのはモネのような印象派の絵画。モネの作品よりも明るい色を使った優しい雰囲気で、寂しい部屋がパッと明るくなりそうだ。

「とても素敵です」

「ありがとう。趣味で書いていたけれど、認められて嬉しいわ」

　無事に契約を交わし、その場で三点を受け取った。

　作品はフランス絵画標準号数寸の表記で六号といわれる４１０ミリ×２７０ミリの大きさ。これを私はフランス郵政公社へ持っていき、日本へ送る手続きをして任務完了となる。

「たしかにお預かりいたします」

　私は日本から作品の近況を知らせることを約束して、バラチエさんと別れた。




　無事に日本へ送る手続きを済ませ、お父さんから頼まれた仕事はこれで終わった。

　お父さんに任務完了のメールを送る。

　十八時にアリッサとベラのふたりとホテルで食事をする。それまでの時間、ルーブル美術館へ足を運んだ。

　何度も訪れ、鑑賞しているルーブル美術館だけど、数カ月ぶりに観るとまた新鮮で、観光客に交じりながらゆっくり観て回った。

　ホテルに戻り、ロビーで待っている私のもとへふたりが現れた。

「ハル！」

　私たちは会えた感激を分かち合うようにハグをする。

「ふたりとも元気そう。フランス語、上達したでしょう？」

　私の言葉に、アリッサが微笑みながら肩をすくめる。

「まあまあよ。ハル、光り輝くように綺麗になったわね。幸せそうだわ」

「そうそう。奥さまはうまくやってるの？　その様子だと旦那さまにかわいがられているんでしょうね」

「もちろんそうじゃないと、こんなに幸せそうに見えないわよ」

　ふたりに褒められ、頬が熱くなってくる。

「お腹が空いているの。早くレストランへ行こうよ」

　私は彼女たちをホテルの中にあるフレンチレストランへ案内した。

　最高のフレンチを食べながら、私たちはこの数カ月間の話をたっぷりした。

　アリッサは前に付き合っていた彼と別れて、新しい彼ができたと楽しそうだ。

　ベラは同じ彼と続いており、とても幸せそうだった。

　語学学校でお世話になった先生たちの話題や、先日の試験が難しかったことなど、話は尽きなかった。




　翌日はオーリィ家を訪れることになっていた。

　ジュリアンとポーリンは学校なので夕食を一緒にと誘われ、十五時頃に行く約束をした。

　まだ時間があるので、私はホテルからも近いコンコルド広場のテュイルリー公園内にあるオランジュリー美術館へ向かった。

　バラチエさんの作品を観たら、モネの遺作をゆっくり眺めたくなったのだ。

　それだけでなく、ピカソやルノワール、セザンヌの作品もある。

　時間をかけて鑑賞し、ホテルに戻ろうと大通りに出たとき、いつもと街の様子が違うことに気づく。

　フランス国旗を持った男の人たちが大勢いて、辺りには煙が漂っていた。

　煙が喉に入り込み、咳が出てくる。

　どういうこと……？

「ゴホッ、ゴホッ……」

　怖くなって、来た道へ戻ろうとしたとき、十五メートルほど先に停車していた車が突然爆音と共に火を噴き、近くにいた人たちが飛ばされた。

　悲鳴があちこちから聞こえ、私の前にいた女性が逃げようと振り返り、後ろにいた私にものすごい力でぶつかる。

　私は石畳に飛ばされた。頭に痛みが走る。

　逃げなきゃ……。

　そう思うのに、身体が自分のものではない感覚がして意識が遠のいた。




「心春！　心春！」

　柊吾さん……。

　瞼が重くて開かない。手が大きな手に包み込まれている感覚はわかる。

　私……どうしちゃったんだろう……。

　そのとき、女性とぶつかって飛ばされたことを思い出した。

　その恐怖がよみがえり、誰かの手をギュッと握ってハッと目を開けた。

　無機質な白い天井が目に入り、薬品のにおいがした。

「心春！　よかった……」

　柊吾さんだった。

「どうして……病院……？」

　喉が渇いてしゃがれた声だった。

「暴動の現場に居合わせてしまったんだ。十五時間以上眠っていた。よかった……」

　柊吾さんは瞳に安堵の色を浮かべたけど、表情がこわばっていた。

　彼はいつも仕事へ行くときみたいにフルオーダーのスーツを着ている。

　東京からパリまで瞬間移動してきたのかと思うほどに、私の時間の感覚がない。

　そこへフランス人の男性医師と女性看護師が姿を見せる。

「気がつきましたね」

　男性医師は私の目にライトを当てて、瞳の動きを確認する。

「まだぶつけた側頭部は痛むでしょうが、ＭＲＩもレントゲンも問題ありませんでした。午後に退院を許可します」

「ありがとうございます」

　柊吾さんは胸を撫で下ろしたような表情になって、男性医師にお礼を言う。

「日本から十三時間近くかかるというのに、俊敏さに驚きましたよ」

「パリ支社から暴動の連絡が入ってすぐに行動に移したので」

「素晴らしい。なかなかできることではありませんよ。では、奥さまはゆっくりさせるようにしてください」

　男性医師は看護師を連れて病室を出ていった。

　柊吾さんに水を飲ませてもらった私はようやく口の中が滑らかになった。

「心配かけてしまってごめんなさい……」

　私の手が再び握られ、柊吾さんの唇が触れる。

「無事でよかった。暴動の知らせを受けたのは二十一時だったんだ。心春のスマホは呼び出し音が鳴るばかりで、嫌な予感に襲われた。ホテルに連絡すると朝出ていったきり戻っていないと言われ、梨沙さんにもかけたんだ」

「そうだ……オーリィ家へ行く前にホテルに戻ろうとして……」

「俺が来たとき、梨沙さんが心春に付き添ってくれていた。ジュリアンもいた。医師からは大丈夫だと言われていたそうだが、心春を心配していて、俺が到着してようやく帰宅したんだ」

　皆に迷惑をかけてしまったと、落ち込みそうになる。

「心春に会うまで俺も生きた心地がしなかったよ。生きていてくれて神に感謝した」

　柊吾さんは額にかかる私の髪を優しく払い、愛情を込めたキスをする。

「もう少し眠るといい。俺は日本と梨沙さんに連絡をしてくる」

「うん」

　薬のせいか頭がボーッとしてしまい、目を閉じた。




　柊吾さんはひとりで来たのではなく、辻野さんのご主人である第一秘書の西にし尾おさんも一緒だった。万が一のときに柊吾さんをサポートするために。

　退院時に西尾さんを紹介された。シルバーフレームの眼鏡をかけたインテリ風の男性だった。

　そして、西尾さんと辻野さんが結婚していることは、社内では内緒になっているという驚くべき話も聞いた。

　暴動の原因は年金受給の年齢引き上げ、燃料価格の高騰で、低所得者の市民たちの不満が爆発したものだった。現在は収束していて、街も安全だという。

「まだ頭が痛むだろう？　ホテルで休もう」

　以前乗った柊吾さんの専用車で泊まっているホテルへ向かった。

　最後に見た街の煙や車が何台も燃やされる光景は夢のようで実感がない。被害を受けた私だけど、まだ他人事のような感覚だった。

　ホテルの車寄せに停まり、柊吾さんに支えられて車を降りる。

　西尾さんはパリ支社へ行くとのことで、柊吾さんと私に丁重に頭を下げて、再び車に乗り去っていった。

　ホテルの部屋はスーペリアクラスから、スイートルームに代わっていた。

　当初、柊吾さんはスイートルームを予約すると言ったけれど、ひとりの滞在なのだから必要ないと遠慮した。しかし、柊吾さんがこちらへ来たので変更したようだ。

　部屋の中へ入ると、リビングのテーブルの上にホテルからのお見舞いの花のアレンジメントが置かれていた。

　私は綺麗な黄色のバラの花びらにそっと触れてから振り返る。

「柊吾さん、お風呂に入ってもいいよね？」

「風呂よりシャワーのほうがいい。さっと入ってきて。いや、俺が手伝う」

「だ、大丈夫」

　スーツのジャケットを脱ぎ始める柊吾さんを止めようと手を伸ばす。

「柊吾さんは休んでいて」

「ダメだ。今は心春から離れたくない」

　私の手が掴まれ引き寄せられると、唇が重なる。

「柊吾さん……」

「身体のあちこちを打撲しているんだ。痛むだろう？」

　柊吾さんに説得されてしまい、シャワーを手伝ってもらうことになった。




　髪や身体を柊吾さんに優しく洗われたのち、シャワールームから出た私はバスローブのまま、ルームサービスで頼んだピザを食べていた。

　柊吾さんも私の斜め横に座っておいしそうに口に運んでいる。

「やはり打撲跡があったな」

　私の背中とお尻に紫色の痣あざができていた。石畳に飛ばされたときのものだ。

　柊吾さんは痛まないようにそっと洗ってくれた。

「来てくれてありがとう。柊吾さん、すごく嬉しかった。でも、杞き憂ゆうで終わっていたら、無駄になっていたね」

「俺はそうは思わない。心春が巻き込まれず元気でいたとしても、無駄だったとはこれっぽっちも思わないよ。もし無事だったら、それはそれで結果オーライだ」

　私は本当に柊吾さんに愛されているのだ。彼の顔を見るたびにドキドキ胸が高鳴る。

「……柊吾さん、すごく会いたかったの」

「俺もだ」

　私の気持ちを口に出すと、彼は優しい眼差しで口元を緩ませる。

　ずっと心に引っかかっていたことを言わなくては気が済まなくなった。

「私、告白しないといけないことがあって……」

「告白？　悪いこと？」

　突然の私の言葉に、柊吾さんは首を少し傾げて困惑している。

「私、柊吾さんに愛している人がいると思っていたの」

「俺に？　愛している人が？」

　身に覚えがないといった様子で、彼は眉根を寄せた。

「クリスマスの日、電話を聞いちゃったの。『愛し合っているじゃないか』って。でもそれは辻野さんから夫婦の相談を受けたのだと聞いたから、私の思い込みは解けているの」

「相手が辻野さんだと、どうして考えたんだ？」

　柊吾さんは身体の前で指を組んで首を微かに傾ける。

「お義父さまが倒れて、日本から戻ってきた日、空港で仲がよさそうな柊吾さんと辻野さんを見てしまったの」

「そうだったのか。それで俺を呼び止められなかったのか？」

　私は小さく微笑んで頷く。

「それと……正巳さんからも……」

　正巳さんのことはちゃんと話しておかなければならないと思っていた。柊吾さんに対抗心を持っている正巳さんは、いつか彼の足を引っ張るかもしれないから。

「正巳？」

　突然正巳さんの名前を出されて、柊吾さんは首を微かに傾げて私の言葉を待つ。

「お義父さまの退院祝いでお家に行ったとき、柊吾さんが秘書と付き合っていると私に教えたの」

「それで、心春はさらに浮気疑惑を深めたわけか」

　柊吾さんは眉根を寄せて頷く。

「そうなんだけど、八神家の一員なのにそんなこと教えるなんてひどいと思って。だから、これは私と柊吾さんの問題で、下手な噂になりかねないので、もう他言しないでくださいって言ったの」

「さすが心春だ。正巳の反応は？」

「ムッとして、せっかく教えてあげたのにって部屋を出ていって、そのあとはなんにも」

「そうか……正巳の件は辻野さんからも諸々報告を受けている。頭を悩ませてしまいすまなかった」

　柊吾さんは手を伸ばして、私の手を包み込む。

「正巳さんには強く出られたけど、もし本当だったらと思うと怖くて聞けなかったの。柊吾さんはどう見ても、どう考えても、モテるもの。私みたいな小娘が辻野さんのような大人の女性に勝てるはずがないって」

「俺は好きな女をコロコロ変えられるほど器用じゃないよ。俺が好きなのはただひとり、心春だけだ」

　瞳を潤ませる私の頬がそっと撫でられる。

「俺も告白しよう。契約結婚を持ちかけたとき、すでに心春に惹かれていたんだ。絶対にこの子を愛するだろうと、なぜだか自信があった」

「パリにいる間だけの契約結婚だったのに？」

「その間に好きになってもらおうとしたんだ」

　驚いてポカンと口を開けている私に柊吾さんはキスをしてすぐに離れる。

「思惑通りに私は柊吾さんを好きになったんだね？」

「ああ。今だから言うが、理解のある大人ぶって、パリに残ってもいいと言ったときは本当に苦しかったんだ」

　柊吾さんの手に私は手をそっと重ねる。

「……あのね、私赤ちゃんが欲しいって言ったでしょう？　その気持ちは本当なの。でも育児が落ち着いたら、そのあと、大学で美術史学を勉強して仕事をしたいと思っていて……。いいかな……？」

　彼は私の手を自分の口元まで持っていって唇をつける。

「心春、そのことで話があったんだ」

「えっ？」

　私はなんの話なのか、キョトンとなる。

「母が、俺に会いに来たんだ。君がここで暴動に巻き込まれた日だ。見舞いのときに心春に話したことを後悔していたようでね。孫は欲しいが心春がまだ望んでいなければかまわないと言っていたよ。勝手なことを言って申し訳なかったと」

　お義母さまがそんなことを……。

「母のせいでわざと大学に落ちたんじゃないか？」

「そんなことないよ。私の努力が足りなかっただけで……」

　柊吾さんに話してくれただけで十分だった。お義母さまが優しい人だとわかったから。だから受験のことは言わないでおこうと思った。だけど――。

「心春、本当のことを話してくれ。君のことだからわざとだろう？」

　私は困り、視線を彼の顔から外して泳がせてしまう。

　困惑する私の頬が柊吾さんの両手で包み込まれ、じっと見つめられた。

「心春？」

「……私は努力しないと勉強ができる子じゃないから。わざとじゃないよ」

　彼と目を合わせて、笑みを浮かべた。

　まだ柊吾さんは疑いの目を向けていたが、ふぅと息をついて口を開く。

「わかった。そういうことにしておこう」

「うん。だから、赤ちゃんは私が心から欲しいと思っているの。赤ちゃんを産んでいい？」

「もちろんだ。だが、心春はやりたいことを叶えるのがあと回しになってしまう。赤ん坊を産んでからでもいいのか？」

「そうしたいの」

　きっかけはお義母さんに言われたからだったけれど、今では本当に、柊吾さんとの赤ちゃんが欲しいと思っている。

　私は真剣な面持ちでコクッと力強く頷く。

「本当に？」

「もうっ、本当の気持ちだからね」

「……ＯＫ。俺は前向きな心春を応援する」

「柊吾さん、ありがとう」

　彼の腰に腕を回して抱きつき、ギュッとシャツを掴んだ。

「話ができてスッキリしたわ！」

　柊吾さんの胸に埋めた顔を上げてにっこり笑った。

　ずっと不安だった思いを打ち明けられて、柊吾さんの優しさに心から安堵できた。

「まだ横になって休んでいないといけない。一緒に寝よう。機内で一睡もできなかったんだ」

　柊吾さんは私を抱き上げ、お姫さま抱っこでベッドに連れていった。




　翌日。

　ぶつけた側頭部は触れると痛いけれど、頭痛はないし体調もよくなった。

　朝食後、私はバルコニーのイスに座って梨沙へ電話をかけた。パリの街並みがよく見えて気持ちがいい。

「梨沙、ハルです」

《ハル！　大丈夫なの!?　柊吾さんから退院できると聞いたけど心配で》

「はい。打撲程度で、医師も他は問題ないと」

《本当によかったわ》

　スマホから聞こえる梨沙の声は心から安心しているようだった。

「それで、柊吾さんが今晩か明晩、ここのホテルで皆さんをディナーに招待したいと」

《まあ！　うちに来てくれればいいのに。でも、柊吾さんの都合もあるでしょう。顔を見たいから行かせてもらうわね。明日でいいかしら？》

「ぜひ！　柊吾さんも喜びます。私も帰国前に会いたいと思っていたんです」

　明日のディナーの約束をして、梨沙との電話を切ると、出かける準備をしていた柊吾さんに近づく。

「柊吾さん、オーリィ家は明日の夜に来られるって」

「よかった。レストランに予約をしておくよ。じゃあ、行ってくる」

　柊吾さんはこれから八神物産のパリ支社に赴き、午後は私に付き合ってオルセー美術館へ行ってくれることになっている。

　パリ滞在は残すところあと二日。ホテルの部屋でじっとしていられない。出かけたいという私に、柊吾さんはやれやれと承諾してくれた。

「あ、ちょっと待って。ネクタイが」

　私は柊吾さんの胸元に手を伸ばして、少し曲がっているネクタイを直す。

「気のつく奥さん、ありがとう」

　口元を緩ませた柊吾さんはチュッと私の鼻先にキスを落とした。

　私たちはオルセー美術館へ行く途中の道で待ち合わせることにした。

　ひとりで行かせることに難色を示した柊吾さんだけど、私の意見を尊重してくれて出かけていった。




　お昼過ぎ、私は柊吾さんと初めて出会った場所で待っていた。

　柊吾さんを待つ私の胸はドキドキ高鳴っている。

　離れてからまだ数時間しか経っていないのに、早く顔が見たくて心を躍らせている。

　そこへ――。

「お嬢さん、綺麗な髪だね。俺と一緒に美術鑑賞をしようよ」

　背後からフランス語で誘う声がした。

　柊吾さんの声だとわかっている私はにっこり笑いながら振り返る。

　そこに笑みを深めて私を見ている柊吾さんが立っていた。

「私には最高の旦那さまがいるんです。だからひとりでどうぞ――」

　最後まで言い切りたかったのに、クスクス笑いがこみ上げてきた。

「その最高の旦那さまって、目の前にいる男のことかな？」

「フフッ、そうよ。かっこよくて、優しくて、頼もしい、夢のような旦那さま」

　私はスプリングコートの裾を揺らし、一歩足を進ませて柊吾さんに抱きついた。

「心春、そうやって俺を持ち上げないでくれないか？　オルセーより、ホテルの部屋に戻って愛したくなる」

「それはダメッ！　オルセーへ行かなきゃ」

　私は柊吾さんから離れ、彼の手を握ると、オルセー美術館へ向かって歩き始めた。

　ふいに柊吾さんが立ち止まり、手を繋いでいた私も足を止め、不思議そうに彼を見る。

　柊吾さんは真面目な顔で私を見つめていた。

「俺のラパン。すごく幸せだ。これからもずっと手を繋いでいよう。年を取ったらパリで生活して毎日美術館巡りをするんだ」

「柊吾さん……うん！　今から楽しみ！　約束だからね」

　私を引き寄せた柊吾さんは人目も気にせず力強く抱きしめる。

「ああ。約束だ」

　柊吾さんは私の顎に手をかけると甘く唇を塞ぎ、誓いのキスをした。
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七年後の幸せなふたり




　今日の俺は目覚めたときから、気持ちが浮き立っていた。

　いや、昨晩からだ。

　この一週間、心春がパリへ出張しており、今日帰国する。

　結婚してから七年の歳月が経ち、心春は二十五歳、俺は三十八歳になっていた。

　この七年の時間は共に愛いつくしみ合い、成長してきた。

　赤ん坊を産んでから大学へ進学したいと言った心春はまさに有言実行し、現在は父親の経営する藤井画廊で働いている。絵画の商談が主な仕事だ。

　母親と仕事の両立で毎日多忙であるが、彼女は頑張りを見せていた。




　出社の支度を済ませ、三つ揃いのスーツの上着を手にして一階へ下りると、幼稚園の紺色の制服を着た女の子がパタパタと駆けてきた。

「パパっ！　おはようございますっ！」

　俺の前でピタッと足を止め、両手を前にして身体を折ってお辞儀をする。心春に似た大きな目をクリッとさせた愛らしい陽葵ひまりだ。髪の毛はふたつに結び、おさげにしている。

「おはよう。ん？　奏かな多たは？」

　俺は陽葵の前でしゃがみ込み、いつも一緒にいる二卵性双生児の弟、奏多の姿を探す。

「かなたは、ママにあえるから、おしゃれしてるの。おばあちゃんとおへや」

　その言葉に俺は呆気にとられる。もちろん奏多がママっ子なのは十分承知しているが、ママに会うためにおしゃれを……？

　まあ、たしかに五歳の甘えたい時期に一週間離れているのは寂しいだろう。

　俺も仕事で多忙だが、心春が出張で留守のときは毎日早くに帰宅できるようスケジュールを調整させている。

　俺たちは双子が生まれたのち、麻布のタワーマンションを離れ、永なが田た町ちょうの実家に移り住んでいた。

　双子の妊娠・出産。育児も倍手がかかる。八神家の長男としていつかはこの家に戻らなくてはならなかったが、心春も両親や使用人たちがいてくれれば助かると賛成してくれた。

　両親は大いに喜んだ。それに、いずれは大学へ進学し、働こうと思っていた心春や、仕事に忙殺させられていた俺も助かり、ウインウインの関係だ。

　父の病状はよくなり、電動車イスに乗って自由に動き回れるほどになった。その活力となっているのは双子たちだろう。

　正巳は五年前に秘書課の女性と結婚し、都内のマンションで暮らしている。

　二十三歳になった恵里菜はニューヨークの大学に留学中に、一流企業の跡取り息子であるアメリカ人の男性と恋に落ち、大学卒業後に結婚したばかりだ。

　そこへ奏多を連れた母がやってきた。

「おはよう、柊吾さん。今日は心春さんが帰国するでしょう。奏多くんから寝癖を直してほしいって言われたの」

「おはようございます。寝癖だったのか」

　陽葵の〝おしゃれ〟という言葉に、まさか五歳にしてしゃれっけが出てきたのかと焦った俺だ。

「パパ。おはようございます。ここがね、ピョーンって、はねてたの」

　サラッとした黒髪は子供らしく襟足までの長さだ。奏多は自分の頭を指さして俺に教える。

「おはよう。奏多。そうか。おばあちゃんに直してもらってよかったな」

　奏多は満足げに「うんっ！」と頷く。

「かみのけが、はねてるの、ママがみたら、かなしくなるでしょう？」

　心春が心置きなく仕事ができるように子供たちも協力している。そのせいで、しっかりしているところを見せたいのだろう。

「奏多、パパはそうは思わないな。ママのためにじゃなくて、自分のためであってほしい。ママはどんな奏多でも大好きだよ」

　奏多の考えに一理あるのは否めないが、心春が聞いたら、自分が子供たちの髪を整えてあげられないことに胸を痛めるかもしれない。

　彼が理解するのは難しいらしく、首を傾げている。しかし、最後の言葉で彼は満面の笑みを浮かべた。

「うん！」

　陽葵と同じ紺色の制服を着た奏多は大きく頷き、ダイニングテーブルの自分の席に座る。

　そんな奏多を見ていると、スーツのズボンの尻のあたりをクイクイと引っ張られた。陽葵だ。

「パパ。きょうママのおむかえにつれていってくれるおやくそくは？」

　心春は十五時二十五分到着の便で帰国する。俺たちは空港まで迎えに行く約束をしていた。

「もちろん。西尾おじさんが幼稚園に迎えに行くから、いい子にするんだぞ？」

〝西尾おじさん〟というのは、俺の第一秘書のことだ。子供たちは彼をそう呼んでいる。

　彼の妻、以前第二秘書だった辻野さんは六年前に出産し、専業主婦になっていた。

　彼らの娘、早さ那なちゃんと双子たちはときどき遊んでおり仲がいい。

「わぁー、にしおおじさんがおむかえにきてくれるんだ。さなちゃんにあいたいな」

　陽葵が手を合わせて喜ぶ。

　西尾は会食先のホテルに俺を送り届けてから、幼稚園に向かうスケジュールになっていた。

「今度、家に来てもらおう」

「うん！」

　陽葵は弾んだ声で返事をして、俺たちの話を聞き喜んでいる奏多の隣の席に座った。




　出社すれば会議に出て、終われば次の会議にと、分刻みで会議室を移動する。

　その後、アメリカの取引相手であるトンプソン氏とホテルで会食だ。

　社用車に乗った俺と西尾は、会食先である日比谷の五つ星のホテルに向かっていた。

　丸の内にある本社からは十分ほど。そこは俺が心春に契約結婚を持ちかけた思い出のあるホテルだ。

　俺を乗せた社用車が車寄せに静かに停まった。

「西尾は降りなくていい。食事をして双子の迎えを頼む」

「わかりました。では十四時にお迎えに上がります」

「ああ。そうしてくれ」

　ホテルのドアマンが開けたドアから車を降り、ロビーへ足を踏み入れると、黒田総支配人に出迎えられる。

「八神さま、いらっしゃいませ。本日のご利用ありがとうございます」

「黒田総支――」

　俺が挨拶をしようとしたとき、女性の大きな声がした。この静かなロビーに相応しくない怒鳴り声だ。

「ったく！　離してよ！　あんたとなんか食事したくないの！」

　何事かと、黒田総支配人が冷静に俺の後方へ目を向ける。ならうように俺も振り返った。

　数メートル離れた大きな柱の横に若い男女がいた。男は仕立てのいいスーツ姿だったが、女はジャケットを着ているものの、デニムと白のスニーカーだ。

　女は男の手を振り払おうとしていた。

　ふいに俺は心春と初めて出会ったときのことを思い出す。

　あのとき、フランス人の若いナンパ男に日本語でわめいていた心春にひと目惚れした。

　オルセー美術館で絵画を鑑賞中も、少し離れたところにいる心春が気になっていた。真剣な眼差しでひとつひとつゆっくり絵画を観ている心春のほうへ気持ちがいってしまっていたのだ。

　偶然にも彼女が落としたポストカードを拾い、名前を知り、休日に時間ができたら彼女を探そうと思っていた。その矢先、父から政略結婚の話を聞かされた。

　相手の名前に驚きを隠せず、そして藤井画廊の社長の娘だと聞き、美術品繋がりでオルセー美術館の女の子に違いないと考えたのだ。

　まさに俺たちは運命の赤い糸で結ばれていたといっても過言ではないだろう。

「黒田総支配人、行ってください。俺もレストランへ向かいますから」

「は、はい。それでは。ごゆっくりなさってください」

　黒田総支配人がもみ合っている彼らのほうへ近づくのを見て、俺はエレベーターホールへ歩を進めた。




　以前から交流のあったトンプソン氏との有意義な会食後、ホテルの車寄せに停まっているドイツ製の高級車へ近づく。車のそばに西尾が立っている。

　それは俺の愛車で、後部座席にチャイルドシートが装備されている。

　近づくにつれ窓に張りつくようにして外を見ている陽葵の顔がよく見え、そのかわいらしさに口元を緩ませる。

「お疲れさまです」

　西尾がきびきびした態度で頭を下げる。

「ありがとう。助かったよ」

「それでは失礼します」

　西尾は大学時代からの友人だが、仕事とプライベートをしっかり線引きし、仕事中はあくまでも秘書の態度を崩さない。

　俺は運転席に移動し、後部座席の双子を見る。

「行儀よくしていたか？」

「うん！」

　示し合わせたかのように頷くふたりに俺は満足げに笑い、エンジンをかける。

「じゃあ、ママを迎えに行こう」

「はーい！」

　ワクワクしているふたりは返事のタイミングも一緒だった。

　最寄りの首都高速道路の車の波に乗ると、双子たちは元気に歌い出す。幼稚園で習った歌を聴きながら、俺は羽田国際空港のターミナルビルへ車を走らせる。

「パパっ、はやくママにあいたい？」

　ふいに歌を止めた奏多が運転中の俺に聞いてくる。

「もちろんだよ」

「かなた、なにきいてるの？　パパはママがだいすきなんだから。あいたいにきまってるよ。かなたはにばんなのっ」

　陽葵がバカにした声を出す。

　たいしたことではないのだが、甘えん坊でママっ子の奏多にとってはきつい言葉だ。

　案の定――。

「ぼ、ぼくのほうがママをいちばん……」

「そうだよな。わかってるよ。奏多」

　陽葵にバカにされ傷ついた奏多を泣かさないように俺は急いでフォローする。

　ルームミラー越しに、必死に下唇を噛んで涙をこらえる奏多が見える。

「陽葵、少し黙っていなさい」

　おしゃまな彼女は「はーい」と返事をして口をぎゅっと引き結んだ。

　陽葵のほうが奏多よりも活発で口が達者だ。二卵性とはいえ双子なのに性格はかなり違い、奏多はおとなしい。幼稚園でも陽葵が奏多を守っていると聞いていた。

「もうすぐ着くよ」

　車内時計へ視線を向けると、まだ十五時前。空港のカフェで双子に飲み物を飲ませてからでも迎えに間に合うだろう。

　俺は見えてきたパーキングに車を走らせた。




　双子を連れてカフェに入った。ふたりはおとなしくクリームソーダを飲んでいるが、大きな目はキョロキョロと出入口辺りを行き交う人を追っている。

　大きくなったなと、感慨深い。俺と心春はこの子たちのおかげで、親として成長していった。慌ただしい五年だったな。

「パパ、もうママついた？」

　そわそわしているのがありありとわかる奏多だ。

「そうだな。着いて入国審査を受けているところかな。飲み終わったら行こうか」

　ふたりは「うんっ！」と大きく頷き、残りのクリームソーダをストローですすった。




「ただいま！　奏多！　陽葵！　柊吾さんっ！」

　到着ロビーから中型のスーツケースを引いた心春が姿を見せ、足早に近づいてきた。

　胸あたりまでの長い黒髪は出会った頃と変わらず、少し幼さのあった顔は、しっとりとした美しい大人の女性になっていた。

　しかし、明るさと何事にもひたむきに取り組む姿はそのままだ。

　心春は花が咲いたような笑顔で俺たちのもとへやってくる。

「ママ！」

　双子は心春に抱きつく。五歳児の体当たりに近い抱きつき方で、心春の身体がふらつき、俺はすかさず彼女の肩を支えた。

　心春は俺に微笑む。

「ありがと。柊吾さん。大変だったでしょう？」

　俺も心春を抱きしめてキスをしたかったが、まずは双子の欲求を満たすのが先だ。

「いや、問題はなかった」

　本当に？と、疑いの目を向けられるが、奏多の「ママー」と呼ぶ声に、彼女はしゃがんだ。

「留守にしてごめんね。いい子でママは嬉しいよ」

　心春は奏多の血色のいい頬にキスをして頭を撫で、ニコニコしている陽葵にも同じことをする。

「うん！　ぼくたち、いいこだったよ」

「いいこだったけど、かなたはママがいなくてないてたよ」

　陽葵に告げ口され、奏多の顔が一気に赤くなる。

「な、ないてなんか――」

「奏多、泣いたっていいの。寂しいって思ってくれていたんだもんね。ママも寂しかったよ。早く会いたかった」

　心春は奏多の目尻に滲んだ涙を指先でそっと拭う。

「陽葵もありがとう」

　愛妻はもう一度双子の頬にキスを落として立ち上がった。

「柊吾さん、早く家に帰りたいわ」

「そうだな。家に帰ってゆっくりパリの話を聞きたい」

　俺は心春のスーツケースを受け取り、彼女は両手で双子と手を繋ぐ。

　そこで陽葵が「あっ！」と声をあげた。

「どうしたんだ？」

　俺たちは陽葵へ視線を落とす。

「パパとママ、キスしてないよ？」

　陽葵はにっこり笑顔で俺たちを交互に見る。

　いや、お前たちに遠慮してキスをしていなかったんだ。そんな一点の曇りもない瞳であっけらかんと言わないでくれ。

　俺の戸惑いに、心春はクスッと笑う。

「そうだよね。私も柊吾さんからキスしてほしいな」

　ふたりきりになったら心春を離さないつもりでいたんだ。こんなところでキスしたら、すぐにでも心春が欲しくなるだろう。

　精一杯の自制心をかき集め、俺は苦笑いを浮かべ、心春に顔を近づけた。

　唇に触れるだけのキスを落とすと、すかさず陽葵が口を開く。

「いつもとちがうー。もっとながいの」

　思いのほか陽葵の声がでかく、タジタジになる。

　おしゃまな陽葵に困ったものだと、俺たちは顔を見合わせて微笑む。

「陽葵、お外では長いキスはしないの。大きくなったらわかるからね。早く家に帰りましょう。私も柊吾さんに長ーいキスしてほしいから」

　そうだ。出会った頃と違うのは、彼女があの頃とは比べ物にならないくらいに大胆になったこと。

「仰せのままに。奥さま。俺も一刻も早く帰りたい」

　俺も心春の調子に合わせてそう言うと、もう一度不意打ちのキスをして歩き出した。

　最初は契約結婚だったが、今は最高に幸せな結婚だ。

　これからもずっと続くだろう。そして、約束通り、いつかパリで暮らそう。
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あとがき




　こんにちは。このたびは『極上旦那様シリーズ 俺のそばにいろよ～御曹司と溺甘な政略結婚～』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　このお話は、「第４回ベリーズカフェ恋愛小説大賞」のテーマ「極上旦那様」の特別連載、シリーズ第一弾として書き下ろした作品です。編集部からお話をいただき、執筆しているときはベリーズカフェのサイトで公開するのはまだまだと思っておりましたが、連載開始はあっという間に来てしまいました。そして四回に渡った連載は瞬く間に完結。サイトで終了したときは少し寂しい気持ちになりました。ですが、連載のおかげでたくさんの方に読んでいただくことができて良かったです。

　番外編は、私には珍しくヒーロー目線で執筆させていただきました。本編で心春が心に決めた未来になり、彼らの行く末を見守ってくださっていた方もホッとされたかと思います。

　今回はパリメインでしたが、私自身、海外旅行が好きで、外国が舞台の話を書いていると、その場に自分もいるような感覚になります。

　執筆中、またヨーロッパへ行きたくなりました。

　三月に書籍化しました『次期家元は無垢な許嫁が愛しくてたまらない』も年の差でしたが、今回もまた十代のヒロイン。次回作は二十代のヒロインで執筆を始めました。ドキドキハラハラ、胸キュンに展開できたらと思います。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、編集でお世話になりました妹尾様、ありがとうございました。

　そして美麗で素敵なカバーイラストを手掛けてくださいました琴ふづき様、ありがとうございます。

　この本に携わってくださいました皆様に感謝申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。







　二〇一九年十二月吉日

若わか菜なモモ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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